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I. SpeedWorks 紹介 
 

1. 主な特徴 

 
A. SpeedWorksとは？ 

 

i. SOLIDWORKS 環境と連動して使用できるユーティリティプログラムです。 

ii. CommandManager およびショートカットキーに連動され、親しみやすい UI を提供します。 

iii. 様々な設計の便利ツールを提供します。 

iv. 部品、アセンブリ、図面の作業環境に適合するツールを表出します。 

 

B. SpeedWorks の使用効果 
 

i. 繰り返し作業を一括作業のプログラムを通して設計の疲労度を減少することができます。 

ii. ユーザーに親しみやすい UI 提供で使用アプローチ性が高いです。 

iii. 不必要な作業を減らし、業務時間を短縮できます。 

iv. ヒューマンエラーを未然に防ぐことができます。 

 

C. プログラムの著作権 
 

この SpeedWorks プログラムは韓国著作権委員会の第 C-2020-030568 号で登録され、保護されます。 
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2. プログラムの構成 
 

A. ユーザーインターフェース(User Interface) 
 

i. SOLIDWORKS 環境と連動され、CommandManager のツール項目で使用できます。 

ii. 部品、アセンブリ、図面の作業環境によって使用できるツールが表出されます。 
 

 
 

 
 

 
 

B. 機能リストおよび要約説明 
 

i. 一括作業 
• プロパティ材料編集： アセンブリに含まれた部品をシートフォーマットでプロパティと材

料を一括編集 

• 図面一括出力： 複数の図面ファイルを一括印刷および DWG,PDF など多様なフォーマット

で出力やスタンプを挿入して出力 

• コンフィギュレーションマネージャー：各部品のコンフィギュレーションを一括分離した

り、不必要なコンフィギュレーションを削してファイルのコンフィギュレーションを管理 

• 部品エクスプローラ：指定された条件で部品を一括探索し、表示／非表示、昨日抑制など

多様な作業ができる 

• 図面テンプレート一括変更：複数の図面ファイルのテンプレートを一括検討して修正 

• カットリストのプロパティ編集：カットリストモデルのテーブルプロパティを一括編集 

• プロパティタブファイル管理：部品、アセンブリ、図面、カットリストのユーザー定義プ

ロパティファイルを一括変更 

• カットリストの除外編集：部品、アセンブリ、カットリストの除外状態を一括変更 
 

ii. モデリング 
• プリミティブ：よく使用されるボックス、円筒、円錐、トーラス、球の形のソリッドボデ

ィを簡単に追加 

• パラメータ座標系： 任意の位置に座標系を自由に作成し、位置、角度、パラメータを入力

して簡単に座標系を作成 

• 一括点の作成： txt, csv ファイルを利用して任意の位置および選択平面に複数点または

曲線を自動作成 

• 3D スケッチ変換： 一つおよび複数の2D スケッチを3D スケッチに変換 

• 一括穴の作成： 2D 座標リストを入力し、複数の穴を一括作成 

• ブースター： 速度および性能向上のための SOLIDWORKS オプションを一括制御して最適の

パフォーマンス環境を構成 

アセンブリ 

図面 

部品 
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iii. 図面作成 
• 高級レイヤー設定： レイヤーマージ、一括削除の便利機能と図面の作成された要素に合わ

せて特定レイヤーで一括適用 

• 穴間隔寸法の入力：複数の穴間隔寸法を一括入力 

• スケッチ中心線： 回転面に該当するエッジを基準にスケッチ中心線を自動作成 

• エッジの深度非表示：選択された図面ビューで入力された深さの以下に配置されたエッジ

を自動探索してすべて非表示 

• 穴個数の区切り記号：穴個数の次に'x’表示を他の文字に代わって穴のプロパティを表示 

• 3D 中心マーク： 等角投影など 3次元のビューで中心マークを作成 

• フォント変換： 図面に存在するテキストのフォントを簡単に修正 

• 皿穴の深さ寸法: 皿穴属性インジケータの深さ値を角度ではなく深さ値として表示 

• 公差マネージャー: 多量の寸法に設定した公差を一括で挿入し、寸法に挿入された公差を

一括除去 
 

iv. ファイル管理 
• 部品名の変更：対象部品に参照された図面を一緒に名前を変更 

• 部品分離： 部品をコピー／置き換えし、部品に参照された図面も一緒にコピー・参照関係

の自動接続 

• フォルダクリーナ： 指定されたアセンブリを基準に、フォルダ内に使用されないファイル

を自動整理 

• 現在のファイルを探索： 現在開いているモデルファイルの場所を Windows エクスプロー

ラで自動探索 

• 指定位置にコピー保存： 現在開いているモデルを参照された図面と一緒に指定されたパス

にコピー保存 

• マルチボディ分離： 部品モデルの多量のボディを一括で個別部品化およびアセンブリを自

動作成 

• ツリー整理： アセンブリのツリーを並べ替えたり、特定部品をフォルダで一括整理 
 

v. オプション 
• SpeedWorks オプション： ライセンス登録および言語設定などオプション変更 

• SpeedWorks 情報： インストールされた SpeedWorks バージョン確認およびカスタマイズ

機能の問い合わせを提供 
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C. バージョン別機能のマトリックス 
△: 部品数 30 個未満のアセンブリでのみ使用可能／ □: ボディ数 5 個以下のモデルでのみ使用可能 

※ SpeedWorks Advanced は、SpeedWorks Basic を保有している PC でのみ使用可能です。 

※SpeedWorks Advanced は、機能別に個別に購入して使用できます。 
 

カテゴリー 機能 無料版 
Basic 

バージョン 

Advanced 

 バージョン 

一括作業 

プロパティ材料編集 △ ○ - 

図面一括出力 △ ○ - 

コンフィギュレーションマネージャー △ ○ - 

部品エクスプローラ △ ○ - 

図面テンプレート一括変更 △ ○ - 

カットリストのプロパティ編集 ○ ○ - 

プロパティタブファイル管理 ○ ○ - 

カットリストの除外編集 ○ ○ - 

板金展開図の一括出力 X X ○ 

バーコード自動挿入 X X ○ 

モデリング 

プリミティブ ○ ○ - 

パラメータ座標系 ○ ○ - 

一括点の作成 ○ ○ - 

3D スケッチ変換 ○ ○ - 

一括穴の作成 ○ ○ - 

ブースター ○ ○ - 

穴の色表示 X X ○ 

自動面分割 X X ○ 

図面作成 

高級レイヤー設定 X ○ - 

穴間隔寸法の入力 ○ ○ - 

スケッチ中心線 X ○ - 

エッジの深度非表示 X ○ - 

穴個数の区切り記号 X ○ - 

3D 中心マーク X ○ - 

フォント変換 ○ ○ - 

皿穴の深さ寸法 ○ ○ - 

公差マネージャー ○ ○ - 

ファイル管理 

部品名変更 △ ○ - 

部品分離 △ ○ - 

一括名前の変更 △ ○ - 

フォルダクリーナ ○ ○ - 

現在のファイルを探索 ○ ○ - 

指定位置にコピー保存 ○ ○ - 

マルチボディ分離 □ ○ - 

ツリー整理 △ ○ - 

オプション 
SpeedWorks オプション ○ ○ - 

SpeedWorks 情報 ○ ○ - 
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II. SpeedWorks 開始 
 

1. 使用環境 
 

A. SpeedWorks を使用するための推奨環境スペックです。 
 

プログラム バージョン 説明 

Operating System Windows 7 以上 64Bit Windows 10 推奨使用 

Microsoft .NET Framework 4.6.1 バージョン以上 

基本的に Windows にインストールされて

いて、ない場合はインストールの際に自

動インストールされる 

 

SOLIDWORKS 2018 バージョン以上 
最新バージョン 2022 バージョンまで対

応可能 

eDrawings 2018 バージョン以上 
SOLIDWORKS インストールの際に包含必

要 

Excel (Microsoft Office) 2008 バージョン以上  

 

2. インストール方法 
 

A. 圧縮展開 
 

i. SpeedWorks インストールプログラムが含まれている圧縮ファイル(SpeedWorks.Setup.zip)を展

開します。 

ii. 展開されると同一フォルダ内に SpeedWorks Setup ファイルが現れます。 

 

B. インストールプログラムの実行 
 

 既に以前バージョンがインストールされていれば、コントロールパネル>プログラムと機能で

(Windows10 は設定>アプリ)で既存バージョンの SpeedWorks を削除後、インストールすることをお勧

めします。 

 SOLIDWORKS が実行されている状態であれば、プログラムを閉じてインストールしてください。 

i. インストールファイルの実行 

SpeedWorks Setup を実行します。 

 
 Windows の PC 保護画面が現れたら、「詳細情報」をクリックして実行してください。 
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ii. インストールウィザード開始およびインストール言語の選択 

SpeedWorks のインストールウィザードが開いたらインストールする言語を選択後、次へ進み

ます。 

  
 

iii. インストールフォルダ設定およびライセンスの利用規約の同意 

基本フォルダの場所が明示されていて、変更したい場合はフォルダの場所を修正することがで

きます。「ライセンスの利用規約に同意する」をクリックしてインストールします。 

 「ライセンスの利用規約」のハイパーリンクを通して規約を確認できます。 
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iv. インストール進行および完了 

インストール中に管理者権限が必要とのメッセージが現れる場合、許容を選択後にインストー

ルを行って完了してください。 
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C. SOLIDWORKSアドインの追加 
 

アドインの追加作業はインストーラーで自動で行われ、別途指定する必要はありません。 

以後別途アドインを非活性化／活性化作業を行う際に下の方法を利用します。 
 

i. SOLIDWORKS アドインの実行 

SOLIDWORKS 実行後、ツール>アドインを選択します。 

 
 

ii. SpeedWorks アドインの活性化 

アドインダイアログボックスのその他アドインのカテゴリーで SpeedWorks Add-in 項目が現れ

ます。SpeedWorks の左側、右側のチェックボックスをクリックして下の OK ボタンを選択しま

す。 

  
 

iii. SpeedWorks アドインの活性完了 

SpeedWorks アドイン接続が正常に行われたら、CommandManager ツールに SpeedWorks が表出

されます。 

 
 

※ ライセンス認証は SpeedWorksオプションパネルの章で説明します。  
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3. 除去方法 
 

A. プログラム(アプリ)を除去する 
 

i. 先ず、実行中の SOLIDWORKS プログラムをすべて閉じます。 

ii. Windows プログラムの除去実行 

コントロールパネル>プログラムと機能(Windows10 は設定>アプリ)を実行します。 

iii. SpeedWorks の除去実行 

除去項目から SpeedWorks を探して除去を選択します。 

 

 
 

 

iv. SpeedWorks の除去実行完了 

SpeedWorks 除去を行い、SpeedWorks 除去のパネルが閉じたら除去が完了します。 
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4. タスクバーツール 
 

SpeedWorks ユーザーの使用利便性のために多様なタスクバーツールを提供します。SpeedWorks 自動

アップデートやライセンス登録など多様なツールを使用することができます。SOLIDWORKS プログラ

ムを別途実行せずに使用でき、高い利便性を誇ります。 
 

A. タスクバーツールを実行する 
 

i. Windows タスクバーの拡張アイコンを選択します。 

 
 

ii. SpeedWorks ツールアイコンを右クリックします。 

 
 

iii. 次のように SpeedWorks のタスクバーツールが使用できます。 

 
 

B. すべての SOLIDWORKS を閉じる 
 

i. SpeedWorks タスクバーツールの「すべての SOLIDWORKS を閉じる」を選択します。 

 
ii. 実行中の SOLIDWORKS プログラムが一括自動で閉じます。 
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C. トライアルの使用 
 

i. SpeedWorks タスクバーツールのトライアル使用を選択します。 

 
 

ii. トライアル使用の進行が選択できるウィンドウが開きます。「はい」を選択し、トライアル使

用を活性化して使用できます。 

 既にトライアルを使用し、期限が切れている場合はトライアル使用が制限されます。 
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D. ライセンス登録 
 

i. SpeedWorks タスクバーツールのライセンス登録を選択します。 

 
 

ii. 次のようにライセンス登録のパネルが開きます。 

 

① LICENSE CODE: 

SpeedWorks ライセンスを入力します。 

② ライセンスコード登録：入力した SpeedWorks ライセ

ンスを登録します。 

③ コンピューター情報確認：SpeedWorks ライセンスの

発行用途で、コンピューター情報ファイルを作成し

ます。 

④ 状態：現在 SpeedWorks ライセンスの認証状態を表示

します。 

 

iii. 保有中の SpeedWorks ライセンスがある場合、LICENSE CODE 項目にライセンスを入力後、ライセ

ンスコード登録を行います。 

 
 

iv. 保有中の SpeedWorks ライセンスがない場合、SOLIDWORKS ライセンス非連動の認証項目のコンピ

ューター情報確認を選択し、作成されたファイルを SpeedWorks を購入したリーセラーや

(株)SolidIT にメールを送付されるとライセンスコードを発行いたします。 
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E. 最新バージョンの確認 
 

i. SpeedWorks タスクバーツールの最新バージョン確認を選択します。 

 
 

ii. SpeedWorks バージョン確認のウィンドウが現れ、インストールされた現在バージョンと最新バ

ージョンが表示されます。 

 
 

iii. 現在バージョンが最新バージョンより低い場合、アップデートボタンが活性化されます。 

 
 

iv. アップデートボタンを選択して SpeedWorks バージョンの詳細事項の画面にてアップデートの内

容を確認することができます。 
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v. SpeedWorks バージョンの詳細事項の下のアップデートボタンを選択して自動アップデートを行

うことができます。 

 
 

vi. 下のようにアップデートに必要なインストールファイルをダウンロードし、自動アップデート

されます。 

 
 

 現在使用する SpeedWorks バージョンが最新バージョンより古い場合、アップデートメッセージ

が現れます。メッセージを選択してアップデートを行うことができます。 

 

F. バージョンアップデート 
 

i. SpeedWorks タスクバーツールのバージョンアップデートを選択します。 
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ii. インストールバージョンが最新バージョンより古い場合、SpeedWorks バージョンの詳細事項の

画面が開きます。 

 インストールされたバージョンが最新の場合、バージョンアップデートが行われません。 

 
 

iii. SpeedWorks バージョンの詳細事項の下のアップデートボタンを選択して自動アップデートを行

うことができます。 

 
 

iv. 下のようにアップデートに必要なインストールファイルをダウンロードし、自動インストール

されることを確認できます。 
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G. 設定 
 

i. SpeedWorks タスクバーツールの設定を選択します。 

 
 

ii. 次のように設定ツールのパネルが開きます。 

 

① 言語：SpeedWorks UI 言語を設定します。  

② SOLIDWORKS 実行時、最近使ったタブ表示：

SOLIDWORKS 基本タブに最後に使ったツールを基準

に表出します。 

③ グラフィックアップデートの非活性化(速度向上)：

SpeedWorks 作業中、グラフィックアップデートを

非活性化して作業のスピードを向上させます。 

 

 

iii. ユーザーが好きな設定で指定後、OK ボタンを選択して SpeedWorks に反映させます。 
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H. SpeedWorks 情報 
 

i. SpeedWorks タスクバーツールの情報を選択します。 

 
 

ii. 次のように SpeedWorks 情報画面を確認することができます。 

 
 

I. 機能改善の要請 
 

i. SpeedWorks タスクバーツールの機能改善要請を選択します。 

 
 

ii. 下のように SolidIT ホームページのお問い合わせのページが開きます。 

 
iii. SpeedWorks の改善案の内容入力後、作成完了ボタンを押してお問い合わせを完了します。 
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J. 終了 
 

i. SpeedWorks タスクバーツールの終了を選択します。 

 
 

ii. 次のように SpeedWorks タスクバーツールが終了しました。 

[SpeedWorks タスクバーツールの使用状態] [SpeedWorks タスクバーツールの終了状態] 

  
 

 

K. タスクバーツールの再実行 
 

i. 終了した SpeedWorks タスクバーツールを再実行する場合、下のように Windows スタートから

「SpeedWorks.Tray」を選択して再実行することができます。 
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III. 一括作業 
 

1. プロパティ材料編集 
 

プロパティ材料エディタ機能は指定したアセンブリファイルを基準に最上位アセンブリ及び下位部品の

プロパティと材料情報を一括で読み込み、シートフォーマットで簡単に編集できる機能です。個別的に

プロパティ及び材料に煩わしいところがあるため、プロパティ材料エディタを利用してユーザーにやさ

しい UI と多様な一括機能を使用してプロパティ及び材料を易しく、速く編集することができます。 
 

A. ユーザーインターフェース (User Interface) 
 

設計者の作業利便性のために、モデルツリーとシートフォーマットのプロパティ表出、多様なツー

ルをリボンタイプ・作業パネルタイプで提供しています。 
 

i. Main UI 

 

① リボンメニュー：プロパティ材料編集を使用するための機能が並んでいて、活性ツールタ

ブによって各種機能をカテゴリーで区別 

② ツリーメニュー：読み込んだアセンブリモデルの部品ツリーの情報表出 

③ ファイルプロパティ情報：読み込んだアセンブリの部品情報をサムネイル、ファイル名、

数量、プロパティなどをシートフォーマットで表出 

④ 作業パネル：3D View プレビュー、作業ログなど作業の便利機能を提供 

⑤ ステータスバー：作業状態、部品数、作業モードなどを表出 
 

ii. カテゴリーリボン UI 

リボンタブのツールカテゴリーによって多様な機能を提供します。 
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① ホーム：プロパティ読み込み、プロパティ適用などセルの編集に関連した機能とエクスポ

ート、オプション機能の集まり 

 

② プロパティ列機能：列単位の一括プロパティ編集の便利機能およびグラフ出力機能の集ま

り 

 
 

③ 材料：一括材料編集機能および材料プロパティの値入力機能の集まり 

 

 
 

④ 情報：SpeedWorks プログラム情報の確認機能 

 
 

iii. 作業パネル UI 

作業パネルのツールタブによって多様な便利機能を提供します。 

 

① 共通環境 

作業パネルの固定および移動機能の提供 
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② 作業パネル 

選択部品のプレビューとプロパティエディタの作業ログを確認することができます。 

 

1) プレビューモニター：選択した部品のサムネイル

タイプのプレビューと 3D View タイプのプレビュ

ー確認 

2) 3D View プレビュー：選択によってプレビューモ

ニターで 3D View 表示 

3) 作業ログパネル：プロパティ材料エディタの作業

ログ状態をリアルタイムで確認 
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③ 変更 

プロパティセルを基準に変更対象の文字を見つけて変更しようとする文字の内容で一括変

更することができます。領域条件、一致条件で手軽に文字の内容を変更することができま

す。 

 

1) 探索内容：変更対象の値の文字内容を入力 

2) 変更内容：変更値の文字内容を入力 

3) 対象領域条件：全体領域、選択領域を指定して変

更する範囲を設定 

4) 一致条件：探索する対象の一致条件を選択し、セ

ルの部分文字またはセルすべてを基準に検索して

変更 

5) 大小文字区別：探索する内容の文字の大小文字区

別の選択 

6) 変更：条件に合う対象の一括文字の内容変更 

 

④ 検索 

一般検索または列検索を利用して検索を好きな条件の組み合わせで項目を簡単に検索でき

る機能を提供します。 

 

1) 検索内容：検索対象の値の文字内容の入力 

2) 列検索：列を基準に検索でき、シートに並んでい

る列のリストを選択して条件を与える 

3) 大小文字区別：探索する内容の文字の大小文字区

別の選択 

4) 検索：検索のための条件を構成した後に選択して

検索 

5) 検索結果：検索条件に合った結果をサムネイルプ

レビューと探索内容のリストを確認 
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iv. メインリボン UI 

主に使用されるツールが並んでいてユーザーに多様な UI を提供します。 

 
 

B. プロパティ編集機能の使用 
 

アセンブリに含まれた部品と最上位部品のプロパティを一括編集する方法について説明します。 
 

i. プロパティ編集機能の実行 

プロパティ編集対象のアセンブリドキュメントが開いている状態で CommandManager の

SpeedWorks タブを選択後、プロパティ材料編集ツールを実行します。 

 

ii. モデルを読み込む 

プロパティ材料エディタ画面と一緒にモデル読み込みのパネルが開きます。プロパティを編

集するプロパティタイプ、部品編集対象のファイルタイプの条件を指定後、編集するアセン

ブリの対象を選択して読み込むボタンでモデルの情報を読み込みます。 

 

① モデル読み込みのツール項目 

 
a. プロパティタイプ：読み込むモデルのプロパティのユーザー定義とコンフィギュレーシ

ョン特有のプロパティ、ミックスプロパティを選択して編集 

b. ファイルタイプ：読み込むアセンブリの下位部品中、アセンブリまたは部品を選択的に

編集 

c. 編集ファイル選択：アセンブリ部品編集 – 最上位のアセンブリと下位部品のプロパテ

ィを編集します。選択ファイル編集 – 選択したファイルを基準にプロパティを編集し

ます。 

d. ファイル選択: アセンブリ部品編集 – 現在 SOLIDWORKS に開いているアセンブリファ

イルが表示されます。選択ファイル編集 – 編集する選択ファイルのリストが表出され

ます。 



 

 

A 809 Campus Plaza, 199 Worldcup-ro, Yeongtong-gu, Suwon-si, Gyeonggi-do, Republic of Korea  
T +82.31.548.1521 / M admin@solidit.co.kr / H http://www.solidit.co.kr / F https://www.facebook.com/SmartSOLIDIT 

 

27 

e. 指定プロパティを読み込む：「指定プロパティを読み込む」を使用する場合、指定プロ

パティ名のリストに入力したプロパティのみ編集することができます。 

f. 読み込む：設定した読み込むオプションを基準にモデルプロパティを読み込みます。 

g. 上／下：プロパティの読み込みを行わずにモデル読み込みのパネルを閉じます。 

 

② 「モデルを読み込む」を使用する 

a. プロパティタイプから読み込むモデルのプロパティタイプを選択します。 

 
 ユーザー定義プロパティとコンフィギュレーション特有のプロパティは下の項目を表

します。 

[ユーザー定義プロパティ] 

 

 

[コンフィギュレーション特有のプロパティ] 
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b. ミックスプロパティを選択した場合、下のようにユーザー定義とコンフィギュレーショ

ン特有で定義するファイルを分類することができます。 

 
 

c. 分類するファイルと矢印ツールを選択してファイル別でプロパティを選択的に読み込む

ことができます。 

[ファイルプロパティの分類前] [ファイルプロパティの分類後] 

  
 

d. ファイルタイプで読み込むモデルのファイルタイプを選択します。 

 
 

e. 編集ファイルの選択項目で「アセンブリ部品編集」または「選択ファイル編集」を選択

します。 

 アセンブリ部品編集 – 現在 SOLIDWORKS で 開いている アセンブリのリストが表出さ

れ、選択して下位 部品を 編集することができます。 

 選択ファイル編集– 編集する 3D ファイルを編集 リストに 追加して編集することがで

きます。 
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[アセンブリファイルの選択の使用方法] 

アセンブリ基準で下位部品を編集する際に使用できます。選択アセンブリを基準に下

位部品を読み込み、共通のプロパティを一括で便利に与えます。 

 

• 現在 SOLIDWORKS に開いているアセンブリフ

ァイル名がリストに表示されます。 

• 編集するアセンブリを選択します。 

• 選択したアセンブリを基準に最上位のアセ

ンブリと下位部品のリストを編集すること

ができます。 

 
[選択ファイル編集の使用方法] 

選択したファイルを一括でプロパティを編集する際に使用できます。部品の基準では

ないファイルを基準に編集でき、複数タイプのモデルを便利に一括編集します。 

 

• 編集するファイルリストを追加して編集し

ます。 

• 「編集ファイル追加」ボタンを押して編集

する 3D ファイルを追加します。 

• 基本的に最後に使用したファイルリストが

表出されます。 

• 「すべて削除」ボタンを押してリストを一

括で削除したり「Delete」キーを押してリ

ストから削除することができます 

 

f. 特定プロパティのみ読み込む場合、指定されたプロパティのみ表示ツールを選択しま

す。 

[指定されたプロパティのみ表示

非活性] 

[指定されたプロパティのみ表示

活性] 
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g. 下の指定プロパティ表示リストでプロパティ名を入力します。入力されたプロパティ名

のリストは読み込み後に自動保存されます。 

 
 

h. 指定プロパティの固定情報にプロパティタブビルダーのプロパティ名を取り込むことが

できます。右側上のプロパティタブビルダーのアイコンをクリックします。 

 
 

i. 「プロパティタブビルダーファイルを読み込む」を押してプロパティ名のリストを読

み込みます。 

 
j. 下のようにプロパティタブビルダーのプロパティ名を読み込んでいることを確認できま

す。 

 既に入力された指定プロパティがあれば、重複を除いて追加されます。 
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k. 右側の「上」、「下」ボタンを押して指定プロパティ名の順序を変更することができ

ます。指定プロパティ名の順序でプロパティエディタの列が構成されるため、ユーザー

のニーズに合わせて修正します。 

 
 

l. 指定プロパティ固定機能を利用して読み込んだモデル中、プロパティが存在しなくても

指定プロパティの列を固定で表示します。 
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m. 読み込むボタンを押して設定した読み込むオプションを基準にモデルの情報を読み込み

ます。 

 
 

n. プロパティ材料エディタ画面にファイルの情報とプロパティリストが一括表示されま

す。指定されたプロパティのみ表示を使用したら、指定されたプロパティのみ表示さ

れ、指定プロパティリストの順序で表示されます。 
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iii. プロパティの値を確認する 

読み込んだアセンブリ入りの部品のファイル情報とプロパティ情報がシートタイプで表出さ

れます。多様な要素を確認でき、各要素について調べてみます。 

 部品が機能抑制されていれば、該当の部品は読み込みません。 

 読み専用状態の部品の場合、リストは読み込めますが、編集はできません。 

 

① シート列の構成要素 

  
a. サムネイル：部品のサムネイルイメージ表出（位置固定列） 

b. ファイル情報：部品のファイル名、ファイルパス、数量などファイルの情報表出（位置

固定列） 

c. プロパティ情報：部品に入力されているプロパティ情報表出 

• 列名：プロパティ名 

• セル：プロパティ名に該当する部品のプロパティの値 
 

② ツリービュー 

 

• 読み込んだアセンブリの下位部品構造をツ

リータイプで具現 

• SOLIDWORKS で構成したアセンブリツリーの

順序で表出 

• 重複部品は同一レベルの場合、一つのみ表

示 

• ファイル拡張子による区別アイコンの表示 
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③ プレビュー 

 

• シートで部品を選択したり、ツリービュー

で部品を選択する際にプレビューイメージ

をアップデート 

• 3D View プレビューの非活性状態の場合、

サムネイルのイメージで表出 

• 3D View 

プレビューの活性状態の場合、eDrawings 

環境で表出 

• 3D View プレビュー環境でモデルの移動回

転を利用してジオメトリの確認 

 

iv. 一般プロパティの編集 

部品のプロパティの値をセルに直接値を入力してプロパティの値を編集することができます。

Excel でドキュメントを作成することと同じく、部品の行と編集するプロパティ列のセルの値

をタイピングで入力して編集できます。 

 
 

 セル色の情報 
• 下の色はデフォルト色です。オプションを通して色の変更ができます。 

セルのタイプ 色 説明 編集 

固定列  ファイルの情報 X 

活性プロパティ  ファイルに既に存在するプロパティ項目 O 

非活性プロパティ  ファイルに存在しないプロパティ項目 X 

読み専用の行  読み専用のファイル X 
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v. 同一値を入力 

プロパティの値に同一の値を入力する場合、同一値のプロパティ入力ツールを利用して一括で

同一値を入力することができます。 

 編集不可セルの作業 
• 同一値を入力するプロパティのセルが編集不可のセルであれば、該当セルの除外後、一括入力できます。 

 

① 同一入力するプロパティセルを選択したり、プロパティの列名をクリックして列選択しま

す。 

[セル選択] [列選択] 

  
 

② プロパティ列機能の同一値入力ツールを実行します。 

 
 

③ 同一入力する値を入力した後、適用ボタンを押します。 

 
 

④ 選択したセルまたは列に同一プロパティの値で入力されます。 

[セル選択の同一値入力の結果] [列選択の同一値入力の結果] 
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vi. シリアルナンバーの入力 

シリアルナンバータイプのプロパティを入力する場合、シリアルナンバープロパティ入力ツー

ルを利用して一括で順次のシリアルナンバーのプロパティの値を入力できます。 

 編集不可セルの作業 
• シリアルナンバーを入力するプロパティセルが編集不可のセルであれば、該当セルの除外後、一括入力さ

れます。 

 

① シリアルナンバーを入力するプロパティセルを選択したり、プロパティの列名をクリック

して列を選択します。 

[セル選択] [列選択] 

  
 

② プロパティ列機能のシリアルナンバー入力のツールを実行します。 

 
 

③ 入力するシリアルナンバーのルールを作成後、適用ボタンを選択します。 

 
a. スタートナンバー：シリアルナンバーのスタートナンバーを入力します。 

b. シリアルナンバールール：シリアルナンバーに入力される文字を構成しま

す。＃の入力位置と   個数によってナンバーの 位置と 数字の 行数が入力

されます。 
例）# - 1, ## - 01, ### - 001 

c. 適用モデルタイプ：マルチで選択入力時、部品、アセンブリ選択に合わせて

シリアルナンバーを適用します。 

d. 適用タイプ：現在選択したタイプがデフォルトで選択され、コンボボックス

にて列基準、選択セルを基準に入力できます。 
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④ 選択したセルまたは列にシリアルナンバーがプロパティの値として入力されます。 

[セル選択のシリアルナンバー入力

結果] 

[列選択のシリアルナンバー入力結

果] 

  
 

vii. 数量変更 

Excel エクスポートの際、特定の数量で表記してエクスポートしたい場合、数量変更機能を利

用して数量を一括変更できます。 

① プロパティ列機能の数量変更ツールを実行します。 

 
 

② 下のように数量変更ツールが開きます。 

 
a. 最上位のアセンブリ数：最上位のアセンブリを基準に数量を変更して各部品の数

量を最上位のアセンブリ数だけ倍で増加します。 

b. ファイル情報：現在開いているドキュメントのファイル名、タイプ、コンフィギ

ュレーション名を表示します。読み専用で編集できません。 

c. 数量：数量を部品別で直接修正できます。 

d. 適用：変更した数量をプロパティエディタのシート数量列に適用します。 

e. キャンセル：変更した数量内容を適用せずにパネルを閉じます。 
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③ 最上位のアセンブリ数を変更します。最上位のアセンブリ数の値だけ基本部品の数量が倍

で増加します。 

 最上位のアセンブリ数は 1~100 まで入力できます。 

[最上位のアセンブリ数の変更前の基本数量の値] 

 
 

[最上位のアセンブリ数の変更後の最上位のアセンブリ数:3)] 

 
 

④ 部品を個別的に数量を変更したい場合は、選択して編集できます。個別編集する場合、セ

ルの色が黄色で現れます。 

 個別部品の数は 1~100 まで入力できます。 

 個別部品の修正後、最上位のアセンブリ数を変更すると既存値を基準に最上位のアセ

ンブリ数だけ増加します。 

[部品の個別数量編集] 

 
 

[個別編集後セルの色が変更されている状態] 
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⑤ 数量変更が完了したら、適用ボタンを押して変更数量をプロパティエディタシートの数量

列に適用します。 

 
 

⑥ 次のようにプロパティエディタの数量列に数量値が変更されていることを確認できます。 

[数量変更前プロパティエディタの数量値] 

 
 

[数量変更後プロパティエディタの数量値] 
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viii. 評価値の入力 

部品プロパティにテキストの入力値ではない質量特性の情報のような評価値の数式タイプを入

力する場合、評価値の入力機能を利用して数式タイプの評価値を一括入力できます。 

 編集不可セルの作業 
• 評価値を入力するプロパティのセルが編集不可のセルであれば、該当セルの除外後、一括入力されます。 

 

① 評価値を入力するプロパティの列名をクリックして列を選択します。 

 
 

② プロパティ列機能の評価値入力ツールを実行します。 

 プロパティ列機能の評価値入力ツールは列選択でのみツールが活性化されます。 

 セル単位の評価値入力はセルの右クリックのメニューで入力できます。 

 
 

③ 評価値入力ツールの下にリストタイプで評価値の入力できる項目が表示されます。入力し

たい項目を選択します。 
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④ 選択した列のプロパティに指定した評価値でプロパティが入力されます。 

 各部品のプロパティセルに合わせて SOLIDWORKS 質量特性の住所とファイル名の組合

わせで自動入力されます。            

 
 

⑤ セルを基準に質量特性のプロパティを入力する場合は、単一セルまたは複数セルを選択し

て右クリックのメニュー>評価値入力を押して入力できます。 
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ix. お気に入りの入力 

プロパティ名を基準に頻繁に使用するプロパティがあれば、お気に入りの機能を利用して簡単

に入力できます。 

 編集不可セルの作業 
• お気に入りを入力するプロパティセルが編集不可のセルであれば、該当セルの除外後、一括入力されま

す。 

 

① お気に入りを入力するプロパティの列名をクリックして列を選択します。 

 
 

② プロパティ列機能のお気に入り入力ツールを実行します。 

 プロパティ列機能のお気に入り入力ツールは、列選択でのみツールが活性化されま

す。 

 セル単位のお気に入り入力は、セルの右クリックメニューで入力できます。 

 
 

③ お気に入り入力の下に選択したプロパティ列のお気に入りリストが表示されます。入力す

るお気に入りを選択して入力を行います。 

 お気に入りリストが表示されないのは、選択したプロパティ名で作成したお気に入り

がないためです。 

 リストの下のお気に入り追加を押してプロパティ名を基準にお気に入りを追加するこ

とができます。（お気に入り追加の方法は SpeedWorks オプション機能説明を参照） 
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④ 選択した列プロパティに指定したお気に入りでプロパティの値が入力されます。 

 
 

⑤ セルを基準にお気に入りを入力する場合、単一セルまたは複数セルを選択して右クリック

のメニュー>お気に入りを押して入力できます。 

 
 

x. 固定列の除去  

固定列状態の列を一括で固定列状態を除去します。 

 

① プロパティ機能の固定列除去ツールを実行して固定列状態を一括解除します。 
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xi. プロパティの値コピー／ペースト 

Excel で作業することと同様に、複数セルでコピー／ペーストができます。セルのマウス右ク

リックメニューでコピー／ペーストまたは Ctrl+C /Ctrl+V のショートカットキーで作業でき

ます。 

 編集不可セルの作業 
• 値のペースト対象のセルが編集不可のセルであれば、該当セルの除外後、ペーストできます。 

 

① コピーする単一セルまたは複数セルを選択して右クリックのメニュー>または Ctrl+C キ

ーを入力します。 

[セルの選択] [セルのコピー] 

 

 
 

② ペーストする単一セルまたは複数セルを選択して右クリックのメニュー>ペーストまたは 

Ctrl+V キーを入力します。 

[セルの選択] [セルのペースト] 
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③ コピーしたセルの値がペースト対象に一括で入力されます。 

 
 

xii. 内容削除 

セル値の内容を消したい際は、セルを複数選択して右クリックのメニュー >内容クリアまたは 

Del キーを押して値を消すことができます。 

 

① コピーする単一セルまたは複数セルを選択して右クリックのメニュー>内容クリアまたは

Del キーを入力します。 

[セルの選択] [セルの内容クリア] 

 

 
 

② 選択したセルの値が除去されました。 
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xiii. 列プロパティ 

モデルのプロパティ情報がシートフォーマットで並んでいて、簡単に列のプロパティ情報を確

認できます。 

 

① プロパティ列情報>列プロパティツールを実行します。 

 
 

② 各列のプロパティ名とプロパティタイプがリストタイプで表出されてプロパティの情報を

確認できます。 

 
a. プロパティ名：プロパティ材料エディタから読み込んだプロパティ名の項目が表出さ

れます。 

b. プロパティタイプ：各プロパティタイプの情報が表出され、プロパティタイプをコン

ボボックスにて変更します。 

c. 適用：変更したプロパティタイプをプロパティに適用します。 

d. 閉じる：列プロパティのパネルを閉じます。 



 

 

A 809 Campus Plaza, 199 Worldcup-ro, Yeongtong-gu, Suwon-si, Gyeonggi-do, Republic of Korea  
T +82.31.548.1521 / M admin@solidit.co.kr / H http://www.solidit.co.kr / F https://www.facebook.com/SmartSOLIDIT 

 

47 

 

③ プロパティタイプを他のプロパティタイプに変更できます。タイプコンボボックスの項目

を選択して「文字」、「日付」、「数字」、「はい／いいえ」に変更できます。 

 プロパティタイプの変更後、入力されたプロパティの値がタイプに合わないフォーマ

ットの場合、モデルプロパティを適用する際に正しく適用されません。 
• 例）変更したプロパティタイプが「数字」の場合、プロパティの値が「ABC001」はタイプ

に正しくない。 

 プロパティ名は同様でも、プロパティタイプが異なる場合は変更できません。この

場合は、同一プロパティマージのツールを利用して作業できます。 
• 同一プロパティマージの機能参考 

 
 

④ 列プロパティタイプを変更した場合、適用を押して変更されたプロパティタイプを反映し

ます。 
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xiv. 同一プロパティマージ 

読み込んだモデルの部品のプロパティ名は同様でも、プロパティタイプが異なる場合、一つ

のプロパティタイプでマージする際に有用に使用できます。 

 

① プロパティ名は同様でも、タイプの異なるプロパティの場合、下のように列名にプロパテ

ィとタイプが一緒に表出されます。 

 列ヘッダーの表現：プロパティ名＠プロパティタイプ 

 
 

② プロパティ名が同様の項目を一つのタイプにマージする場合、同一プロパティマージ機能

を利用して簡単にマージできます。 

プロパティ機能>同一プロパティマージのツールを実行します。 

 
 

③ 次のようにプロパティ名は同様ですが、プロパティタイプの異なるリストが表示されま

す。下の項目に表出されたプロパティを一つのタイプにマージできます。 
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④ プロパティ名の左側はチェックボックにてマージするプロパティが選択でき、下の「すべ

て選択」「すべて選択解除」を押してすべての選択を調整できます。 

 
 

⑤ マージするプロパティタイプを「ベースプロパティ」項目で選択します。 

 ベースプロパティの選択項目は現在使用されているプロパティタイプのみ選択できま

す。使用されないタイプはマージできません。 

 
 

⑥ 好きなプロパティ名とマージするプロパティのベースプロパティを選択後、下の適用を押

してプロパティタイプをマージします。 
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⑦ 次のようにプロパティタイプが一つのプロパティタイプとしてマージされ、既に入力され

たプロパティの値はマージされたプロパティ項目で統合されます。 

 同一プロパティマージ後、入力されたプロパティの値がタイプに合わない値のフォー

マットの場合、モデルプロパティの適用の際に正しく適用されません。 
• 例）マージしたタイプが「数字」の場合、プロパティの値が「ABC001」はタイプに正しく

ない 

[同一プロパティマージ前] [同一プロパティマージ

後] 

  

 

xv. プロパティの活性化 

各部品別で共通使用するプロパティもありますが、特定の部品では共通使用されるプロパティ

がない場合があります。この際は、プロパティを活性化してユーザーが好きなプロパティの値

を与えることができます。 

 

① 読み込んだプロパティ項目中、次のように編集不可のセルが存在します。このようなセル

の項目が非活性プロパティです。基本非活性プロパティセルの色は薄グレーに表示されま

す。 

 ユーザー色のオプションによって非活性セルの色が異なる場合があります。 
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② 非活性プロパティを活性化するために、非活性プロパティセルを選択して右クリックのメ

ニュー>プロパティ活性化を選択します。 

 
 

③ 次のように非活性プロパティセルが活性プロパティセルに変更され、該当のセルが編集で

きます。 

[非活性プロパティセル] [活性プロパティセル] 

  
 

xvi. すべてのプロパティを活性化 

現在読み込んだモデルプロパティの列中、一部部品のプロパティが存在しない場合は非活性プ

ロパティセルで表示されます。非活性プロパティが複数存在する際、すべてのプロパティを活

性化してプロパティを与えることができます。 

 

① 読み込んだプロパティ項目中、次のように編集不可のセルが複数あります。このような

セル項目が非活性プロパティです。基本非活性プロパティセルの色は薄グレーに表示さ

れます。 

 ユーザー色のオプションによって非活性セルの色が異なる場合があります。 
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② 複数の非活性プロパティセルを一括で活性化するために、ホーム>すべてのプロパティ活

性化のツールを選択して一括プロパティ活性化ができます。 

 
 

③ 特定の列のみ一括で活性化する場合、列の右クリックメニュー>すべてのプロパティ活性

化を選択して列を基準に一括プロパティ活性化ができます。 

 
 

④ 次のように複数の非活性プロパティセルが活性プロパティセルに変更されて該当のセルが

編集できます。 

[非活性プロパティセル] [活性プロパティセル] 
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xvii. プロパティ削除 

モデルのプロパティ情報を読み込む際、必要のないプロパティ情報が存在する場合がありま

す。この際、シート作業タイプでモデルプロパティを簡単に削除することができます。 

 

① 読み込んだプロパティ項目中、活性化されたセルがモデルにあるプロパティです。活性化

されたセルは基本的に薄い黄色で表示されます。。 

 ユーザー色のオプションによって非活性セルの色が異なる場合があります。 

 活性化されたセルに文字がない場合は、プロパティ名は存在してもプロパティの値が

ない場合です。 

 
 

② 活性プロパティを削除するために、活性プロパティセルを選択して右クリックのメニュー

>プロパティ削除を選択します。 

 
 

③ 次のように活性プロパティセルが非活性プロパティセルに変更され、プロパティが削除さ

れました。実際モデルのプロパティが削除されるのは「モデルプロパティ適用」をしてモ

デルに反映させます。 

[活性プロパティセル] [非活性プロパティセル] 
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xviii. すべてのプロパティ削除 

モデルのプロパティ情報を一括削除して新しいプロパティで作業する場合、簡単に一括ですべ

てのプロパティを削除することができます。 

 

① 次のように読み込んだモデルに不必要のプロパティが複数あり、一括ですべてのプロパテ

ィ削除が必要です。 

 
 

② ホーム>すべてのプロパティ削除のツールを選択して一括ですべてのプロパティを削除し

ます。 

 
 

③ 次のようにすべてのプロパティが削除され、固定列項目（サムネイル～数量）のみ表示さ

れることを確認できます。 
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xix. 列追加 

プロパティ材料エディタはシートフォーマットのような作業環境を提供するため、新しいプロ

パティを追加する際に、列を追加して新規プロパティを簡単に追加できます。 

 

① 新規プロパティを追加するために、プロパティ列機能>列追加のツールを選択します。 

 
 

② 次のようにプロパティが追加できる「プロパティ項目追加」パネルが開きます。 

 
 

③ プロパティを追加する列の位置を指定します。基本的に最後の列に追加され、現在読み込

んだプロパティ列の位置に沿って好きな列位置にプロパティを追加することができます。 
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④ 追加するプロパティ名とタイプを指定します。複数のプロパティが追加でき、好きなプロ

パティ名とタイプを指定後、適用ボタンを押して新規プロパティを作成します。 

  

 
 既に存在するプロパティ名の場合、下のようなメッセージと同時に新規プロパティが

追加できません。 

 
 

⑤ 次のように新規プロパティが追加され、新規で追加されるプロパティはすべて活性プロパ

ティセルの形で追加されます。 

活性されたセルに好きなプロパティの値を入力してプロパティ作業ができます。 
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xx. 列削除 

プロパティ材料エディタの作業環境の各最上位の列名はプロパティ名です。シート作業のよう

に列を削除してプロパティを簡単に削除することができます。 

 

① 読み込んだプロパティに不必要なプロパティ項目が存在します。該当の列を削除してプロ

パティを削除してみます。 

 
 

② プロパティ列を削除するために、プロパティ列機能>列削除を選択します。 

 
 

③ プロパティ列を削除できる列削除のパネルが開きます。リストには現在読み込んだプロパ

ティ名と削除が選択できるチェックボックスがあります。 
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④ 除去するプロパティ列を右側の削除チェックボックスを選択したり、右側上の削除すべて

選択を押して一括で選択することができます。 

 
 

⑤ 削除するプロパティ列を選択後、適用ボタンを押して列の削除を完了します。 
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⑥ 次のようにプロパティ列が削除され、各部品に適用されたプロパティを一括除去できま

す。 

[列削除の前] [列削除の後] 

  

 

⑦ もう一つのプロパティ列が削除できる方法は、プロパティ削除の列ヘッダー右クリック>

列削除を押して簡単にプロパティ列を削除できます。 
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xxi. 実行キャンセル／再実行 

プロパティ材料編集の作業をしていると、以前の状態に戻したかったり、再度以後の状態に戻

したい場合があります。このような「実行キャンセル」「再実行」機能をプロパティ材料エデ

ィタでは提供しています。 

 

① プロパティ追加、プロパティ削除、値の編集などプロパティ材料エディタで作業される動

作は実行キャンセル、再実行することができます。 

ホーム>実行キャンセルまたはホーム>再実行を押して以前の作業をキャンセルしたり、再

実行することができます。 

 
 

② 実行キャンセル、再実行を行うと、動作後に作業パネル>作業ログパネルに実行キャンセ

ルまたは再実行した動作内容が一緒にアップデートされます。 

[実行キャンセル] [再実行] 

  

 

③ 実行、再実行のツールはショートカットキーを提供し、ユーザーの使用利便性を高めまし

た。 

ツール名 ショートカットキー 

実行キャンセル Ctrl+Z 

再実行 Ctrl+Y 
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xxii. 列移動 

基本的にプロパティ列の順序は最上位のアセンブリを基準に分析して存在するプロパティを基

準にプロパティ列が配置されます。これをより便利な作業環境のためにシートの列位置を再配

置することができます。 

 

① 移動する列ヘッダーを選択します。複数の列を選択して移動することができます。 

 
 

 複数列の選択時、連続された列を選択して移動しなければなりません。順次列ではな

い場合、列の移動ができません。 

 
 

② プロパティ列機能>列移動のツールを選択して列移動パネルを活性化します。列移動パネ

ルでは、現在選択して移動する列リストを確認できます。 

 列移動のツールが非活性化されているのは、列ヘッダーを正しく選択していなくてツ

ールが活性されないためです。 
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③ 移動する列位置のリスト項目を選択して移動する列の位置を指定します。列リストは現在

選択した列リストを抜いて表示されます。 

 
 

④ 移動する列位置の指定後、適用ボタンを押して列移動を反映します。 

 
 

⑤ 列移動が下のように反映されていることを確認できます。 

[列移動の適用前] 

 
 

[列移動の適用後] 
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⑥ 列移動のショートカットキーを提供し、列ヘッダーをクリックして+Ctrl を押して簡単に

列が移動できます。 

 列移動のプロパティ名がマウスのカーソルに貼られ、移動する列にカーソルを置

くと予想移動の位置バーを確認することができます。 

 
 

xxiii. 昇順／降順 

プロパティ列の順次は最上位のアセンブリのツリー構造の順で配置されます。ユーザー環境に

よってプロパティの値の基準で昇順、降順で並べ替えれます。 

 

① 昇順／降順で変更する列を右クリック>昇順またはまたは右クリック>降順を選択します。 

 
 

② 下のようにプロパティの値の基準で昇順／降順で変更されていることを確認できます。 

[昇順] [降順] 
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xxiv. 列固定 

プロパティ項目が多くて横のスクロールが長く、編集が難しい場合、特定プロパティの列を固

定状態で見れます。 

 

① 固定させる列ヘッダーを右クリック>列固定を選択して列を固定することができます。 

 一つの列を選択して列を固定することができます。複数選択の際は列固定ができませ

ん。 

 
xxv. 列を表示／非表示 

読み込んだプロパティ情報が多くて作業しにくい場合、特定の列を非表示にしたり、非表示の

列を再度表示状態に変換してより便利な作業環境が作れます。オプションで列の非表示／表示

オプションを提供していて、直接シートの列を選択して非表示／表示を行うことができます。 

 

① 非表示列を選択後、右クリック>列非表示をクリックして選択した列を非表示にすること

ができます。 

 
 

② 非表示にした列を再度表示状態に転換する場合、非表示列が存在する領域の列を選択後、

右クリック>列表示をクリックして選択した列を表示状態に変更することができます。 

 3,4 列が非表示状態の場合、2,5 列を複数選択後、列表示を行います。 
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③ 列の非表示／表示を適用した列の状態情報はオプションで一緒にアップデートされて非表

示／表示を追加制御できます。 
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xxvi. ファイルを開く 

プロパティ材料編集の作業中、特定ファイルを SOLIDWORKS で開いて確認したい時があります。

この際、「ファイルを開く」を押して現在開いている SOLIDWORKS 環境でファイルが開けます。 

 

① 「ファイルを開く」を行う行の番号を右クリック>ファイルを開くを選択して SOLIDWORKS

のファイルが開けます。 

 一つの行を選択してファイルを開くことができます。複数選択時、「ファイルを開

く」機能が非活性化されます。 

 
 

xxvii. 指定行へ移動 

ファイルリストの基本行の順序は最上位のアセンブリ基準で読み込みます。しかし、好きな行

の順序に変えたい場合、指定行の移動及び「上」、「下」機能を利用して行の順序が変更でき

ます。 

 

① 行の順序を変更する行の番号を右クリック>指定行移動を選択します。 

 複数行の選択移動ができます。 

 
 

② 行移動のパネルが開いたら、移動したい行をコンボボックスで選択して適用を押します。 
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③ 次のように行移動が完了していることを確認できます。 

[行移動の前] [行移動の後] 

  
 

④ 上や下へひとマス改行する場合、行の番号右クリック>上または下をクリックして移動す

ることができます。 

 
 

⑤ 行移動のショートカットキーを提供し、行ヘッダーをクリック+Ctrl を押して簡単に行を

移動することができます。 

 行の番号がマウスのカーソルに貼られ、移動する行にカーソルを置くと予想移動の位

置バーを確認できます。 

 
xxviii. 行を表示／非表示 

最上位のアセンブリに使用されるファイル数が多くて行数が増える場合、不必要な行を隠して

編集作業をより簡単に行うことができます。 

 

① 隠す行を右クリック>行非表示を選択します。 

 複数行の選択非表示ができます。 
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② 次のように行が非表示になっていることを確認できます。 

[行の非表示前] [行の非表示後] 

 

 

 

③ 隠した行を再度表示したい場合、隠した行の上、下の行を右クリック>行表示を押して再

度表示状態にすることができます。 

 
 

④ 次のように隠した行が再度表示状態になっていることを確認できます。 

[行の表示前] [行の表示後] 

 

 
xxix. モデルプロパティの適用 

プロパティ材料エディタで編集を完了後、「モデルプロパティ適用」を利用してモデルにプロ

パティを適用できます。 

 

① プロパティを適用するために、ホーム>モデルにプロパティ適用のツールを選択します。 

 
 

② モデルにプロパティ適用が完了すると、適用完了の通知と一緒に数個のファイルにプロパ

ティが変更適用されているか確認できます。 
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③ 次のようにモデルにプロパティが適用されていることを確認できます。 

[モデルプロパティの適用前] 

 
[モデルプロパティの適用後] 

 
 

xxx. プロパティを再度読み込む 

プロパティ編集作業中、再度モデルを読み込みたいまたは他のモデルを編集したい場合、「プ

ロパティ再読み込み」機能を利用してプロパティの編集対象を再度読み込むことができます。 

 再読み込み機能を実行する際、既に開いているプロパティ情報は消えます。既に編集

作業した内容があれば、モデルにプロパティ適用後、再度読み込んでください。 

 

① プロパティを再度読み込むために、ホーム>プロパティ再読み込みのツールを選択しま

す。 
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② 既に読み込んだプロパティ情報が消え、「モデルを読み込む」パネルが開きます。読み込

むモデルのプロパティタイプとファイルタイプを指定後、現在活性化されたドキュメント

中、プロパティ材料編集を行うファイルを押して読み込むを押します。 

 
 

③ 次のように新しいプロパティ情報を再度読み込んでいることを確認できます。 

[プロパティ再読み込み前] 

 
 

[プロパティ再読み込み後] 
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xxxi. 変更 

プロパティ編集中、同一内容を異なる値で一括変更したい時があります。この際、「変更」機

能を利用して一括で文字値を変更できます。 

 

① プロパティの値を一括で変更するために、ホーム>変更のツールを選択します。 

 右側の作業パネルで直接変更タブを選択して実行することもできます。 

 作業パネルの配置位置によって変更ツールが活性化されます。 

 
 

② 右側の作業パネルに変更ツールが活性化されます。 

 
 

③ 変更ツールで探索内容と変更内容、オプションを利用して変更したい文字を一括で変更す

ることができます。 

 
a. 探索内容：プロパティの値を変更する対象を見つける文字を入力します。 

b. 変更内容：プロパティの値に変更する文字を入力します。 

c. 対象領域条件：現在読み込んだすべてのプロパティの文字を見つけて変えたり、

選択した領域のみ変更を行います。 
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d. すべて一致：探索内容の文字がセル全体のすべての値と同一であれば変更するか

どうか選択します。 

e. 大小文字区別：探索内容の対象の大小文字を区別するかどうかを選択します。 

f. 変更：ボタンを選択して一括で変更を行います。 

 

④ 文字値の変更対象の文字を「探索内容」に入力します。 

 
 

⑤ 文字値を変更する内容を「変更内容」に入力します。 
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⑥ 文字値の変更対象の基準の「対象領域条件」を選択します。 

 全体領域：現在読み込んだすべてのプロパティを対象に文字を変更します。 

 選択領域：選択しているセルを基準に対象文字を変更します。 

 
 

⑦ 文字値の変更対象の一致条件をセル全体の値がすべて同一の場合のみ行いたいのであれ

ば、すべて一致オプションを選択します。 

 すべて一致を選択しない場合、セルの値中、一部のみ同様でも変更対象で指定されま

す。 
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⑧ 探索内容の大小文字を区別して検索するかどうか選択します。 

 
 

⑨ プロパティの値の変更に対するすべての設定条件を完了したら、「変更」ボタンを押して

変更を行います。 

 

  
 

⑩ 次のように探索内容と同一項目が変更内容で一括変更されていることを確認できます。 

[変更前] [変更後] 
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xxxii. 検索 

現在読み込んだモデルプロパティ中、見つけようとするプロパティの値がある場合、「検索」

機能を利用して簡単に検索し、サムネイルプレビューを通して該当部品を直観的に確認できま

す。 

 

① プロパティの値の文字を見つけるために、ホーム>検索のツールを選択します。 

 右側の作業パネルから直接検索タブを選択して実行することもできます。 

 作業パネルの配置位置によって検索ツールが活性化されます。 

 
 

② 右側の作業パネル環境に検索ツールが活性化されます。 
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③ 検索ツールで探索内容とオプションを利用して見つけたい文字を一括で検索することがで

きます。 

 
 

a. 検索内容：見つけるプロパティの値の検索基準文字を入力します。 

b. 列検索：検索基準を列検索にするか、どのような列を検索基準にするかを設定し

ます。 

c. 大小文字区別：検索内容と一致する値の大小文字を区別するかどうか設定しま

す。 

d. 検索：ボタンを押して検索内容と設定に合う値を見つけます。 

e. 検索結果：検索内容及び設定に合う結果を表出します。 

 

④ 見つけようとする文字値を「検索内容」に入力します。 
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⑤ 特定列でのみ検索内容と同一のプロパティを検索する場合、「列検索」チェックボックス

を活性化し、右側のプロパティ列名のコンボボックスを選択します。   

 
 

⑥ 大小文字を区別して検索内容を検索したい場合、「大小文字区別」を活性化します。 

 
 

⑦ 検索内容と検索設定条件を完了したら、「検索」ボタンを選択して検索を行います。 

 



 

 

A 809 Campus Plaza, 199 Worldcup-ro, Yeongtong-gu, Suwon-si, Gyeonggi-do, Republic of Korea  
T +82.31.548.1521 / M admin@solidit.co.kr / H http://www.solidit.co.kr / F https://www.facebook.com/SmartSOLIDIT 

 

78 

 

⑧ 検索内容と設定条件に合う検索結果が下に表示されます。検索結果はマッチングされる部

品のサムネイルと実測値、列名、ファイル名、ファイルタイプを確認することができま

す。 

 
 

⑨ 検索された結果項目を選択すると、ファイルツリーに該当の部品選択及び見つけたプロパ

ティの値が選択されます。 
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xxxiii. コンフィギュレーション特有でコピー 

現在読み込んだモデルプロパティがユーザー定義プロパティの場合、プロパティ材料エディタ

に入力されたプロパティの値を一括でコンフィギュレーション特有のプロパティで簡単にコピ

ーできます。 

 ミックスプロパティの読み込みモードでは使用できません。 

 

① ユーザー定義プロパティの値をコンフィギュレーション特有のプロパティにコピーするた

めに、ホーム>コンフィギュレーション特有でコピーを選択します。 

 
 

② 下のようにコンフィギュレーション特有でコピーのツールパネルが開き、コピーするモデ

ル、プロパティ、コンフィギュレーションを選択できます。 

 
a. プロパティコピーモデル選択：現在読み込んだモデル基準でツリーが表出され、

コンフィギュレーション特有でコピーを適用するモデルを選択できます。 

b. コピープロパティ選択：現在読み込んだプロパティ基準でリストが表出され、コ

ンフィギュレーション特有でコピーを適用するプロパティを選択できます。 

c. 適用設定選択：読み込んだモデルのコンフィギュレーションリストが一括で現

れ、プロパティ適用時に選択したコンフィギュレーションがあるモデルコンフィ

ギュレーションでのみプロパティが適用されます。 

d. 進行状態：コンフィギュレーション特有でコピー作業の状態を確認することがで

きます。 
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③ プロパティコピーモデル選択でコンフィギュレーション特有のプロパティでコピーするモ

デルのチェックボックスを選択します。選択した項目がアセンブリの場合、下位ファイル

のチェックも一緒に活性／非活性されます。 

 
 

④ コピーするプロパティ選択項目でコピーをするプロパティを選択します。「一括選択／解

除」機能を利用して簡単に選択することができます。 

 
 

⑤ 適用設定選択で適用するコンフィギュレーション名を選択します。「一括選択／解除」機

能を利用して簡単に選択することができます。 

 モデルプロパティをコピーして適用する際、存在するコンフィギュレーション名を基

準に入力されます。 
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⑥ コンフィギュレーション特有でコピー設定を完了後「適用」を押してコンフィギュレーシ

ョン特有でコピーを行います。 

 
 

⑦ 次のようにユーザー定義に入力されたプロパティ項目が指定したコンフィギュレーション

の特有プロパティでコピーされていることを確認できます。 

[ユーザー定義プロパティ] 

 
 

[ユーザー定義プロパティが反映されたコンフィギュレーションの特有プロパティ] 
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xxxiv. ユーザー定義プロパティでコピー 

現在読み込んだモデルプロパティがコンフィギュレーション特有のプロパティの場合、プロパ

ティ材料エディタに入力されたプロパティの値を一括でユーザー定義プロパティで簡単にコピ

ーできます。 

 ミックスプロパティの読み込みモードでは使用できません。 

 

① コンフィギュレーション特有プロパティをユーザー定義プロパティにコピーするために、

ホーム>ユーザー定義でコピーを選択します。 

 
 

② 下のようにコンフィギュレーション特有でコピーのツールパネルが開き、コピーするモデ

ル、プロパティ、コンフィギュレーションを選択できます。 

 
a. プロパティコピーモデル選択：現在読み込んだモデル基準でツリーが表出され、

コンフィギュレーション特有でコピーを適用するモデルを選択できます。 

b. コピープロパティ選択：現在読み込んだプロパティ基準でリストが表出され、コ

ンフィギュレーション特有でコピーを適用するプロパティを選択できます。 

c. 基準コンフィギュレーション選択：読み込んだモデルのコンフィギュレーション

リストが一括で現れ、選択したコンフィギュレーションでユーザー定義プロパテ

ィにコピーされます。 

d. 進行状態：コンフィギュレーション特有でコピー作業の状態を確認することがで

きます。 

 



 

 

A 809 Campus Plaza, 199 Worldcup-ro, Yeongtong-gu, Suwon-si, Gyeonggi-do, Republic of Korea  
T +82.31.548.1521 / M admin@solidit.co.kr / H http://www.solidit.co.kr / F https://www.facebook.com/SmartSOLIDIT 

 

83 

③ プロパティコピーモデル選択でコンフィギュレーション特有のプロパティでコピーするモ

デルのチェックボックスを選択します。選択した項目がアセンブリの場合、下位ファイル

のチェックも一緒に活性／非活性されます。 

 
 

④ ファイル名は同様でも、異なるコンフィギュレーションを使用していれば、モデル選択

項目のチェックも一緒に活性／非活性化されます。 

[同一名の活性化状態] [同一名の非活性化状態] 

  
 

⑤ コピーするプロパティ選択項目でコピーをするプロパティを選択します。「一括選択／解

除」機能を利用して簡単に選択することができます。 
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⑥ 基準コンフィギュレーション選択で適用するコンフィギュレーション名を選択します。基

準コンフィギュレーションは一つのコンフィギュレーションのみ選択できます。 

 モデルプロパティをコピーして適用する際、存在するコンフィギュレーション名を基

準に入力されます。 

 
 

⑦ ユーザー定義でコピーを完了後、「適用」のボタンを押してユーザー定義でコピーを行い

ます。 

 
 

⑧ 次のように指定したコンフィギュレーション特有に入力されたプロパティ項目がユーザー

定義プロパティでコピーされていることを確認できます。 

[コンフィギュレーション特有のプロパティ] 

 
[コンフィギュレーション特有のプロパティが反映されたユーザー定義プロパティ] 
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xxxv. Excel で編集する 

SOLIDWORKS のないユーザーがモデルプロパティを編集する場合、現在プロパティ情報を Excel

ファイルでエクスポートを利用してプロパティを編集し、変更されたプロパティ情報を読み込

んで簡単にモデルプロパティが編集できます。 

 

① 現在プロパティ情報を Excel ファイルでエクスポートするために、ホーム>Excelで編集

を選択します。 

 
 

② 下のように Excel で編集のパネルが開きます。Excelで編集するプロパティを選択して

Excel ファイルでエクスポートできます。 

 
a. すべて選択解除／すべて選択：編集のチェックボックスを一括で選択・解除する

ことができます。 

b. 編集：Excel ファイルでエクスポートし、編集するプロパティ対象を選択しま

す。 

c. プロパティ名：読み込んだモデルのプロパティリストを一括で確認でき、編集す

るプロパティを指定することができます。 

d. エクスポート：編集チェックされたプロパティ項目を Excel ファイルでエクスポ

ートできます。 

e. キャンセル：現在の作業をキャンセルして Excel で編集のパネルを閉じます。 
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③ 編集するプロパティを先頭列の編集チェックボックスを選択します。 

 基本的に編集チェックボックスはすべて選択されています。 

 
 

④ 編集チェックボックスを一括で、すべて選択解除・すべて選択をする場合、右側上のすべ

て選択解除またはすべて選択ボタンが利用できます。 

[すべて選択解除モード] [すべて選択モード] 

  
 

⑤ 編集するプロパティのを選択後、下のエクスポートボタンを押して Excel ファイルエクス

ポートを行います。 
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⑥ Excel ファイルを保存する場所およびファイル名を指定後、保存を行います。 

 
 

⑦ 保存が完了されたら、Excel で編集のパネルが終了され、保存した Excel ファイルが実行

されます。 

 
 

⑧ Excel ファイルの各セルの内容は下のようになります。 

 
a. 固定列：ファイル名、ファイルタイプ、コンフィギュレーション名は固定された

項目であるため、編集しません。編集する場合、プロパティ情報のマッチングが

失敗する場合があります。 

b. プロパティ列：現在プロパティ材料エディタにプロパティ情報とセル情報を一括

確認することができます。 

c. ファイル情報／プロパティ名：固定列にはファイル名、ファイルタイプ、コンフ

ィギュレーション名が存在します。ファイル情報の列の以降からプロパティ名が

表示されます。 
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⑨ 既存プロパティの値を変更したい場合、既に入力された値から変更する値に修正します。 

[プロパティの値の変更前] [プロパティの値の変更後] 

  

 

⑩ 新規プロパティを入力する場合、空セルの最初行にプロパティの名前を入力して 2 番目の

行からファイル名に合うプロパティの値を入力します。 

[新規プロパティの追加前] [新規プロパティの追加後] 

  
 

⑪ Excel ですべてのプロパティ情報を修正したら、Excel ファイルを保存します。 

 変更したプロパティ情報の Excel ファイルを読み込む方法は xxxv.「Excel を読み込

む」で説明します。 
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xxxvi. Excel を読み込む 

SpeedWorks プロパティ材料エディタの Excel で編集機能を利用してエクスポートした Excel ド

キュメントを現在読み込んだモデルプロパティに適用するために利用できるツールです。 

 

① 編集したプロパティ情報の Excel ファイルを読み込むために、ホーム>Excel インポート

を選択します。 

 
 

② 下のように Excel インポートのパネルが開きます。好きな Excel ファイルを開き、現在開

かれているプロパティ情報に値を自動で入力することができます。 

 
a. Excel ファイルを開く：プロパティ情報が含まれている Excel ファイルを選択し

て開きます。 

b. インポートファイル／プロパティ情報：読み込んだ Excel ファイルの情報がリス

トで表示されます。 

c. 進行状態：Excel インポート及び Excel 適用の進行状態を確認することができま

す。 

d. 適用：有効なプロパティ情報を現在読み込んだモデルのプロパティに一括適用し

ます。 

e. キャンセル：Excel インポート作業をキャンセルし、パネルを閉じます。 

 

③ 右側上の Excel ファイルを開くボタンを選択してプロパティ情報が含まれている Excel フ

ァイルをインポートします。 
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④ インポートする Excel ファイルを選択して開くボタンを押します。 

 
 

⑤ 次のように Excel ファイル情報とプロパティ情報を読み込んでいることを確認できます。 

 
a. ファイル情報：ファイル名、ファイルタイプ、コンフィギュレーション名の情報

が確認でき、ファイル情報基盤のモデルプロパティのマッチング基準になりま

す。 

b. プロパティ情報：各ファイルを基準にプロパティ情報を確認することができま

す。 
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⑥ 各セルの色はファイルの有効性情報とプロパティ情報の変更状態を確認することができま

す。 

[有効ではない状態] • 現在読み込んだモデルとマッチング

されるファイル名がない場合 

• ファイル名は同様であるが、ファイ

ルタイプが異なる場合 

• ファイル名とファイルタイプが同様

であるが、コンフィギュレーション

名が異なる場合 

• プロパティ名が重複する場合 
 

  

[追加プロパティ] 

• 既存にない新規プロパティを追加し

た場合 

• 非活性化されたセルに新規プロパテ

ィの値を入力した場合 

 
  

[読み専用ファイル] 

• ファイルの状態が読み専用の場合 

 
  

[変更プロパティ] 

• 既に存在するプロパティであるが、

プロパティの値が変更された場合 

 
  

[変更された評価値のプロパティ] 

• 既に評価値のプロパティが変更され

た場合 
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⑦ プロパティ情報が正しく修正されたら、適用ボタンを押します。 

 有効ではない状態のファイル情報とプロパティ情報は除外後入力されます。 

 
 

⑧ 次のように読み込んだモデルにマッチングされてプロパティ情報が自動入力されることを

確認できます。 

[Excel インポートプロパティの適用前] [Excel インポートプロパティの適用後] 
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材料編集機能の使用 
 

アセンブリに含まれた部品モデルの材料を一括編集し、プロパティに材料情報が一括入力できる方

法について説明します。 
 

i. 材料編集機能の実行 

部品材料の編集対象のアセンブリドキュメントが開いている状態で CommandManager の 

SpeedWorks タブを選択後、プロパティ材料編集ツールを実行します。 

 
 

ii. モデルを読み込む 

プロパティ材料エディタ画面と一緒にモデル読み込みのパネルが開きます。アセンブリ選択で

部品材料を編集するアセンブリ、ファイルタイプ、プロパティタイプを選択して読み込みま

す。 

 
 プロパティ編集と材料編集を同時に行うこともできます。 

 ユーザー定義プロパティで読み込んでも材料編集はできますが、一つの部品設定での

み材料編集ができます。 

 
 

① コンフィギュレーション特有のプロパティ：材料情報はファイルコンフィギュレーション

に帰属されるため、コンフィギュレーション特有で作業してください。ユーザー定義で材

料編集はできますが、アセンブリに部品のコンフィギュレーションを 2 つ以上使用する場

合、活性化された 1 つのコンフィギュレーション材料のみ編集できます。 

② アセンブリと部品すべて、部品のみ：材料編集は部品ファイルでのみでき、部品ファイル

が含まれているファイルタイプオプションを選択します。 

③ アセンブリ選択：基本的に現在開いているドキュメントが選択、現在 SOLIDWORKS に開い

ているアセンブリファイルがすべて表出されて選択的に編集 

  



 

 

A 809 Campus Plaza, 199 Worldcup-ro, Yeongtong-gu, Suwon-si, Gyeonggi-do, Republic of Korea  
T +82.31.548.1521 / M admin@solidit.co.kr / H http://www.solidit.co.kr / F https://www.facebook.com/SmartSOLIDIT 

 

94 

iii. 材料の値を確認する 

パートモデルの材料情報は材料編集パネルでリストを確認することができます。プロパティ材

料エディタで表出される情報はプロパティ情報であるため、材料のみ編集する場合は材料編集

パネルで作業を行います。 

 

① 材料編集を行うために、材料>すべての材料編集のツールを選択します。 

 
 

② 材料編集のパネルが開き、現在読み込んだ最上位のアセンブリに含まれた部品リストが表

出されます。各部品の項目はファイル名と材料情報を確認することができます。 

 
a. 再読み込み：現在の材料情報を再度読み込みます。 

b. 材料初期化：プロパティ材料エディタで初期に読み込んだモデルの材料を再度読み込

みます。 

c. 修正された材料の数量：材料編集が完了した数量を表示します。 

d. ファイル名：現在読み込んだ部品のモデル名が表出されます。 

e. コンフィグ名：材料編集対象の活性化されたコンフィギュレーション名が表出されま

す。 

f. 初期材料：プロパティ材料エディタで初期に読み込んだモデルの材料情報です。 

g. 材料：変更する材料を入力することができます。 

h. 材料除去：部品モデルに入力されている材料を除去します。 

i. 材料情報の非表示／表示：材料情報のパネルを隠したり表示したりすることができま

す。 

j. 材料情報：選択した材料の質量特性情報を確認することができます。 

k. 適用：材料項目に入力した材料情報を部品モデルに適用します。 

l. 閉じる：材料編集パネルを閉じます。 
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iv. 材料の値を編集する 

材料編集の環境はシートで作業する方式と同様です。材料をタイピングで入力する方法につい

て説明します。 

 

① ファイルを基準に同じ行の材料列に変更したい材料をタイピングで入力して材料を変更し

ます。 

 
 

② 材料入力が完了したら、材料の有効性によって材料セルの背景色が異なる形で現れます。 

 部品モデルに材料が存在しても有効ではないセルで表示される場合、現在インストー

ルされた SOLIDWORKS のデータベースにない材料の場合です。 

例）外国語バージョンで入力した材料の場合  

セルの状態 色 説明 

変更されていない

セル 
 初期材料と同一状態のセル 

変更されたセル  材料編集で値が変更されたセル 

有効ではないセル  材料データーベースに存在しない材料セル 

 

v. 材料値のコピー／ペースト 

直接材料をタイピングで入力する形ではないコピー／ペーストで材料を入力する方法について

説明します。 

 

① 材料編集に使用するセルを選択後、Ctrl＋C でコピーします。 

 マルチで材料セルをコピーすることができます。 

 
 

② 材料を入力するセルを選択後、Ctrl＋V でペーストします。 
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③ 下のようにコピーされた材料セルが適用されていることを確認できます。 

[材料ペーストの前] [材料ペーストの後] 

  
 

vi. 材料お気に入りで入力 

材料編集中によく使用する材料は材料お気に入りを利用して簡単に入力できる方法について説

明します。 

 

① 材料お気に入りを入力するセルを右クリック>材料お気に入りを選択して下位に現れる項

目を選択して材料を入力します。 

 複数選択で一括材料入力もできます。 

 材料お気に入りの下位項目が現れないのは、追加された材料お気に入りがないためで

す。（お気に入りに追加機能の説明参考） 

 
 

② 次のように材料お気に入りを利用して一括で材料が入力されていることを確認できます。 

[お気に入りの材料入力前] [お気に入りの材料入力後] 

  
 

vii. お気に入りに追加 

よく使用する材料を材料お気に入りに簡単に追加する方法について説明します。 

 

① 材料お気に入りに追加する材料を右クリック>お気に入りに追加を選択します。 
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② 次のように材料お気に入りが追加されていることを確認できます。 

[材料お気に入りの追加前] 

 
[材料お気に入りの追加後] 

 
 

viii. 材料エディタですぐに編集 

SOLIDWORKS 材料編集エディタを利用して材料を編集したい場合、「材料編集エディタですぐ

に編集」ツールを利用して編集できます。材料編集エディタですぐに編集機能を使用すると、

材料編集適用と関係なくすぐに SOLIDWORKS モデルに適用されます。 

 

① 材料編集する材料を右クリック>材料編集エディタですぐに編集を選択します。 

 複数選択して材料編集もできます。 

 
 

② 開いている SOLIDWORKS を確認すると、SOLIDWORKS 材料編集エディタのパネルが活性化

されます。SOLIDWORKS で材料を入力する方式と同様に材料を選択後、適用ボタンを押し

て適用します。 
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③ 材料適用が完了したら、閉じるを押してパネルを閉じます。 

 
 

④ 下のようにプロパティ材料エディタの材料が変更されていることを確認できます。 

[材料エディタですぐに編集の前] [材料エディタですぐに編集の後] 

 
 

 
 

  
 

ix. 再度読み込む 

材料編集中、編集前の状態に戻したい時、材料編集エディタを閉じず、「再読み込み」機能を

利用して編集前の状態に読み込むことができます。 

 

① 材料編集パネルの「再読み込み」ボタンを選択して編集前の状態に材料情報を読み込みま

す。 
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② 下のように編集前の状態の材料で読み込んでいることを確認できます。 

[材料の再読み込み前] [材料の再読み込み後] 

  
 

x. 材料初期化 

プロパティ材料エディタで適用した材料を初期に読み込んだ材料で初期化する場合、「材料初

期化」機能を利用して簡単に材料を初期化することができます。 

 

① 材料編集エディタの初期材料と材料値が異なる場合、材料セルの背景が薄黄色で表示され

ます。初期材料はプロパティ材料エディタで最初に読み込んだ材料です。 

  
 

② 材料初期化のために「材料初期化」ボタンを選択します。 

 
 

③ 材料初期化を確認するパネルが開いたら、「はい」ボタンを押して行います。 
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④ 次のように初期材料で材料が変更されていることを確認できます。 

[材料の初期化前] [材料の初期化後] 

  

 

xi. 材料の質量特性状態を確認 

現在追加した材料の質量特性情報を確認したい時があります。材料質量特性情報の確認を通し

て簡単に材料情報を確認することができます。 

 

① 材料質量特性情報を確認する材料を選択します。 

 単一選択のみで材料質量特性情報を確認することができます。 

 
 

② 右側の材料情報パネルに選択した材料の名前と質量特性情報を簡単に確認することができ

ます。 
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③ 材料質量特性情報を隠したい場合、「材料質量特性情報を非表示」を選択して材料編集パ

ネルを効率的に使用することができます。また、「材料情報表示」をクリックして再度材

料情報を確認することができます。 

[材料情報の非表示状態] 

 
 

[材料情報の表示状態] 
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xii. 材料を適用する 

材料編集作業を実際の部品モデルに材料を適用する方法について説明します。 

 

① 右側下の「適用」を選択して材料を適用します。 

 
 

② 材料適用が完了すると適用された材料数量を材料編集エディタの左側下とメッセージパネ

ルを通して確認できます。 

[材料アップデート完了のウィンドウ] 

 
 

[修正された材料の数量表示] 
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xiii. 選択材料編集 

プロパティ材料エディタに読み込んだモデルのパート部品情報が多い場合、特定部品のパート

のみ表出して編集したい時があります。この際、「選択材料編集」ツールを利用して編集が必

要な部品のみ材料を編集することができます。 

 

① 材料編集する部品をプロパティ材料エディタセルで選択します。 

 複数選択を通して複数部品の材料を編集することができます。 

 ファイル名またはプロパティを選択しても選択材料編集ができます。 

 
 

② 材料>選択材料編集のツールを選択してツールを実行します。 

 
 

③ 次のように選択したファイルのみ材料編集対象になっていることを確認できます。 
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xiv. 条件材料編集 

材料編集対象中、特定条件に合う部品ファイルのみ材料を編集したい場合、「条件材料編集」

機能を利用して簡単に材料編集をすることができます。 

 

① 材料>条件材料編集のツールを選択してツールを実行します。 

 
 

② 条件材料編集のツールパネルが開き、材料編集対象の条件を設定して条件に合うファイル

のみ効率的に材料編集をすることができます。 

 
a. テキスト大小文字区別：テキストタイプで検索する際、適合条件に大小文字を区別し

て検索するかを選択します。 

b. ファイル名に含まれたテキスト選択：ファイル名に特定文字がある場合、検索対象で

探索します。 

c. コンフィギュレーション名選択：コンフィギュレーションを基準に検索対象を探索し

ます。初期モデルをコンフィギュレーション特有で読み込む際に有用です。 

d. 部品数量選択：部品数量に合うファイルを探索します。 

e. 指定プロパティに含まれた文字選択：指定したプロパティ名を基準に入力したプロパ

ティにマッチングするファイルを探索します。 

f. 基準条件検索：条件材料編集で設定した条件に適合するファイルを探索します。 

g. 条件検索結果：条件材料編集に検索結果の値を表出します。 

h. 適用：条件検索結果に合う部品ファイルを材料編集します。 

i. 閉じる：条件材料編集パネルを閉じます。 
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③ テキストを検索する時に大小文字を区別する場合、「テキスト大小文字区別」チェックボ

ックスを選択して行います。 

 
 

④ ファイル名を基準に検索する場合、チェックボックスを選択して活性化した後、右側のテ

キストボックスのファイル名に探索するテキスト内容を入力します。 

 
 

⑤ 現在読み込んだファイル中、特定コンフィギュレーション名を基準に検索する場合、チェ

ックボックスを活性化した後、右側のコンボボックスでコンフィギュレーション名を選択

します。 

 ユーザー定義で読み込んだモデルの場合、コンフィギュレーション名のコンボボック

スに表出される値はありません。 
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⑥ 部品の使用数量によって検索基準を設定したい場合、チェックボックスを活性化後、右側

の部品の最小・最大値を入力してください。 

 
 

⑦ 特定プロパティ列のプロパティ内容で検索したい場合、チェックボックスを活性化後、右

側のコンボボックスで列名を選択後、下のテキストボックスにプロパティの検索値を入力

します。 
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⑧ 条件材料編集のためのすべての基準を設定したら、「基準条件検索」を押して条件に適合

する結果値を探索します。 

 
 

⑨ 下のように条件検索結果に設定した条件と適合する情報が表出されました。 
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⑩ 検索表出結果を基準に材料編集を行うために、「適用」ボタンを選択します。 

 
 

⑪ 次のように材料編集パネルが開き、条件材料編集の結果値のファイルのみ編集できるよう

になっていることを確認できます。 

 
 

xv. すべての材料削除 

読み込んだモデルのパート部品の材料を一括で削除したい場合、「すべての材料削除」機能を

利用して簡単に一括で材料を削除することができます。 

 

① すべての材料を削除するために、材料>すべての材料削除のツールを選択します。 
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② すべての材料削除が完了したら、完了のウィンドウが開きます。 

 
 

③ 材料編集ツールを通して変更された材料項目は、下のようにすべての材料が削除されてい

ることを確認できます。 

[すべての材料削除前] 

 
 

[すべての材料削除後] 
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xvi. 材料エディタで編集 

現在読み込んだパート部品を一括で SOLIDWORKS 材料エディタツールを利用してすぐに編集し

たい場合、「材料エディタですぐに編集」ツールを利用して作業できます。 

 

① SOLIDWORKS 材料エディタで編集するファイルをプロパティ材料エディタでセルを選択し

ます。 

 複数ファイルの選択で複数部品の材料を編集することができます。 

 ファイル名またはプロパティを選択しても選択材料編集ができます。 

 
 

② SOLIDWORKS 材料エディタで材料を編集するために、材料>材料エディタで編集のツールを

選択します。 
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③ 開いている SOLIDWORKS を確認すると、 SOLIDWORKS 材料エディタパネルが活性化されま

す。SOLIDWORKS で材料を入力する方式と同様に、材料選択後、適用ボタンを押して材料

を適用します。 

 
 

④ 材料適用が完了したら、閉じるを押してパネルを閉じます。 

 
 

⑤ 下のようにプロパティ材料エディタの材料が変更されていることを確認できます。 

[材料エディタですぐに編集の前] [材料エディタですぐに編集の後] 

 
 

 
 

  
 

xvii. 材料お気に入り編集 

材料編集をより迅速に作業するために、頻繫に使用する材料をお気に入り化して簡単に材料を

編集することができます。この際、材料お気に入りを編集する方法について説明します。 

 

① 材料お気に入りを編集するために、「材料お気に入り編集」ツールを選択します。 
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② 材料お気に入りの編集パネルが開き、このツールを利用してユーザーがよく使用する材料

をお気に入りに追加することができます。 

 
a. 材料お気に入りファイルパス：材料お気に入りのファイルが保存されるパスです。他

の材料お気に入りファイルに変更することができます。 

b. お気に入り材料リスト：現在材料お気に入りに追加された項目を表出してお気に入り

で使用する材料項目を追加することができます。 

c. お気に入り材料の順序変更：材料お気に入りの使用時に表出されるお気に入り順序を

変更することができます。 

d. 再読み込み：編集したお気に入りの内容を初期化して保存された材料お気に入り情報

を読み込みます。 

e. 適用：作成した材料お気に入りの情報を適用します。 

f. 閉じる：材料お気に入りの編集パネルを閉じます。 

 

③ 材料お気に入りファイルは基本的に「ドキュメント\SolidIT\SpeedWorks\PropertyMgr\Ma

tFav.slditmf」パスに保管されます。他のユーザーに共有したり特定パスに変更したい場

合、上のパスを変更するか、ファイルをコピーして共有・変更することができます。 
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④ 新しくお気に入りを追加する材料名を各セル別で材料を入力します。 

 
 

⑤ 材料お気に入りに現れる順番を「上」「下」ボタンを押して順番を調整できます。 
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⑥ 材料お気に入りの編集した項目を初期値に再度読み込む際は「再読み込み」を押してお気

に入りを再度読み込むことができます。 

 
 

⑦ すべての材料お気に入り入力が完了したら、「適用」ボタンを押します。 

 
 

  



 

 

A 809 Campus Plaza, 199 Worldcup-ro, Yeongtong-gu, Suwon-si, Gyeonggi-do, Republic of Korea  
T +82.31.548.1521 / M admin@solidit.co.kr / H http://www.solidit.co.kr / F https://www.facebook.com/SmartSOLIDIT 

 

115 

⑧ 次のように材料編集の使用時、材料お気に入り項目が追加されていることを確認できま

す。 

[材料お気に入りの追加前] [材料お気に入りの追加後] 

  

 

xviii. 材料評価値プロパティ入力 

部品のプロパティ中、材料評価値を基準にプロパティを入力する場合、「材料評価値プロパテ

ィ入力」ツールを利用して一括で材料評価値プロパティを入力できます。 

 

① 材料>材料評価値プロパティ入力のツールを選択します。 

 
 

② 材料評価値プロパティ入力ツールの下に現在読み込んだプロパティ名の列が列挙され、

材料評価値を入力する列を選択します。 

 
 

③ 次のように SOLIDWORKS 質量特性の数式タイプで材料評価値が入力されることを確認でき

ます。 

 一括で材料評価値の数式が入力される時、アセンブリは抜いてパート部品のみ入力さ

れます。 

[材料評価値のプロパティ入力前] [材料評価値のプロパティ入力後] 
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xix. 材料名でプロパティ入力 

部品のプロパティ中、材料名をテキストタイプでプロパティを入力する場合、「材料名でプロ

パティ入力」ツールを利用して一括で材料名でプロパティを入力することができます。 

 

① 材料>材料名でプロパティ入力ツールを選択します。 

 
 

② 材料名でプロパティ入力ツールの下に現在読み込んだプロパティ名の列が列挙され、材料

名を入力する列を選択します。 

 
 

③ 次のように材料名のファイル行とマッチングされ、一括自動入力されることを確認できま

す。 

 一括で材料名が入力される時、アセンブリは抜いてパート部品のみ入力されます。 

[材料名でプロパティ入力前] [材料名でプロパティ入力後] 
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D. データエクスポート機能の使用 
 

プロパティ材料エディタではユーザー利便性のためのデータエクスポート機能を提供しています。

部品リスト構成のための Excel エクスポート機能とインポートモデルの数値情報をグラフ化して多

様なエクスポート情報を簡単に手に入れることができます。 
 

i. Excel エクスポート 

現在読み込んだモデルのファイル名、数量、プロパティ情報を Excel 部品リスト形式でエクス

ポートする時があります。この際、「Excel エクスポート」機能を利用してエクスポートした

い列項目を指定してサムネイルイメージと一緒に Excel ファイルをエクスポートし、Excel 部

品リストを迅速に構成することができます。 

 

① Excel ファイルでファイル情報、プロパティ情報をエクスポートするために、ホーム

>Excel エクスポートツールを実行します。 

 
 

② Excel エクスポートパネルが開き、Excel エクスポート前のサムネイルイメージ及びエク

スポートする列を設定して部品リスト出力に必要な構成を設定することができます。 

 
a. プレビューイメージサイズ：Excel エクスポートの際、サムネイルイメージのサイズ

を指定することができます。 

b. 列名：プロパティ材料エディタに表出されたプロパティ列の名前です。 

c. エクスポート名：Excel エクスポート時、プロパティ列の名前を変更してエクスポー

トできます。 

d. すべて選択キャンセル：エクスポート選択項目を一括で選択キャンセルします。 

e. エクスポート：Excel にエクスポートする列を指定します。 

f. 行の順序移動：Excel エクスポートの列順序を調整します。 

g. 評価値でエクスポート：Excel エクスポート時、評価値プロパティは値でエクスポー

トします。 

h. エクスポート：設定した内容基盤の Excel ファイルをエクスポートします。 

i. 閉じる：Excel エクスポートパネルを閉じます。 
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③ Excel エクスポート時、サムネイルイメージのサイズを指定することができます。「プレ

ビューイメージサイズ」のテキストボックスにサイズを入力します。 

 
 

④ エクスポート名は基本的に列名と同様に表示されます。エクスポートの際、異なる形態で

列名を変更する場合、エクスポート名のセルを編集します。 

 
 

⑤ 列エクスポートを選択し、好きな列にのみ Excel にエクスポートできます。選択項目が多

ければ、「すべて選択キャンセル」を押して一括選択キャンセルすることができます。 
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⑥ 列の順序はプロパティ材料エディタを基にエクスポートされますが、ユーザーの都合によ

ってエクスポートされる列の順序を「上」「下」を押して調整できます。 

 複数選択で行を移動することができます。 

 複数選択時、順次選択された行でのみ移動できます。 

 
 

⑦ Excel エクスポートの設定が完了したら、「エクスポート」ボタンを押してエクスポート

を行います。 

 
 

⑧ Excel ファイルを保存するパスを指定します。Excelファイルのデフォルト名は最上位の

アセンブリ名で設定されます。 
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⑨ 評価値でエクスポートチェックによって次のようにエクスポートされます。 

 
[評価値でエクスポートチェック解除]               [評価値でエクスポートチェック選択] 

 

 
 

⑩ 保存が完了したら、保存した Excel ファイルが開きます。次のように設定した内容を基盤

として Excel エクスポートされていることを確認できます。 
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ii. グラフ 

現在読み込んだモデルのプロパティ情報、ファイルの情報をグラフ化して簡単に見ることがで

きます。多様なグラフタイプとグリッドタイプで整理されたデータを「グラフ」ツールを利用

して結果を表出します。 

 

① モデル情報をグラフ化するために、プロパティ列機能>グラフのツールを選択します。 

 
 

② グラフパネルが開き、グラフを設定できるツールと結果数値グラフ及びグリッド情報を確

認できます。 

 
a. グラフ結果：グラフ設定を基に抽出したグラフを表出します。 

b. イメージ保存：グラフの結果ファイルを PNG イメージファイルで保存します。 

c. 更新：グラフのズーム／アウト、移動後に元の状態に更新します。 

d. グラフタイプ：グラフの形態を設定できます。 

e. モデルタイプ：グラフに表出するアセンブリ、部品を選択して抽出します。 

f. データタイプ：グラフの表出するプロパティ情報、ファイル情報などデータのタイ

プを設定できます。 

g. プロパティ名：プロパティ情報でデータタイプを設定時、プロパティ列名を選択し

てグラフを抽出します。 

h. アップデート：設定したグラフタイプをグラフと結果グリッドに表出します。 

i. 結果グリッド：グラフ設定を基に抽出した情報をグリッドに表出します。 

j. グラフ設定情報：現在グラフに表出されるグラフ設定情報を表示します。 

k. 閉じる：グラフパネルを閉じます。 
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③ グラフタイプが変更でき、ユーザーのニーズに合わせてグラフの形態が確認できます。 

 
 

[縦棒] [横棒] 

  
[折れ線] [ミックス] 

  
[円形] [レーダーチャート] 

  
 

④ モデルタイプをアセンブリ＋部品、アセンブリ、部品で変更することができ、好きな数値

情報のみ検出して確認できます。 
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⑤ データタイプの種類をコンボボックスにてプロパティ情報、部品数など検出情報を設定す

ることができます。 

 
 

⑥ データタイプがプロパティ情報の場合、名前のコンボボックスにグラフ化するプロパティ

列を指定することができます。 

 
 

⑦ すべての設定情報を構成したら、「アップデート」ボタンを押します。 
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⑧ 下のように設定情報基盤のグラフとグリッド情報が作成されることを確認できます。 
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E. オプション 
 

プロパティ材料エディタをユーザー環境により最適化して使用するために多様なオプションを提供

しています。 
 

i. オプション実行 

オプション実行後、一般、プロパティお気に入り、列の表示／非表示オプションなどユーザー

作業のタイプによって簡単に変更できます。オプションはユーザーの PC 情報に保管され、プ

ロパティ材料エディタを再実行しても同じく維持されます。 

 

① プロパティ材料エディタのオプションを使用するために、ホーム>オプションのツールを

選択して実行します。 

 
 

ii. 一般 

言語変更、ユーザー環境スタイル、色の情報などプロパティ材料エディタで一般的に使用する

オプションを制御できます。 

 

① オプションツールの一般タブを選択して一般オプションページを活性化します。 

 
a. 一般：一般オプション情報の編集環境が設定できるタブツールです。 

b. スタイル：プロパティ材料エディタ UI 色のスタイルを変更します。 

c. プロパティ適用時ファイル自動保存：プロパティ編集後モデルに適用する際、最上

位のアセンブリ及び下位モデルを保存します。 

d. サムネイルサイズ：プロパティ材料エディタのシート環境で表出されるサムネイル

サイズを調整します。 

e. お気に入りファイルパス：プロパティお気に入りの情報ファイルを読み込むパスを

設定します。 

f. 区別色適用：セル色のオプション変更時、シートに適用するかどうか選択します。 
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g. 固定列色：ファイル名、ファイルパス、数量など基本情報のセル色を変更します。 

h. 活性プロパティセル色：モデルにあるプロパティセルの色を変更します。 

i. 非活性プロパティセル色：モデルにないプロパティセルの色を変更します。 

j. 読み専用行の色：読み専用のファイル状態の行の色を変更します。 

k. 色初期化：プロパティ材料エディタの基本セルの色に戻します。 

l. 適用：オプションで編集した内容をモデルに適用します。 

m. 閉じる：オプションパネルを閉じます。 

 

② モデルにプロパティ適用後、モデルファイルを自動保存したい場合、プロパティ適用時フ

ァイル自動保存チェックボックスを選択して活性化します。 

 
 

③ シートにモデルのジオメトリをサムネイル列にイメージサイズを変更したい場合は、テキ

ストボックスに好きなサイズを入力して変更します。 

 
 

[サムネイルサイズ₋30] [サムネイルサイズ₋100] 
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④ プロパティお気に入りのファイルを取り込むパスを変更したい場合、右側のボタンを押し

てお気に入りのパスを変更できます。 

 基本パス：マイドキュメント\SolidIT\SpeedWorks\PropertyMgr\PropFav.slditp

f 

 
 

⑤ 一般オプションのセル色のオプションを変更後、現在シートに適用したい場合、「区別色

適用」チェックボックスを選択して活性化します。選択が非活性状態の際は、セルの色の

変更ができなく、セルの色が適用されません。 
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⑥ 固定列、活性プロパティセルの色などを変更したい場合、各タイプの右側の色のボタンを

クリックして好きな色に変更できます。 

 

 
 

⑦ セル色をプロパティエディタの基本色に戻したい場合、「色初期化」を利用して色をデフ

ォルトに変更することができます。 

 
 

⑧ 適用を押して変更したオプション情報を保存することができます。 

 適用ボタンは一般、プロパティお気に入り、列の表示／非表示の変更オプション

と一緒に適用されます。 
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iii. プロパティお気に入り 

プロパティ編集時、プロパティ名を基準によく使用するプロパティをお気に入りに保管して使

用することができます。「プロパティお気に入り」を利用してお気に入り項目を編集すること

ができます。 

 

① オプションツールのプロパティお気に入りタブを選択してプロパティお気に入りのオプシ

ョンページを活性化します。 

 
a. プロパティお気に入り：プロパティお気に入り項目を設定できるタブツールです。 

b. プロパティ列名：現在読み込んだモデルのプロパティ名項目の表出およびプロパテ

ィ名を指定します。 

c. 追加：プロパティ名を新規お気に入り項目で追加します。 

d. 削除：現在選択されたプロパティ名項目を削除します。 

e. プロパティ名：プロパティお気に入り基準のプロパティ名列リストが表出されま

す。 

f. プロパティの値：プロパティ名を基準に追加したプロパティの項目が表出されま

す。 

g. 読み込む：プロパティお気に入りファイルを再度読み込みます。 

h. エクスポート：作成したお気に入りの内容をファイルでエクスポートします。 

i. プロパティタブビルダーを読み込む：指定されたプロパティタブビルダーのファイ

ル基盤のお気に入り項目を読み込みます。 

j. 適用：オプションで編集した内容をモデルに適用します。 

k. 閉じる：オプションパネルを閉じます。 
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② プロパティお気に入り項目を新しく追加するために、プロパティ名を入力します。コンボ

ボックスタイプで、現在読み込んだモデルのプロパティ名を基準に新規作成もできます。 

 
 

③ 新しく追加するプロパティお気に入りのプロパティ名を入力後、追加ボタンを押してプロ

パティ名を追加します。 

 
 

④ 次のようにプロパティ名が新しく追加されていることを確認できます。 

 
 

⑤ 新しく追加されたプロパティ名の列によく使用するプロパティの値を入力します。プロパ

ティの区別は’;’(セミコロン)で区別して入力します。 
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⑥ 不必要なプロパティお気に入り項目があれば、選択後「削除」ボタンを押して削除できま

す。また、Delete キーを押して削除することもできます。 

 プロパティ項目の複数選択削除可能 

 
 

⑦ 次のように選択したプロパティ項目が削除されていることを確認できます。 

 
 

⑧ 既に作成したプロパティお気に入りファイルが存在したら、「読み込む」ボタンを押して

再度読み込むことができます。 

 
 

⑨ 現在作成したプロパティお気に入り情報を他のユーザーに共有したい場合、「エクスポー

ト」ボタンを押して指定した場所にファイルが保存できます。 

 
 

⑩ 既にプロパティタブビルダーを使用している場合は「プロパティタブビルダー読み込み」

ボタンを押してプロパティお気に入りで読み込めます。 

 読み込めるプロパティタブビルダー項目：テキストボックス・番号のデフォルト

値、リスト、ラジオ設定値、リストグループ（Excel）のデータ値 
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⑪ プロパティお気に入りの編集作業が完了したら、適用ボタンを押してプロパティお気に入

りをアップデートします。 

 適用ボタンは一般、プロパティお気に入り、列の表示／非表示の変更オプション

と一緒に適用されます。 

 
 

⑫ 次のようにプロパティ材料エディタのシートで追加したお気に入りプロパティが活性化さ

れていることを確認できます。 
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iv. 列の表示／非表示 

ユーザー利便性のために、プロパティ材料エディタのシート列の項目を表示したり非表示にす

ることができます。プロパティ編集に必要な列のみ残してより簡単にプロパティ編集をするこ

とができます。 

 

① オプションツールの列表示／非表示のタブを選択してページを活性化します。 

 
a. 列の表示／非表示：プロパティ材料エディタのシート列の表示が設定できるタブツ

ールです。 

b. 列名：現在読み込んだプロパティ材料エディタのシート列が並びます。 

c. 非表示：列の非表示をチェックします。 

d. すべて選択キャンセル：活性化された非表示選択を一括でキャンセルします。 

e. 説明：プロパティ列の特性情報が表出されます。 

f. 適用：オプションで編集した内容をモデルに適用します。 

g. 閉じる：オプションパネルを閉じます。 
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② 列名の項目にはプロパティ材料エディタのシートに表出された列名が並びます。 

 
 

③ 列名の特性によって説明項目が表示されます。固定列の項目になる情報は「基本情報」で

表示され、プロパティ名の列項目は「プロパティ」で表示されます。 
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④ プロパティ材料エディタのシートで非表示にする列を各行別でチェックボックスを選択し

て非表示を行います。 

 
 

⑤ 非表示チェックを一括で選択キャンセルする場合、「すべて選択キャンセル」ですべての

非表示活性チェックを非活性することができます。 

 
 

⑥ 非表示をする列を選択したら、適用ボタンを押してオプション情報を適用します。 

 適用ボタンは一般、プロパティお気に入り、列の表示／非表示の変更オプション

と一緒に適用されます。 
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⑦ 下のように非表示に指定した列項目がプロパティ材料エディタのシートから非表示になっ

ていることを確認できます。 

[列非表示の前] 

 
 

[列非表示の後] 
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F. 情報 
 

プロパティ材料エディタの機能バージョン・ユーザーカスタム機能を求める項目を提供しています。 
 

i. 情報実行 

インストールされたプロパティ材料エディタのバージョン情報及び SolidIT ホームページのユ

ーザーカスタム機能の問い合わせを利用することができます。 

 

① プロパティ材料エディタの情報を確認するために、情報>情報ツールを押して実行しま

す。 

 
 

② 情報パネルが開き、現在使用しているバージョンを確認できます。 

 
 

③ ユーザーカスタム機能を求める際は「カスタマイズ機能のお問い合わせ」ボタンを押して

SolidIT ホームページにてお問い合わせください。 
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2. 図面一括出力 
 

図面一括出力機能は SOLIDWORKS 図面ファイルを印刷および PDF,DWG など様々なフォーマットで出力す

ることができます。出力時、印刷用紙のサイズ及び印刷プリントを指定でき、簡単に複数の図面を出力

することができます。また、図面に出図スタンプを自動記入して出力でき、ユーザーの業務時間を短縮

できる機能です。 
 

A. UI 
 

i. 図面一括出力 UI 概要 

図面一括出力機能では多様なツールを提供しています。  図面追加機能と便利な変換フォー

マット選択、保存パスの設定ができます。ユーザーの使用利便性のためにアプローチしやすい 

UI で構成されています。 

 
a. 図面追加：一括出力する図面ファイルを追加します。 

b. フォルダ追加：一括出力図面ファイルをフォルダ基準で追加します。 

c. 参照図面：3D モデルを基準に参照された図面を追加します。 

d. オプション：図面一括出力オプションを設定します。 

e. 追加された図面リスト：図面一括出力の対象リストが表出されます。 

f. 選択削除：追加された図面リストで選択対象をリストから削除します。 

g. すべて削除：追加された図面リストですべての項目をリストから削除します。 

h. 原本ファイルと同一パスに保存：一括変換時、原本ファイルと同一のフォルダに

出力を保存します。 

i. 指定フォルダ：一括変換時、指定されたフォルダに出力の保存を選択します。 

j. 指定フォルダパス：一括変換出力の保存パスを設定します。 

k. 変換ファイルフォーマット：SOLIDWORKS 図面ファイルを一括変換する際、一括変

換フォーマットを選択します。 

l. すべて選択：変換ファイルのフォーマットを一括で選択します。 

m. プログレスバー：図面一括出力の進行状況をプログレスバーで表示します。 

n. 進行状態：現在の図面一括出力作業の進行事項を表示します。 

o. 印刷：追加された図面リストを一括印刷します。 

p. 変換：追加された図面リストを選択したフォーマットで一括変換します。 

q. 閉じる：図面一括出力機能を閉じます。 
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B. 図面一括出力の使用 
 

図面一括出力機能を利用して多様な方法で簡単に図面ファイルを追加し、ファイル変換・図面印刷

をする方法について説明します。 
 

i. 図面一括出力機能の実行 

図面一括出力機能を実行するために、CommandManager の SpeedWorks タブを選択後、「図面一

括出力」ツールを実行します。図面一括出力機能はアセンブリ、図面、部品モードですべて実

行できます。 

 
 

ii. 図面追加 

図面一括出力に対象図面を追加するために、「図面追加」を通して簡単に図面ファイルを追加

することができます。 

 Drag&Drop を利用して簡単に図面ファイルを追加できます。 

 

① 図面一括出力ツールの「図面追加」を選択します。 
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② 図面ファイル追加のウィンドウにて追加する図面を選択し、「開く」をクリックして

図面を追加します。 

 複数選択して複数の図面を追加することができます。 

 
 

③ 下のように図面ファイルが追加されていることを確認できます。 

 
 

iii. フォルダ追加 

図面一括出力対象の図面が多い場合、フォルダ基準で図面を追加できます。指定フォルダ内の

SOLIDWORKS 図面ファイルを自動選択して図面一括出力機能を使用することができます。 

 Drag&Drop を利用して簡単にフォルダを追加できます。 

 

① 図面一括出力ツールの「フォルダ追加」を選択します。 
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② 図面フォルダ選択のウィンドウにて追加する図面フォルダを選択し、フォルダ選択を

押してフォルダを追加します。 

 
 

 

③ 下のようにフォルダ項目が追加されていることを確認できます。 

 
 

iv. 参照図面 

3D モデルを基準に参照された図面を図面一括出力に使用したい際は「参照図面」機能を利用

して参照された図面を自動探索して簡単に追加することができます。 

 

① 図面一括出力ツールの「参照図面」を選択します。 
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② 図面ファイル追加のウィンドウにて追加する図面を選択し、「開く」をクリックして

図面を追加します。 

 
 

③ 自動で参照された図面を見つけるために検索が行われます。 

 
 

④ 下のように図面ファイルが追加されていることを確認できます。 
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v. 便利機能 

図面一括出力に追加したファイルリスト項目を右クリックメニューにて様々な便利機能が使用

できます。 

 

① ファイルリストのファイルを右クリックします。 

 
 

② 「フォルダ場所を開く」を選択する場合、Windows エクスプローラを通して現在ドキュ

メントの保存場所を開くことができます。 

 
 

③ 「ファイルを開く」を選択する場合、SOLIDWORKS プログラムを通して現在ドキュメン

トを開くことができます。 
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vi. ファイル変換 

図面一括出力の対象で追加したファイルリストをユーザーが好きな変換フォーマットで一括変

換できます。 

 

① 一括変換するファイルの保存パスを設定します。「原本ファイルと同一パスに保存」

または「指定フォルダ」を選択します。 

 

 
 

② 「指定フォルダ」を選択した場合、下のパス追加を通して保存パスを指定します。 

 
 

 
 

③ 変換ファイルの項目に「PDF,DWG,DXF,JPG,PNG」項目が存在します。変換するフォーマ

ットを選択します。 

 変換ファイルフォーマットは複数選択ができます。 
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④ 変換ファイルのすべてのフォーマットを選択したい場合、「すべて選択」にて一括選

択できます。 

[すべて選択前] [すべて選択後] 

  
 

⑤ ファイルを変換するために、「変換」ボタンを押して一括変換を行います。 

 
 

 

⑥ 図面一括出力のリストに追加された図面が順次的に変換されます。 

 
 

⑦ 図面変換が完了したら「変換完了」のウィンドウが開きます。 
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⑧ 下のように追加した図面ファイルリストが指定したフォーマットで一括変換されてい

ることを確認できます。 
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vii. 図面印刷 

図面一括出力のリストに追加した図面を一括で印刷作業を行うことができます。 

 

① 図面印刷を行うために、「印刷」ボタンを押して一括印刷を行います。 

 
 

② 図面一括出力のリストに追加された図面を順次的に印刷が行われます。 

 
 

③ 図面印刷が完了したら「印刷完了」のウィンドウが開きます。 

 
 

④ 次のように印刷が出力されていることを確認できます。 
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C. オプション使用 
 

図面一括出力機能は多様なオプションツールを提供しています。出力ファイル名を設定したり、

DWG/DXF 出力オプション、マルチシート処理、図面のスタンプ出力オプション、印刷設定オプション

などユーザーの業務環境に合わせて自由に修正できます。 
 

i. オプション実行 

図面一括出力機能のオプションを実行するために「オプション」ボタンを押してツールを実行

します。オプション情報は PC に保存され、図面一括出力機能の再実行時に維持されます。 

 
 

ii. 一般 

図面一括出力時、変換・印刷に共通使用される一般オプションについて説明します。 

 

① 一般オプションを設定するために「一般」タブを選択してページを活性化します。 

 
a. 参照図面探索：アセンブリ基準で参照図面を探索する基準を選択します。 

b. 出力ファイル名：出力ファイル変換時、接頭語・接尾語を追加して変換します。 

c. 出力ツール：図面にスタンプを挿入したり保存のオプションを設定します。 

d. PDF：PDF 変換時、適用するオプションを設定します。 

e. DWG/DXF：DWG/DXF ファイル変換時、適用するオプションを設定します。 

f. マルチシート図面：図面のシートが複数の場合、変換方法の設定を指定します。 
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② 参照図面を追加する際、アセンブリ基準で検索する時があります。検索基準をより迅

速にするために「1 レベルの参照図面のみ検索」を活性化して 1 レベルの図面のみ検索

できます。 

 
 

[1 レベルの参照図面のみ探索を活性化] [1 レベルの参照図面のみ探索を非活性

化] 

  
 

③ 図面ファイルを一括変接頭語接頭語、接尾語をファイル名に貼って出力したい際は

「接頭語追加」「接尾語追加」のチェックボックスを活性化して各右側のテキストボ

ックスに値を入力します。 

 接頭語追加、接尾語追加のチェックボックスを活性化しないと右側のテキストボ

ックスの入力値も活性化されません。 

 
 

[デフォルト出力ファイル名] [接頭語・接尾語追加の出力ファイル名] 

  
 

④ 図面出力時、図面に出図のスタンプを追加して出力することができます。この際、ス

タンプを挿入して出力するかどうかチェックを通して設定します。 
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[スタンプ抜きの出力図面] [スタンプ入りの出力図面] 

  
 

⑤ 出図スタンプを図面に挿入する際、スタンプを SOLIDWORKS 図面に維持したまま保存し

たい時は、チェックを通して設定します。 

 図面にスタンプ挿入が活性化された状態で出力時、SOLIDWORKS 図面にスタンプが

保存されます。 

 
 

[スタンプ挿入後の図面保存非活性化] [スタンプ挿入後の図面保存活性化] 
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⑥ DWG/DXF ファイルで一括変換時、AutoCAD にオプションを設定して変換することができ

ます。該当オプションは SOLIDWORKS エクスポート-DWG/DXF と同様に動作します。 

  

 

 

 

⑦ DWG/DXF ファイルにマップファイルを使用して出力する場合、「マップファイル使用」

オプションを活性化します。 

 
 

⑧ DWG/DXF ファイルのマップファイルを活性化後、マップファイルのパスを指定して設定

します。 

 マップファイル使用オプションが活性化されないとマップファイルパスは修正で

きません。 
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[マップファイルの適用前] [マップファイル適用後] 

  
 

⑨ DWG/DXF ファイル図面に変換時、出力倍率 1:1 に設定して出力する場合、「倍率出力 

1:1」チェックボックスを活性化します。 

 
 

⑩ 一括出力図面のシートが複数の場合、出力対象ファイルのエクスポートのオプション

を設定できます。「個別ファイルにすべてのシートエクスポート」で一括出力する場

合、シート名がファイル名に追加されて出力されます。 

 
 

[個々のファイル名オプション] 

 

ファイル名+シート名: 図面ファイル名とシート名の組み合

わせ 

シート名: 各シートの名前 

ビューモデル名: シートで参照されるビューモデルの名前 

番号+ファイル名: シート順序番号と図面ファイル名 

ファイル名+番号: 図面ファイル名とシートの順序番号 

 



 

 

A 809 Campus Plaza, 199 Worldcup-ro, Yeongtong-gu, Suwon-si, Gyeonggi-do, Republic of Korea  
T +82.31.548.1521 / M admin@solidit.co.kr / H http://www.solidit.co.kr / F https://www.facebook.com/SmartSOLIDIT 

 

153 

⑪ PDF に出力時、図面のレイヤー・モデルビューの色を白黒に変換したい場合、下のオプ

ションを押して出力します。 

 
 

⑫ 一般オプション設定が完了したら、「適用」ボタンを選択してオプションを保存しま

す。 

 オプション適用時、「一般」「スタンプ」「印刷」の各ページに設定したオプシ

ョンも一緒に保存されます。 
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iii. スタンプ 

図面一括出力時、一括出図のスタンプ設定オプションについて説明します。 

 

① スタンプオプションを設定するために「スタンプ」タブを選択してページを活性化し

ます。 

 
a. スタンプ：スタンプオプションを設定できるタブツールです。 

b. スタンプ配置情報：シート別スタンプの X 座標、Y 座標、角度、倍率の情報リスト

を表示します。 

c. スタンプ配置プレビュー：選択したシートの配置情報をプレビューに表示しま

す。 

d. スタンプの X 座標：選択したシートスタンプの X 座標の位置を変更します。 

e. スタンプの Y 座標：選択したシートスタンプの Y 座標の位置を変更します。 

f. 角度：選択したシートのスタンプ角度のサイズを変更します。 

g. 倍率：選択したシートの倍率サイズを変更します。 

h. スタンプ文字リスト：スタンプに挿入される文字リストの情報が表示されます。 

i. 文字追加：新規スタンプ文字を挿入します。 

j. イメージ変更：スタンプのイメージファイルを変更します。 

k. スタンプ文字プレビュー：選択したスタンプ文字をプレビューで表示します。 

l. 文字 X の位置：選択したスタンプ文字 X の位置を変更します。 

m. 文字 Y の位置：選択したスタンプ文字 Y の位置を変更します。 

n. 文字内容：選択したスタンプ文字の値を変更します。 

o. 今日の日付：選択したスタンプ文字のタイプを日付タイプに変更します。 

p. 文字フォント：選択したスタンプ文字のフォントを変更します。 

q. 文字色：選択したスタンプ文字の色を変更します。 

r. 適用：オプション設定情報を適用します。 

s. 閉じる：オプションパネルを閉じます。 
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② シート別で各スタンプの位置とサイズ情報が保管され、各シート別でスタンプの情報

を変更して好きな位置とサイズでスタンプを挿入することができます。 

 
 

③ 図面のシートサイズによってスタンプの位置が指定され、変更するシートを選択しま

す。 
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④ 選択したシートのスタンプの位置情報が下のスタンプ配置プレビューに表示されま

す。 

 
 

表示項目 説明 

黒色の四角形 選択したシートサイズの領域を表示します。 

青緑色の四角形 選択したスタンプサイズ・配置を表示します。 

青色の文字 現在活性化されたシートを表示します。 

 

⑤ 選択したシートに表示されるスタンプの位置を変更する場合、下の X,Y のサイズを変

更してシート配置を変更することができます。また、スタンプ配置プレビューの画面

を選択し、選択位置にスタンプ配置位置を変更することができます。 

[スタンプの位置変更前] [スタンプの位置変更後] 
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⑥ 選択したスタンプの配置角度を変更する場合は「角度」を変更して好きな角度だけ変

更することができます。角度は時計回りの方向で適用されます。 

[スタンプ角度の変更前] [スタンプ角度の変更後] 

  
 

⑦ 選択したスタンプの倍率を変更する場合は「倍率」を変更して好きな倍率だけ変更す

ることができます。 

[スタンプ角度の変更前] [スタンプ角度の変更後] 
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⑧ スタンプに文字を含む場合、スタンプ文字構成でスタンプ文字を作成後、文字を構成

してスタンプに適用することができます。 

 
 

⑨ スタンプの基本イメージは提供していますが、他のイメージに変更する場合、「イメ

ージ変更」ボタンを選択してスタンプイメージを変更することができます。 
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⑩ 新規文字を追加するために「文字追加」を選択してスタンプの新規文字を追加しま

す。 

 
 

⑪ 追加したスタンプ文字項目を選択すれば、下に選択した文字の情報を確認・変更する

ことができます。 

 
 

⑫ 文字の位置を変更するために、スタンプ文字プレビューの右側の X,Y の値を変更した

り、スタンプ文字プレビューを選択して好きな位置に配置することができます。 

[スタンプ文字の位置変更前] [スタンプ文字の位置変更後] 

  
 

⑬ 文字内容を変更したい時は、下の文字内容テキストを変更するか、「今日の日付」チ

ェックボックスを活性化後、日付表現フォーマットを指定して構成できます。 
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 今日の日付ツールを活性化すると、文字内容は非活性化されます。文字内容と今

日の日付は同時に使用することができません。 

[文字内容で作成] [今日の日付で作成] 

  

 

⑭ その他にフォント、色を各右側のボタンを選択して変更することができます。 

[文字のフォント変更] 

  
 

[文字の色変更] 
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⑮ スタンプオプション設定が完了したら「適用」を選択してオプションを保存します。 

 オプション適用時、「一般」「スタンプ」「印刷」の各ページに設定したオプシ

ョンも一緒に保存されます。 
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iv. 印刷 

図面一括出力時、シートサイズ別プリンター、用紙サイズ、方向オプションなど印刷関連オプ

ションを設定します。 

 

① 印刷オプションを設定するために「印刷」タブを選択してページを活性化します。 

 
 

a. 印刷：印刷オプションを設定できるタブツールです。 

b. 共通プリンター：すべてのシートに共通で使用するプリンターを設定します。 

c. 共通用紙サイズ：すべてのシートに共通で使用する用紙サイズを設定します。 

d. 共通用紙方向：すべてのシートに共通で使用する用紙方向を設定します。 

e. シートサイズ別プリンター使用：シートサイズ別プリント、用紙サイズ、用紙方

向を設定できます。 

f. 活性シート：複数シート図面の場合、活性シートのみ印刷します。 

g. すべてのシート：複数シート図面の場合、すべてのシートを印刷します。 

h. 用紙に合わせる：印刷時、シートサイズを用紙に合わせて印刷します。 

i. 倍率：印刷時、指定倍率で印刷します。 

j. 自動：図面色を自動で設定して印刷します。 

k. カラー／グレー：図面色のプリンター使用をカラー／グレーに設定して印刷しま

す。 

l. 白黒：図面を白黒に設定して印刷します。 

m. 印刷枚数：一括出力の印刷枚数を設定します。 

n. 適用：オプション設定情報を適用します。 

o. 閉じる：オプションパネルを閉じます。 
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② 印刷プリンターをすべてのシートに共通で使用する場合、「共通プリンター」を活性

化後、右側のプリンターを指定します。 

 
 

③ シートサイズ別プリンターを設定する場合、「共通プリンター」を非活性化後、下の

「シートサイズ別プリント使用」でシート別プリントを設定します。 

 シートサイズ別プリンター設定は「共通プリンター」が非活性化されないと編集

できません。 
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④ 印刷用紙のサイズを共通で使用する場合、「共通用紙サイズ」を活性化後、右側の用

紙サイズを指定します。 

 用紙サイズのリストは設定したプリンターで提供する用紙サイズ項目が開きま

す。 

 
 

⑤ シートサイズ別用紙サイズを設定する場合、「共通用紙サイズ」を非活性後、下の

「シートサイズ別プリント使用」にてシート別用紙サイズを設定します。 

 シートサイズ別用紙サイズ設定は「共通用紙サイズ」が非活性化されないと編集

できません。 

 
 

⑥ 印刷用紙の方向を共通で使用する場合、「共通用紙方向」を活性化後、右側の用紙方

向を指定します。 

 
 

⑦ シートサイズ別用紙の方向を設定する場合、「共通用紙方向」を非活性化後、下の

「シートサイズ別プリンター使用」にてシート別用紙方向を設定します。 

 シートサイズ別用紙の方向設定は「共通用紙方向」が非活性化されないと編集で

きません。 



 

 

A 809 Campus Plaza, 199 Worldcup-ro, Yeongtong-gu, Suwon-si, Gyeonggi-do, Republic of Korea  
T +82.31.548.1521 / M admin@solidit.co.kr / H http://www.solidit.co.kr / F https://www.facebook.com/SmartSOLIDIT 

 

165 

 
 

⑧ 図面のシートが複数存在する場合、「活性シート」または「すべてのシート」を選択

して一括出力に使用します。 

 
 

⑨ 印刷倍率を調整するために「用紙に合わせる」または「倍率」を利用して印刷倍率を

設定します。 

 
 

⑩ 印刷出力の図面色を変更する場合、「自動」「カラー／グレー」「白黒」の提供され

たオプションを設定します。 
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⑪ 複数枚数を印刷したい時は、印刷枚数を修正して印刷枚数を設定します。 

 
 

⑫ 印刷オプションが完了したら、「適用」を選択してオプションを保存します。 

 オプション適用時、「一般」「スタンプ」「印刷」の各ページに設定したオプシ

ョンも一緒に保存されます。 
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3. コンフィギュレーションマネージャー 
 

コンフィギュレーションマネージャー機能は SOLIDWORKS 3D モデルのコンフィギュレーションファイル

を簡単に編集して管理できます。一括でマルチコンフィギュレーションモードを個別ファイルで保存し

たり、使用しないコンフィギュレーションを一括削除できます。また、コンフィギュレーション名を一

括変更して複雑なコンフィギュレーション管理を簡単に作業して業務時間が短縮できる機能です。 
 

A. コンフィギュレーションマネージャーの機能実行 
 

i. コンフィギュレーションマネージャーを実行するために CommandManager の SpeedWorks タブを

選択後、「コンフィギュレーションマネージャー」ツールを実行します。コンフィギュレーシ

ョンマネージャーはアセンブリ、図面、部品モードですべて実行できます。 

 
 

B. 選択ファイル分離 
 

i. 選択ファイル分離のツール実行 

特定ファイルで必要なコンフィギュレーションのみ個別ファイルで保存する際、「選択ファイ

ル分離」を利用して簡単に個別コンフィギュレーションファイルで作成できます。 

 

① コンフィギュレーションマネージャーの「選択ファイル分離」を選択してツールを活

性化します。 
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② 次のように選択ファイル分離のツールパネルが活性化されます。 

 
a. 選択ファイル分離：ツールを活性化します。 

b. ファイルパス：コンフィギュレーションファイル分離を行うファイルパスを設定

します。 

c. コンフィグを読み込む：ファイルパスで設定したファイルのコンフィギュレーシ

ョン情報を読み込みます。 

d. 3D コンフィギュレーションのプレビュー画面：読み込んだファイルの個別コンフ

ィギュレーションを 3D プレビューで確認できます。 

e. 3D コンフィギュレーションプレビュー：3D コンフィギュレーションモードを活性

化するかどうか選択できます。 

f. コンフィギュレーションツリー：読み込んだファイルのコンフィギュレーション

ツリーを表出します。 

g. 原本ファイルのパスと同一：コンフィギュレーションファイル分離時、原本ファ

イルト同一パスに保存するかどうか選択します。 

h. 保存パス：コンフィギュレーションファイル分離時、入力された保存パスで保存

します。 

i. コンフィグファイル分離実行：選択したコンフィギュレーションを設定した保存

パスに一括分離して保存します。 

j. 進行状態：現在進行されている状態を表示します。 

k. 進行プログレスバー：現在進行されている状態をプログレスバーで表示します。 

l. 閉じる：コンフィギュレーションマネージャー機能を閉じます。 
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ii. 選択ファイル分離のツール使用 

選択ファイル分離に特定ファイルを読み込み、コンフィギュレーション情報を確認して一括で

コンフィギュレーションファイルを分離する方法について説明します。 

 

① コンフィギュレーションファイルを分離するファイルを指定するために、ファイルパ

スを読み込みます。 

 基本入力されるファイルパスは現在活性化されているファイルのパスを表示しま

す。 

 
 

② ファイルパスを設定後、「コンフィグを読み込む」ボタンを選択して情報を読み込み

ます。 

 
 

③ 3D コンフィギュレーションプレビューが活性化されている状態でコンフィギュレーシ

ョン情報を読み込むと、各コンフィギュレーションごとに 3D eDrawings ファイルを

作成するため、読み込む時間がさらにかかります。 

 
 

  



 

 

A 809 Campus Plaza, 199 Worldcup-ro, Yeongtong-gu, Suwon-si, Gyeonggi-do, Republic of Korea  
T +82.31.548.1521 / M admin@solidit.co.kr / H http://www.solidit.co.kr / F https://www.facebook.com/SmartSOLIDIT 

 

170 

④ コンフィギュレーション読み込みが完了すると、メッセージと一緒にコンフィギュレ

ーションツリーの情報を読み込んでいることを確認できます。 

 

 
 

⑤ 各コンフィギュレーションを選択すると、3D コンフィギュレーションプレビューを確

認できます。3D コンフィギュレーションプレビュー環境で拡大／縮小、移動／回転な

ど機能を利用してモデルジオメトリを簡単に確認できます。 

 
 

⑥ コンフィギュレーションツリーにて個別コンフィギュレーションで分離したいファイ

ルのチェックボックスを選択します。基本的にすべてのコンフィギュレーションが選

択されています。 
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⑦ コンフィギュレーションファイルで保存するために、「原本ファイルパスと同一」オ

プションを活性化して保存パスを指定し、特定の保存パスを設定します。 

 保存パスの使用時、「原本ファイルパスと同一」チェックを非活性化し、保存パ

スを変更します。 

 
 

⑧ コンフィギュレーションファイル分離のための準備が完了したら、「コンフィグファ

イル分離実行」を押してコンフィギュレーションファイル分離を実行します。 

 
 

⑨ 下のようにコンフィギュレーションファイル分離が行われます。 
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⑩ コンフィギュレーションファイル保存パスを確認して次のようにコンフィギュレーシ

ョンファイル個別でファイルが分離されていることを確認できます。 

 ファイル名は原本ファイル名とコンフィギュレーション名の組み合わせで自動作

成されます。 
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C. ファイル分離 
 

i. ファイル分離のツール実行 

複数のファイルを対象に一括コンフィギュレーションを分離する際、簡単に一括コンフィギュ

レーションファイルを作成できます。 

 

① コンフィギュレーションマネージャーの「ファイル分離」を押してツールを活性化し

ます。 

 
 

② 次のように一括コンフィギュレーションファイルの分離ツールパネルが活性化されま

す。 

 
a. ファイル分離：ツールを活性化します。 

b. コンフィギュレーションファイル分離のリスト：ファイルの項目リストを表出し

ます。 

c. すべて削除：コンフィギュレーションファイル分離のファイルリストを一括削除

します。 

d. ファイル追加：コンフィギュレーションファイル分離のファイルを追加します。 

e. 原本ファイルパスと同一：コンフィギュレーションファイル分離のファイルを原

本ファイルと同一場所に保存します。 

f. 保存パス：コンフィギュレーションファイル分離のファイルを特定パスに保存し

ます。 

g. コンフィグファイル分離実行：ファイルのリストを順次にファイル分離を行いま

す。 
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h. 進行状態：現在進行されている状態を表示します。 

i. 進行プログレスバー：現在進行されている状態をプログレスバーで表示します。 

j. 閉じる：コンフィギュレーションマネージャー機能を閉じます。 

 

ii. ファイル分離のツール使用 

複数ファイルを一括コンフィギュレーションファイルの対象リストで追加し、個別コンフィギ

ュレーションファイルで簡単に一括作成する方法について説明します。 

 

① コンフィギュレーションファイル分離を行うファイルを追加するために「ファイル追

加」を選択します。 

 
 

② ウィンドウでコンフィギュレーション分離対象のファイルを選択します。 

 複数のファイルを選択できます。 
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③ 次のようにファイル分離リストにコンフィギュレーション分離項目が追加されている

ことを確認できます。 

 
 

④ もしファイル選択リストから削除したい際、選択後「Delete」キーを押して削除でき

ます。 

 
 

⑤ 新しいリストで一括作業したい場合、「すべて削除」を押して読み込んだリストを一

括削除できます。 
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⑥ コンフィギュレーションファイル分離のファイルを保存するために「原本ファイルパ

スと同一」または保存パスを指定します。 

 保存パスの使用時、「原本ファイルパスと同一」チェックを非活性化し、保存パ

スを変更します。 

 
 

⑦ すべてのコンフィギュレーションが完了したら、「コンフィグファイル分離実行」を

選択して一括コンフィギュレーションファイルの分離を行います。 

 
 

⑧ 下のように一括コンフィギュレーションファイルの分離が行われます。 

 
 

⑨ コンフィギュレーションファイル保存パスを確認して次のようにコンフィギュレーシ

ョンファイル個別でファイルが分離されていることを確認できます。 

 ファイル名は原本ファイル名とコンフィギュレーション名の組み合わせで自動作

成されます。 
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D. アセンブリクリーナ 
 

i. アセンブリクリーナのツール実行 

現在アセンブリで使用されている部品と現在の活性コンフィギュレーションのみ維持し、その

他の使用されないコンフィギュレーションは一括削除します。コピーで作成されるのではな

く、原本モデルが修正されるため、必要の際は原本ファイルをバックアップしてから作業して

ください。 

 

① コンフィギュレーションマネージャーの「アセンブリクリーナ」を選択して活性化し

ます。 

 
 

② 次のようにアセンブリクリーナのツールパネルが活性化されます。 

 
a. アセンブリクリーナ：ツールを活性化します。 

b. ファイルパス：アセンブリコンフィギュレーションクリーナ対象のファイルパス

を設定します。 

c. アセンブリ情報を読み込む：ファイルパスで設定したアセンブリモデルの部品と

コンフィギュレーション情報を読み込みます。 

d. 3D ファイルプレビュー画面：部品ツリーで選択した部品の 3D プレビューを表示し

ます。 

e. 3D ファイルプレビュー：部品ツリーで選択した部品の 3D プレビューを使用するか

どうか選択します。 
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f. コンフィギュレーション項目リスト：部品ツリーで選択した部品のコンフィギュ

レーションリストを表出します。 

g. アセンブリの部品ツリー：ファイルパスで指定したアセンブリの部品ツリーリス

トを表出します。 

h. コンフィグクリーナ実行：部品ツリーで選択した部品の非活性コンフィギュレー

ションを削除します。 

i. 進行状態：現在進行されている状態を表示します。 

j. 進行プログレスバー：現在進行されている状態をプログレスバーで表示します。 

k. 閉じる：コンフィギュレーションマネージャー機能を閉じます。 

 

ii. アセンブリクリーナのツール使用 

アセンブリに含まれた部品中、現在のアセンブリに使用されるコンフィギュレーションのみ維

持して一括でコンフィギュレーションを削除する方法について説明します。 

 

① アセンブリクリーナに使用するアセンブリをファイルパスに追加します。 

 基本入力されるファイルパスは現在活性化されているファイルのパスを表示しま

す。 

 
 

② ファイルパスにアセンブリ対象を入力後、「アセンブリ情報を読み込む」を選択して

部品リストとコンフィギュレーション情報を読み込みます。 

 
 

③ 次のようにファイルコンフィギュレーション情報を読み込んでいることを確認できま

す。 
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④ 3D ファイルプレビューのツールが活性化されていると、部品ツリーで選択した部品を

3D ファイルプレビュー画面を通して 3DView 状態で移動／回転、拡大／縮小してモデ

ルジオメトリを簡単に確認できます。 

 
 

⑤ 部品ツリーで部品を選択時、部品のすべてのコンフィギュレーションと現在読み込ん

だアセンブリに使用するかどうか確認できます。 

 
 

⑥ 部品のコンフィギュレーションクリーナ対象になる部品のチェックボックスを選択し

ます。デフォルトですべての部品がコンフィギュレーションクリーナ対象で選択され

ています。 

 同一部品を使用し、コンフィギュレーションが異なる場合、チェックボックスが

一緒に活性／非活性化されます。 
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⑦ 部品のコンフィギュレーションクリーナ設定が完了したら、「コンフィグクリーナ実

行」を選択します。 

 
 

⑧ 下のようにアセンブリクリーナの作業が行われます。 

 
 

⑨ 次のように現在指定したアセンブリに使用されるコンフィギュレーションのみ維持

し、一括削除されることを確認できます。 

 
[アセンブリクリーナの前] [アセンブリクリーナの後] 
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E. 一括クリーナ 
 

i. 一括クリーナのツール実行 

複数ファイルに非活性化されたコンフィギュレーションを一括削除する際に便利に使用できま

す。原本ドキュメントに一括非活性化されたコンフィギュレーションを削除するため、必要時

に原本をバックアップしてからご使用ください。 

 

① コンフィギュレーションマネージャーの「一括クリーナ」を選択して実行します。 

 
 

② 次のようにアセンブリ一括クリーナのパネルが活性化されます。 

 
a. 一括クリーナ：ツールを実行します。 

b. 一括非活性コンフィギュレーションクリーナの対象リスト：対象ファイルが表示

されます。 

c. すべて削除：一括非活性コンフィギュレーションクリーナの対象リストを一括削

除します。 

d. ファイル追加：一括非活性コンフィギュレーションクリーナの対象項目を追加し

ます。 

e. コンフィグクリーナ実行：一括非活性コンフィギュレーションクリーナのリスト

順次で非活性コンフィギュレーションを削除します。 

f. 進行状態：現在進行されている状態を表示します。 

g. 進行プログレスバー：現在進行されている状態をプログレスバーで表示します。 

h. 閉じる：コンフィギュレーションマネージャー機能を閉じます。 
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ii. 一括クリーナのツール使用 

非活性化されたコンフィギュレーションを削除するために、ファイルリストを追加して非活性

コンフィギュレーションを削除する方法について説明します。 

 

① 非活性コンフィギュレーションを削除するために「ファイル追加」を選択します。 

 
 

② 非活性コンフィギュレーションを削除するファイルを選択して一括クリーナのリスト

に追加します。 

 複数選択してファイル追加ができます。 
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③ 追加したファイルリストから削除する場合、選択後「Delete」キーを押して削除でき

ます。 

 
 

④ 一括でファイルリストを削除する場合、「すべて削除」を押してファイルリストを一

括削除することができます。 

 
 

⑤ 非活性コンフィギュレーションクリーナの対象リスト追加が完了したら、「コンフィ

グクリーナ実行」を押して作業を行います。 
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⑥ 下のように一括クリーナが行われます。 

 
 

⑦ 一括クリーナが完了したら、活性コンフィギュレーションのみ維持し、非活性コンフ

ィギュレーションは一括削除されていることを確認できます。 

[一括クリーナの前] [一括クリーナの後] 
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F. 名前変更 
 

i. 名前変更のツール実行 

モデルのコンフィギュレーション名が複数存在する際、簡単にコンフィギュレーション名が変

更できるツールについて説明します。 

 

① コンフィギュレーションマネージャーの「名前変更」を選択してツールを活性化しま

す。 

 
 

② 次のようにアセンブリのコンフィギュレーション変更のパネルが活性化されます。 

 
a. 名前変更：ツールを活性化します。 

b. ファイルパス：コンフィギュレーション名変更の対象ファイルパスを設定しま

す。 

c. コンフィグを読み込む：ファイルパスに設定したモデルのコンフィギュレーショ

ン名の情報を読み込みます。 

d. コンフィギュレーションツリー：ファイルパス対象のモデルのコンフィギュレー

ションツリーを表出します。 

e. コンフィギュレーション名のリスト：部品のコンフィギュレーション名を表出

し、好きな名前に変更します。 

f. 既存名に戻す：初期に読み込んだモデルの名前に復元します。 

g. 名前削除：コンフィギュレーション名を一括削除します。 

h. コンフィグ名変更実行：コンフィギュレーション名のリストで変更した値を基準

にコンフィギュレーション名を一括変更します。 

i. 進行状態：現在進行されている状態を表示します。 
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j. 進行プログレスバー：現在進行されている状態をプログレスバーで表示します。 

k. 閉じる：コンフィギュレーションマネージャー機能を閉じます。 

 

ii. 名前変更のツール実行 

コンフィギュレーション名を部品ツリーで変更する方法と同様に簡単に変更することができま

す。 

 

① 名前変更に使用するモデルをファイルパスに追加します。 

 基本入力されるファイルパスは現在活性化されているファイルのパスを表示しま

す。 

 
 

② ファイルパスにアセンブリ対象を入力後、「アセンブリ情報を読み込む」を押して部

品リストとコンフィギュレーション情報を読み込みます。 

 
 

③ 下のようにファイルパス対象のコンフィギュレーション項目が一括表示されます。コ

ンフィギュレーションツリーとコンフィギュレーション名を通してコンフィギュレー

ション情報を簡単に確認できます。 

 
 

④ コンフィギュレーションツリーのコンフィギュレーション情報を選択したり、コンフ

ィギュレーション名の項目が一緒に選択されます。 
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⑤ コンフィギュレーション名を好きな名前に変更することができます。 

 コンフィギュレーション名に重複や空欄入力はできません。 

 
 

⑥ コンフィギュレーション名を初期値に戻したい場合、「既存名に戻す」を選択して既

存名に戻すことができます。 

 
 

⑦ コンフィギュレーション名をすべて再設定する場合、「名前削除」を押してコンフィ

ギュレーション名を一括削除できます。 
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⑧ コンフィギュレーション名を与えたら、「名前変更実行」を選択します。 

 
 

⑨ 下のようにコンフィギュレーション名の変更が行われます。 

 
 

⑩ コンフィギュレーション名の変更が完了したら、指定した名前でコンフィギュレーシ

ョン名が一括変更されていることを確認できます。 

[名前変更の前] [名前変更の後] 
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4. 部品エクスプローラ 
 

アセンブリファイルの部品を検索して表示設定および機能抑制の状態を変更することができます。ま

た、この機能から非表示／表示、機能抑制外の設定を変更する時にも選択機能を活用して検索された部

品に迅速に設定することができます。 

 
アセンブリファイルで SpeedWorks タブから部品エクスプローラをクリックします。 

 

A. 実行の初期画面および UI 説明 

 
 

i. 現在のファイル：現在実行されているアセンブリファイルを表示します。 

ii. 検索：部品名、材料、表面積、体積、ボディ数、質量で好きな条件に一致する部品を検索しま

す。 

iii. 検索結果：検索した条件に合う部品を表示します。部品名、表示、機能抑制の状態、質量特性

の条件が表示されます。 

iv. 表示設定：選択した部品の非表示／表示状態をボタンで変更します。 

v. 機能抑制設定：選択した部品の機能抑制状態を活性／非活性します。検索結果によって部品選

択が必要な場合、一括選択もできます。 
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B. 部品検索 
 

検索条件リスト（部品名、材料名、表面積、体積、ボディ数、質量） 

i. 部品名検索：検索ワードを含む部品名を持つ部品を検索します。 

ii. 材料検索：検索ワードを含む材料名を持つ部品を検索します。 

iii. 質量特性検索：表面積、体積、ボディ数、質量値を基準に部品を検索します。（表面積、体

積、質量の単位は検索対象である現在のファイルの文書単位を基準とします。） 

 
 

iv. リストで検索条件を選択します。 

v. 検索内容に好きな検索ワードを入力したり、質量特性検索は該当値の範囲で検索します。検索

内容を空欄のまま検索すると、すべての部品が検索されます。検索ワードの間に *を追加すれ

ば、複数の検索ワードを検索できます。 

vi. 検索ボタンを押して設定した検索条件・内容を基準に部品を検索します。 
 初回検索は部品データを分析するため、初期ロードの時間がかかります。 
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vii. 検索が完了すると検索条件に合う部品の数量が表示されます。細部検索結果は画像のように部

品名と表示状態、機能抑制状態、プロパティ情報が出ます。材料検索の場合は材料が、質量特

性検索の場合は該当の質量特性値が出ます。 
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C. 表示設定の変更 
 

検索結果で出た部品中、好きな部品を選択して表示状態を変更します。 

 
 

i. 非表示：チェックした部品を見えないように設定します。 

ii. 表示：非表示状態の部品を見えるように設定します。 

iii. 反転：見えている部品は見えないように、隠している部品は見えるようにします。 

iv. 選択のみ表示：選択した部品のみ見えるように設定し、残りの部品はすべて隠します。 

v. すべて表示：すべての部品を表示します。 

vi. すべて非表示：すべての部品を非表示します。 

 
[(2) 部品 非表示] [(4)選択のみ 表示] 
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D. 抑制設定 
 

検索結果で出た部品中、好きな部品の機能抑制を変更します。 

i. 機能抑制：部品をアセンブリファイルで非活性します。ツリーではグレー表示され、モデルに

は表示されません。 

        
 

ii. 機能抑制解除：機能抑制されて表示されない部品を再度見えるように設定します。 
iii. 選択：表示や機能抑制以外に設定変更が必要な際は、検索された部品を一括選択して作業に活

用できます。 

 
[機能抑制] 
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5. 図面テンプレート一括変換 
 

図面ファイルのテンプレートを単一テンプレートに一括変換して複数の図面様式を標準化する機能

です。 

 
 

SpeedWorks タブで図面テンプレート一括変換ボタンをクリックして実行します。 
 

A. ユーザーインターフェース(User Interface)説明 
 

i. Main UI 

 

① 図面追加：テンプレートを変換する対象図面を個別選択します。 

② フォルダ追加：対象図面のファイルが入っているフォルダを選択します。フォルダ内にあ

るすべての図面ファイルが変換対象に選択されます。 

③ 参照図面：部品／アセンブリのファイルを選択すると参照関係にある図面を変換対象で選

択します。Drag＆Drop で追加することもできます。 

④ オプション：変換対象の図面ファイルに適用するテンプレートファイルを選択します。 

⑤ 対象ファイルリスト： ① ~ ③まで選択した図面やフォルダが表示されます。 

⑥ 選択除去／すべて除去：対象のファイルリストで間違って追加された対象がある場合に個

別除去・すべて除去をするボタンです。 

⑦ 進行状態：機能の動作状態や進行程度が確認できるエリアです。 

⑧ 検討及び変換 ：対象ファイルの細部情報を確認してオプションで追加したフォーマット

ファイルと一致するか変換前に確認するステップです。対象ファイルを読み込んで詳細情

報を読み込む過程でファイルを開閉するプロセスがあります。もし保存していない情報が

あれば保存してから行ってください。検討を終了したりすべてのセッティングが完了した

後にテンプレート変換を実行します。 

⑨ 閉じる：機能を終了します。 
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ii. オプション画面（フォーマットファイル） 

 
① タブ：フォーマットファイル・オプションコピー設定を選択します。 

② フォーマットファイルコピー：フォーマットファイルのコピーを選択します。 

③ 用紙サイズ：用紙サイズ別で図面テンプレートファイルを選択します。 

④ フォーマットファイルパス：各用紙別、フォーマットファイルパスが表示されるエリアで

す。 

⑤ フォーマットファイル追加：ファイル選択ウィンドウを開いてフォーマットファイルを追

加します。 

⑥ OK：追加したフォーマットファイルパスの情報を保存してパネルを終了します。 

⑦ キャンセル：設定した情報を保存せずパネルを終了します。 

 

iii. オプション画面（オプションコピー） 

 

① オプションコピー設定：オプションコピーの方式とオプションをコピーするかどうか選択

します。 

② 共通オプションファイル：一つのファイルオプションを抽出してすべての対象ファイルに

オプションを適用します。 

③ 用紙サイズ別オプションファイル：各用紙ごとに異なるオプションを適用します。 

④ OK：追加したオプションファイルパスの情報を保存してパネルを終了します。 

⑤ キャンセル：設定した情報を保存せずパネルを終了します。 
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iv. 検討画面 

 
① 対象ファイルの詳細情報：対象ファイルのファイル名、シート番号、シート名、用紙サイ

ズと方向そして現在ファイルのテンプレート名が表示されます。 

② プレビュー：SOLIDWORKS を直接開かなくても小さいパネルからファイルを確認できます。 

③ フォーマットファイル状態：すべての用紙サイズにフォーマットファイルの指定、オプシ

ョンコピーそして対象ファイルの用紙サイズ別数量が整理されて表示されます。 

④ オプション：③で指定されていない用紙サイズのフォーマットがあれば Main UI にてオプ

ションと同様な方法でフォーマットファイルを指定することができます。 

⑤ 変換：すべての検討を終了して対象ファイルに指定したテンプレートに変更する作業をし

ます。変換中 SOLIDWORKS ファイルを開閉する過程があるため、安全性のために保存して

いない変更事項があればすべて保存してから行うことをお勧めします。 
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B. 図面テンプレート変換対象のファイル追加 
 

単一シートフォーマットを複数の図面ファイルに適用して各図面のフォーマットを標準化する方法に

ついて説明します。 
 

i. 図面追加 

 

① 図面テンプレート一括変換の図面追加ボタンを選択します。 

 
 

② 図面ファイル追加パネルを通して追加する図面を選択し、開くボタンを押して図面を追加

します。 

a. 複数選択して複数の図面を追加することができます。 
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③ 下のように図面ファイルが追加されていることを確認できます。 

 
 

ii. フォルダ追加 

図面一括出力対象の図面が多い場合、フォルダ基準で図面を追加できます。指定フォルダ内の

SOLIDWORKS 図面ファイルを自動選択して図面一括出力機能が使用できます。 

 

① 図面テンプレート一括変換の「フォルダ追加」ボタンを選択します。 

 
 

② 図面フォルダ選択のウィンドウにて追加する図面フォルダを選択し、フォルダ選択を押し

てフォルダを追加します。 
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③ 下のようにフォルダ項目が追加されていることを確認できます。 

 
 

iii. 参照図面 

3D モデル基準で参照された図面を図面一括出力に使用したい時は、「参照図面」を利用して図

面を自動探索して簡単に追加することができます。 

 

① 図面テンプレート一括変換ツールの「参照図面」ボタンを選択します。 

 
 

② 図面ファイル追加のウィンドウにて追加する図面を選択し、「開く」を押して図面を追加

します。 
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③ 自動で参照された図面を見つけるために検索が行われます。 

 
 

④ 次のように図面ファイルが追加されていることを確認できます。 

 
 

C. シートフォーマット指定 
 

対象図面ファイルに一括適用するシートフォーマットファイルを追加します。シートフォーマットフ

ァイル(.slddrt)や図面ファイル(.slddrw)を指定できます。 
 

i. フォーマットファイル追加 

 

① 図面テンプレート一括変換ツールで「オプション」ボタンを選択します。 
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② 次のようなシートフォーマットを選択するパネルが開きます。 

 
 

③ 以後、対象ファイルのサイズを認識して該当図面に指定されたシートフォーマットを変更

します。対象ファイルの図面サイズに適用するシートフォーマットファイルを追加しま

す。 
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④ シートフォーマットファイル選択の初期パスは SOLIDWORKS のデフォルトシートフォーマ

ットが保存されている場所が開きます。 

 
 

⑤ フォーマットファイルを指定すると次のように選択したファイルのパスが見えます。フォ

ーマットファイルではシートフォーマットファイルや図面ファイルが使用できます。 

 
 

⑥ フォーマットファイルをすべて追加し、OK ボタンを押して変更事項を保存して終了しま

す。 
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D. オプションコピーファイルを指定する 
 

設定されたオプションファイルでオプションを抽出して対象ファイルにコピ＆ペーストす

る機能です。 
 

i. コピーオプションを選択する 
 

① オプションをコピーするか、一つのファイルでコピーしたオプションを一括適用するか、

用紙サイズ別でコピーする異なるファイルを指定するかを選択します。 

 
 

② 共通ファイルオプションですべて適用 
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③ 右側のボタンをクリックして図面ファイルを選択します。 

 
 

 

④ オプションファイル確認（サイズ別オプションファイルの指定方式も同一） 
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E. 対象ファイルと指定フォーマット検討 
 

対象ファイルのフォーマットタイプと一致しているか確認します。 
 

i. 検討 

 

① 図面テンプレート一括変換ツールで「検討」ボタンを選択します。 

 
 

② 検討中に対象ファイルを開閉しながらファイルの情報を読み込む過程があります。該当過

程中 SOLIDWORKS が開閉するため、安全性のために他に SOLIDWORKS ファイルを修正中で

あれば、すべて保存してから行うことをお勧めします。 

 
 

③ OK ボタンを押すと、次のように検討パネルが開きます。 
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④ 図面フォーマットプレビューをチェックすると対象ファイルが確認できます。SOLIDWORKS

で直接開かずに図面の様子が確認でき、ファイル変換のミスを防ぐことができます。 

 
 

⑤ 用紙別シートフォーマットファイルが指定されなくても対象ファイル中に該当の用紙サイ

ズがなければ問題は発生しません。 
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⑥ もし対象ファイルサイズのフォーマットファイルが指定されなかったら、次のように表示

されます。 

 
 

⑦ この場合、検討パネルを閉じて該当するファイルを対象から削除したり検討パネルにある

オプションボタンを押して前に追加した方法通りに該当用紙サイズのフォーマットファイ

ルを追加します。 
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⑧ シートフォーマットを追加するとこのように緑色の状態になります。 

 
 

⑨ 該当のところまで検討を完了したら、変換ボタンをクリックして実行します。変換も検討

と同様に、対象ファイルを SOLIDWORKS で開閉する過程があります。保存していない変更

事項があれば、保存してから行ってください。 

 
 

⑩ 「はい」を選択すると図面テンプレートが変換されます。 

[図面テンプレート変換前] [図面テンプレート変換後] 
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6. カットリストのプロパティ編集 
 

現在開いているカットリストモデルのプロパティを一括分析してシートフォーマットで表出

し、複数のプロパティを一括編集することができます。 
 SOLIDWORKS 2021 バージョンでは現在対応していません。 

 

 
 

A. 実行の初期画面および UI 説明 
 

 
i. 新規プロパティ追加：読み込んだカットリストプロパティに新しいプロパティを追加します。 

ii. カットリスト名：カットリストテーブル項目の名前が並びます。 

iii. カットリストのプロパティ：カットリスト名に該当するプロパティ項目が名前と値で表示され

ます。 

iv. 状態表示：作業状態を表示します。 

v. プログレスバー：作業進行状態を表示します。 

vi. 適用：入力したプロパティをカットリストのプロパティに一括適用します。 

vii. 閉じる：カットリストのプロパティ編集ツールを閉じます。 

 

B. ツール使用 
 

i. カットリストのプロパティを編集する部品モデルが開いている状態で、 SpeedWorks タブにあ

るカットリストのプロパティ編集ツールを選択します。 
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ii. カットリストのプロパティ編集ツールが実行され、現在開いているドキュメントのカットリス

トプロパティ情報を自動で読み込みます。 
 カットリストテーブルの数によってプロパティ読み込みの時間が多少かかります。 

 
 

iii. 一番目の列は、カットリストの名前が表示されます。 

 
 

iv. 二番目の列からは、プロパティ名とカットリスト名に当てはまるプロパティの値が表示されま

す。 
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v. プロパティセルの色は活性化されたセルと非活性化されたセルを表示します。 
セル色 プロパティ状態 説明 

 活性化状態 該当のカットリストに存在するプロパティ項目です。 

 非活性化状態 該当のカットリストに存在しないプロパティ項目です。 

 

vi. 活性化されたプロパティセルを編集する場合、セルを選択後、好きな値を入力します。 
[プロパティの編集前] [プロパティの編集後] 

  
 

vii. 非活性されたプロパティセルを編集する場合、右クリック>プロパティ活性化で非活性プロパテ

ィセルを活性化します。 
[非活性プロパティセルの選択] [右クリック>プロパティ活性化選択] 

  
 

viii. 活性化されたセルに好きな値を入力して値を編集します。 
[セルの活性化状態] [プロパティの編集状態] 
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ix. 既に活性化されたプロパティを削除したい場合、削除するセルを右クリック>プロパティ削除を

通してプロパティを削除できます。 
 長さ、角度、数量などカットリストのデフォルトプロパティの値は削除できません。 

[活性プロパティセルの選択] [右クリック>プロパティ削除選択] 

  
 

x. 新しいプロパティ項目を追加する場合、新規プロパティ追加ボタンを押して簡単に追加できま

す。 

 
 

xi. 新規プロパティ追加にてプロパティ名を入力します。 

 
 

xii. 追加するプロパティタイプをリストから選択します。 
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xiii. 適用ボタンを選択して新規プロパティを追加します。 

 
 

xiv. 列の一番最後の列に新規プロパティが追加されていることを確認できます。追加されたセルに

好きなプロパティの値を入力します。 

 
 

xv. 追加されたプロパティのセルに好きなプロパティの値を入力します。 

 
 

xvi. すべてのプロパティ編集を完了後、適用ボタンを選択してカットリストプロパティに反映しま

す。 
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xvii. 下のプログレスバーと状態を通してカットリストのプロパティ適用の進行状態を確認できま

す。 

 
 

xviii. 下のようにカットリストプロパティに反映されていることを確認できます。 
[カットリストプロパティの編集前: Cut-List-Item1] 

 
 

[カットリストプロパティの編集後: Cut-List-Item1] 
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7. プロパティタブファイル管理 
 

多量の部品、アセンブリ、図面、カットリストドキュメントのユーザー定義プロパティファイ

ルを一括変更することができます。 
 SOLIDWORKS 2017 バージョンでは対応していません。 

 

 
 

A. 実行の初期画面および UI 説明 
 

 
i. ファイル追加：ユーザー定義プロパティファイルを変更する対象ファイルを追加します。 

ii. フォルダ追加：ユーザー定義プロパティファイルを基準に追加します。 

iii. オプション：プロパティファイル変更の動作を制御することができます。 

iv. ファイルリスト：ユーザー定義プロパティファイルの変更対象のリスト 

v. 選択削除：ファイルリストで選択したファイルをリストから削除します。 

vi. すべて削除：ファイルリストをすべて削除します。 

vii. プログレスバー：作業進行状態を表示します。 

viii. プロパティファイル変更：ファイルリストに追加されたドキュメントを一括でプロパティファ

イル変更を行います。 

ix. 閉じる：プロパティタブファイル管理のツールを閉じます。 

 

B. ツール使用 
 

i. プロパティタブファイル管理の機能を実行するために, CommandManager の SpeedWorks タブを

選択後、「プロパティタブファイル管理」ツールを実行します。プロパティタブファイル管理

機能は、部品、アセンブリ、図面モードですべて実行できます。 
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ii. 次のようにプロパティタブファイル管理のツールプログラムが実行されます。 

 
 

iii. ファイル追加ボタンまたはフォルダ追加ボタンを選択し、プロパティファイルを変更するファ

イルリストを追加できます。 
 SOLIDWORKS 部品、アセンブリ、図面のドキュメントすべて追加することができます。 

 
 

[ファイル追加／追加されたファイルリスト] 

 
 

 

[フォルダ追加／追加されたフォルダリスト] 
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iv. ファイルリストで除外したいファイルがある場合、選択削除またはすべて削除ボタンを押して

ファイルリストから除外することができます。 
[選択削除の前] [選択削除の後] 

  
 

[すべて削除の前] 
 

[すべて削除の後] 

  
 

v. ドキュメント別ユーザー定義プロパティファイルを指定するために、オプションを通して簡単

に設定することができます。 

 
① ユーザー定義プロパティファイルを追加：SOLIDWORKS ユーザー定義プロパティファイ

ルの場所にファイルを追加します。 

② 部品のユーザー定義プロパティファイル：部品ドキュメントに一括使用するユーザー

定義プロパティファイルを指定します。 

③ アセンブリのユーザー定義プロパティファイル：アセンブリドキュメントに一括使用

するファイルを指定します。 
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④ 図面のユーザー定義プロパティファイル：図面ドキュメントに一括使用するファイル

を指定します。 

⑤ カットリストのユーザー定義プロパティファイル：カットリストモデルに一括使用す

るファイルを指定します。 

⑥ カットリストのユーザー定義プロパティファイルを使用：部品ドキュメントにカット

リストモデルがある場合、ユーザー定義プロパティファイルを適用するかどうか選択

します。 

⑦ 自動保存後ドキュメントを閉じる：ユーザー定義プロパティファイルを一括変換後、

保存およびファイルを閉じます。 

⑧ 適用：指定したオプションをプログラムに反映します。 

⑨ 閉じる：オプションパネルを閉じます。 

 

vi. SOLIDWORKS に指定されたユーザー定義フォルダを基準にリストを読み込み、各ドキュメントタ

イプ別で適用するユーザー定義プロパティファイルを指定することができます。 

 
 

vii. 別途ユーザー定義プロパティファイルを追加したい場合、ユーザー定義プロパティファイル追

加のボタンを押して簡単にファイルを追加できます。 
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viii. 部品ドキュメントにカットリストがあれば、カットリストユーザー定義プロパティファイルの

使用のチェックボックスにて使用するかどうか指定できます。 

 
 

ix. すべての設定が完了したら、適用ボタンを押して設定を反映します。 
 設定情報は自動保存され、プログラムの再実行の際に設定情報が維持されます。 

 
 

x. 下のプロパティファイルの変更ボタンを押して追加したファイルリストのユーザー定義プロパ

ティを一括変更します。 

 
 

xi. 進行状態はプログレスバーにて確認できます。 
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xii. すべての作業が完了した後、該当のドキュメントを確認すると、下のようにユーザー定義が指

定したユーザー定義ファイルで設定されていることを確認できます。 
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8. カットリストの除外編集 
 

多量の部品、アセンブリ、図面、カットリストドキュメントのユーザー定義プロパティファイ

ルを一括変更することができます。 

 

 
 

A. 実行の初期画面および UI 説明 
 

 
i. すべて選択／すべて選択解除：カットリスト除外のチェックボックスを一括選択したり解除し

ます。 

ii. カットリストを読み込む：現在開いているドキュメントのカットリスト項目を一括で読み込み

ます。アセンブリドキュメントで作業する場合、部品別のカットリスト項目を読み込みます。 

iii. カットリストの除外リスト：ツリータイプでカットリストの項目リストが確認でき、カットリ

ストのチェックボックスにて除外項目が指定できます。 

iv. プログレスバー：作業の進行状態を表示します。 

v. 適用：カットリストの除外リストでチェックしたカットリストを除外したり、チェック解除し

たカットリストを入れてアップデートします。 

vi. 閉じる：カットリストの除外編集ツールを閉じます。 
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B. ツール使用 
 

i. カットリストの除外編集ツールを実行するために、 CommandManager の SpeedWorks タブ選択

後、「カットリストの除外編集」ツールを実行します。カットリストの除外編集ツールは部

品、アセンブリにて実行できます。 

 
 

ii. カットリストの除外編集ツールが下のように実行されます。 

 
 

iii. カットリストの除外編集ツールを選択して現在活性化されているドキュメントのカットリスト

項目を読み込みます。 
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iv. 次のようにカットリスト項目を読み込んでいることが確認できます。 

 
 

v. 現在開いているドキュメントのタイプによって表出されるリストが異なります。アセンブリド

キュメントからカットリストを読み込む場合、部品中にカットリストのある部品とカットリス

トのリストを読み込みます。部品ドキュメントからカットリストを読み込む場合、現在の部品

基準のカットリストのみ読み込みます。 
[部品ドキュメントからカットリストを読み

込む] 
[アセンブリドキュメントからカットリスト

を読み込む] 

 

 
 

vi. カットリストの除外状態によってカットリストのチェックボックスが選択または選択解除の状

態に表示されます。 
[カットリストの除外状態] [カットリストの包含状態] 

  
 

  



 

 

A 809 Campus Plaza, 199 Worldcup-ro, Yeongtong-gu, Suwon-si, Gyeonggi-do, Republic of Korea  
T +82.31.548.1521 / M admin@solidit.co.kr / H http://www.solidit.co.kr / F https://www.facebook.com/SmartSOLIDIT 

 

224 

vii. カットリストを除外する場合、チェックボックスを選択し、カットリストを含む場合は選択解

除します。 

 
 

viii. すべて選択／すべて選択解除ボタンにて一括選択または選択解除することができます。 
[すべて選択の前] [すべて選択の後] 

  

 
ix. 部品のチェックボックスを選択／選択解除によって下位のカットリストも一緒に選択／選択解

除されます。 
[部品のチェックボックス選択] [部品のチェックボックス選択解除] 
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x. カットリストの除外項目と包含項目をチェックボックスにて指定し、適用ボタンを選択しま

す。 

 
 

xi. 下のようにプログレスバーを通して進行状態を確認できます。 

 
 

xii. 次のようにカットリストの除外編集が完了しました。 

 
 

xiii. カットリストの除外編集を通して除外および包含された成果物が確認できます。 
[カットリストの除外編集の完了状態] [モデルでカットリストの除外が適用され

たツリー] 
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IV. モデリング 
 

1. プリミティブ 
 

シンプルなモデルジオメトリを自動で簡単に作成できます。従来はスケッチおよびフィーチャーを

通してユーザーが直接モデルを作成してきましたが、「プリミティブ」ツールを利用して手軽にシ

ンプルなモデルを自動作成できます。 

 
 

A. 実行の初期画面および UI 説明 
 

 
 

i. ボックス 

 

① OK／キャンセル：下に指定したパラメータ基盤のジオメトリを

作成またはキャンセルします。 

② ボックスの中心座標：ボックスの下部中心の X、Y、Z 座標を入

力します。 

③ ボックスの高さ方向選択：ボックスの高さで使用する方向を指

定します。部品の原点座標系を基準に軸方向を選択することが

できます。 

④ ボックスのパラメータ入力：完成するボックスの幅（横）、深

度（縦）、高さを入力します。 

⑤ インポートフィーチャーで作成：チェックせずに作成する際、

スケッチ基盤の押し出しフィーチャーの形で作成されます。チ

ェックして作成する際、インポートフィーチャーのボディで作

成されます。 

⑥ ボディマージ：作成される新規ボディと既存ボディが隣接した

ら一つのボディでマージを行います。 
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ii. 円筒 

 

① OK／キャンセル：下に指定したパラメータ基盤のジオメトリ

を作成またはキャンセルします。 

② 円筒の下部中心座標：円筒の下部中心座標の X、Y、Z 座標を

入力します。 

③ 円筒の高さ方向選択：円筒の高さで使用する方向を指定しま

す。部品の原点座標系を基準に軸方向を選択することができ

ます。 

④ 円筒のパラメータ入力：円筒の半径と高さを入力します。 

⑤ インポートフィーチャーで作成：チェックせずに作成する

際、スケッチ基盤の回転フィーチャーの形で作成されます。

チェックして作成する際、インポートフィーチャーのボディ

で作成されます。 

⑥ ボディマージ：作成される新規ボディと既存ボディが隣接し

たら一つのボディでマージを行います。 

 
iii. 円錐 

 

① OK／キャンセル：下に指定したパラメータ基盤のジオメトリ

を作成またはキャンセル 

② 円錐の下部中心座標：円錐の下部中心の X、Y、Z 座標を入力

します。 

③ 円錐の高さ方向選択：円錐の高さで使用する方向を指定しま

す。部品の原点座標系を基準に軸方向を選択することができ

ます。 

④ 円錐のパラメータ入力：円錐の下部半径、上部半径、高さを

入力します。上部半径が ‘0.00mm’ 超過の場合、円錐台の

形で作成されます。 

⑤ インポートフィーチャーで作成：チェックせずに作成する

際、スケッチ基盤の回転フィーチャーの形で作成されます。

チェックして作成する際、インポートフィーチャーのボディ

で作成されます。 

⑥ ボディマージ：作成される新規ボディと既存ボディが隣接し

たら一つのボディでマージします。 
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iv. 球 

 

① OK／キャンセル：下に指定したパラメータ基盤のジオメトリ

を作成またはキャンセルします。 

② 球の中心座標：球の中心の X、Y、Z 座標を入力します。 

③ 球の高さ方向選択：スケッチ基盤で作成する際、中心軸で使

用されます。部品の原点座標系を基準に軸方向を選択するこ

とができます。インポートフィーチャージオメトリで作成す

る際は使用されません。 

④ 球のパラメータ入力：球の半径を入力します。 

⑤ インポートフィーチャーで作成：チェックせずに作成する

際、スケッチ基盤の回転フィーチャーの形で作成されます。

チェックして作成する際、インポートフィーチャーのボディ

で作成されます。 

⑥ ボディマージ：作成される新規ボディと既存ボディが隣接し

たら一つのボディでマージします。 

v. トーラス 

 

① OK／キャンセル：下に指定したパラメータ基盤のジオメトリ

を作成またはキャンセルします。 

② トーラスの中心座標：トーラス中心の X、Y、Z 座標を入力し

ます。 

③ トーラスの高さ方向選択：トーラスの高さで使用する方向を

指定します。部品の原点座標系を基準に軸方向を選択するこ

とができます。 

④ トーラスのパラメータ入力：トーラスの中心距離、トーラス

断面円の半径のサイズを入力します。トーラスの中心距離は

トーラスの中心軸から円形断面の距離値から与えられます。 

⑤ インポートフィーチャーで作成：チェックせずに作成する

際、スケッチ基盤の回転フィーチャーの形で作成されます。

チェックして作成する際、インポートフィーチャーのボディ

で作成されます。 

⑥ ボディマージ：作成される新規ボディと既存ボディが隣接し

たら一つのボディでマージします。 
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B. プリミティブを作成する 
 

i. SpeedWorks ツール項目の「プリミティブ」ボタンの下を選択すると次のようにプリミティブの

リストが表出されます。 

 
 

ii. 作成するジオメトリ項目を選択してモデル作成を行います。 

 ジオメトリ作成時、最後に使用したジオメトリ項目が Main アイコンで表出されま

す。頻繫に作成するジオメトリを繰り返して使用することができます。 

 
 

iii. SOLIDWORKS PropertyManager に指定したジオメトリのパラメータ情報が入力できるパネルが開

き、入力されたパラメータ情報のプレビューが 3D 画面に表出されます。 
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iv. パラメータ入力情報はモデルジオメトリによって異なる値が表出され、基準情報入力およびオ

プション情報は共通された設定項目です。 

  

 

基準情報入力（ジオメトリ

共通） 
パラメータ入力 

オプション（ジオメトリ共

通） 

 

v. 中心座標の入力値 X、Y、Z はモデル配置の基準になります。作成されるモデルの下部中心の位

置を基に使用され、部品の原点座標系を基準に配置されます。 

 パラメータ情報を編集する際、プレビュージオメトリも一緒にアップデートされ、ジ

オメトリを事前検討できます。 

 

  

原点基準の下部中心座標 変更された基準の下部座標 

 

vi. 高さ方向選択を利用して原点を基準に高さで使用される軸方向を設定することができます。座

標軸の方向を選択して指定します。 

 スケッチ-フィーチャーを基に作成する際、押し出し方向または回転軸で使用されま

す。 

 インポートフィーチャーを基に作成する際、高さ配置方向で使用されます。 

 

  

X 軸方向 Y 軸方向 

 

 

Z 軸方向  
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vii. パラメータ入力値を利用して作成するジオメトリのサイズを制御することができます。パラメ

ータ入力情報はジオメトリの種類によって異なります。 

 

 
 

幅：100、深度：100、高さ：

100 
幅：100、深度：100、高さ：250 

 

viii. オプションの「インポートフィーチャーで作成」チェックボックスにてスケッチ₋フィーチャ

ー基盤のジオメトリで作成するか、インポートフィーチャー形のシンプルなボディで作成する

かが選択できます。 

 

   

インポートフィーチャーで作

成選択 

インポートフィーチャーで作成

選択しない 

 

ix. オプションの「ボディマージ」チェックボックスにて現在作成された部品のボディとマージす

るかが選択できます。ボディマージは作成されるジオメトリのボディと隣接している場合、マ

ージが行われます。 

 
   

ボディマージ選択 ボディマージ選択しない 
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x. すべてのパラメータ情報入力・設定後、上の確認ボタンを通してモデルジオメトリを作成しま

す。 

 
 

xi. 次のように指定した情報基盤のモデルジオメトリが自動作成されていることを確認できます。 

 最後に使用されたパラメータ情報は自動保存され、ジオメトリツールのリサイクル時

に入力された値をそのまま使用することができます。 

   

ボックス 円筒 円錐 

 
 

 

球 トーラス  
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2. パラメータ座標系 
 

任意の位置に座標系を作成したり、既に存在する座標系を回転、移動することができます。 

 
 

A. 実行の初期画面および UI 説明 
 

 

 

i. 基準座標系選択：作成する座標系の基準になる座標系を選択します。 

ii. 座標系の名前入力：作成する座標系のフィーチャー名を入力します。 

iii. 座標系原点：基準座標系を基に X, Y, Z 方向に移動された座標系を作成することができます。 

iv. 座標系回転角度：基準座標系を基に X, Y, Z 軸方向で回転された座標系を作成することができ

ます。 

v. 座標系回転順序：座標系回転軸を 2 個以上使用する場合、回転順序を指定して的確に座標系を

作成することができます。 

vi. 平面作成：座標系を作成する際に、二つの軸で構成された平面を一緒に作成するオプションで

す。 
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B. 座標系を作成する 
 

i. SpeedWorks ツール項目の「パラメータ座標系」を選択してツールを実行します。 

 
 

ii. PropertyManager に作成するパラメータ座標系の情報を入力する環境が表示されます。 

 
 

iii. 基準座標系の選択項目で新規作成する座標系の基準座標系を選択することができます。コンボ

ボックス項目は現在開いているドキュメントの原点座標系と参照座標系がリストに表示されま

す。 
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iv. 座標系の名前入力を通して作成する座標のフィーチャー名を命名することができます。デフォ

ルト名は ‘CSys-1’です。 

 既存フィーチャーの重複名で入力時、任意名で命名されます。 

 
 

v. 作成する座標系の位置情報を設定するために、移動距離 X, Y, Z 方向で付与します。各座標の

距離は選択した基準座標系の位置基準で距離が設定されます。 
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vi. 座標系を回転する場合、回転角度を X, Y, Z の各軸別で回転することができます。選択した基

準座標を基に回転角度が与えられます。 

 
 

vii. 2 個以上の軸回転を使用する場合、座標系回転順序の項目を指定しなければなりません。複数の

座標系が回転される場合、順序によって座標系の結果が異なります。 

 
 

viii. 座標系作成と共に参照平面を作成する場合、平面作成のチェックボックスを利用して参照平面

を一緒に自動作成することができます。 

 
 

ix. 座標系を作成するためのすべての情報を入力したら、上の OK ボタンを選択して座標系作成を行

います。 

 
 

x. 次のように入力した情報基準で座標系と平面が作成されていることを確認できます。 

 パラメータ座標系作成時、3D スケッチも一緒に作成されます。3D スケッチはパラメ

ータ座標系を作成するための参照スケッチ情報です。 
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3. 一括穴の作成 
 

一括穴の作成は、座標データを基に SOLIDWORKS に点、線、曲線を簡単に描けるようにする機能です。座

標データは外部ファイル(txt, csv)に保存されたデータを読み込んだりユーザーが直接追加したり修正

することができます。 

 

 
SOLIDWORKS 部品ファイルを実行後、上に SpeedWorks タブで一括穴の作成をクリックして機能を実行し

ます。 
 

A. 実行の初期画面 UI 説明 

 
i. 外部データタイプ：  txtファイルに保存されたデータの区切り記号を設定して読み込んだ数値

の単位を指定するエリアです。csv ファイルに保存されたデータの場合は単位のみ設定します。 

ii. データの読み込み・削除：座標を読み込むボタンを押すと保存されたファイルを選択するパネ

ルが開きます。ファイルを選択すると ③にデータが読み込まれます。 

iii. 座標：外部から座標を読み込んだりユーザーが直接入力、修正、削除することができます。2 次

元座標は UV 座標、3 次元座標は XYZ 3 次元の座標です。 

iv. スケッチ設定：読み込んだ座標データを 2D スケッチまたは 3D スケッチで作成でき、点、線、

曲線のタイプ作成できます。2D スケッチの場合はスケッチを追加する面を選択してください。 

v. 作成： i~iv で設定したことを SOLIDWORKS にスケッチを作成します。デフォルト設定は現在活

性化されているファイルに作成されますが、新規ファイルに作成をチェックすると新規部品フ

ァイルを作成してスケッチを追加します。 
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B. データタイプの指定およびデータを読み込む 
 

i. 区切り記号および単位設定 

 

① 座標ファイルは txt, csv の二つのタイプを読み込めます。 

② csv ファイルの場合、区切り記号は設定する必要がありません。 

③ txt ファイルは数字の間に区切り記号を入れて座標を認識します。対応している記号はセミ

コロン、コンマ、句点、空白（スペース）があります。 

④ 単位は SOLIDWORKS のドキュメント単位で設定します。 

 
 

ii. 座標データを読み込む 

 

① ファイルのタイプ指定を終了し、点の一括作成をする csv または txt ファイルを選択して

読み込みます。座標を読み込むボタンを選択します。 

 
 

② ウィンドウで、座標ファイルを選択後、開くボタンを選択します。前回設定した区切り記

号のファイルタイプと同様の場合は、データを読み込めないので、ご注意ください。 
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③ 座標読み込み完了 

 
 

iii. 座標編集 

 

① 正常にデータを読み込むと座標の表示シートに画像のようにデータが表示されます。該当

パネルでデータを直接追加、編集、削除することができます。読み込んだデータファイル

にない座標は手動で記載できます。 
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C. スケッチ設定 
 

2D スケッチを追加する面を選択します。 

 
3D スケッチは面を選択しなくても必ず座標で入力されますが、2D スケッチは 2D スケッチを挿入す

る面を指定しなければなりません。3D スケッチの選択時、平面選択のパネルは非活性化されます。 
 

i. 基準平面- 一括点の作成は SOLIDWORKS で対応する平面の正面、上面、右面は基本的に対応して

います。 

 

ii. ユーザー指定平面：- その他にユーザーが好きな平面を指定する際は SOLIDWORKS で面を選択し

てこの機能でユーザー指定で設定して作成ボタンを押すと指定した平面にスケッチが作成され

ます。 

 
 

iii. 面を選択して点、線、曲線の中で一つを選び、作成を押すと SOLIDWORKS で該当するスケッチが

作成されます。 
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4. 3D スケッチ変換 
2D スケッチを 3D スケッチに簡単に変更でき、複数選択したスケッチの場合は一つの 3D スケッチで自動

マージすることができます。 
 

 
 

A. 実行の初期画面および UI 説明 

 
i. スケッチ選択：3D スケッチに変換するスケッチを選択します。 

ii. スケッチ参照維持：新規 3D スケッチと原本スケッチの間の拘束条件を維持します。 

iii. スケッチマージ：スケッチを複数選択した場合に一つのスケッチにマージします。 

 

B. 3Dスケッチ変換を使用する 
 

i. SpeedWorks ツール項目の「3D スケッチ変換」を選択してツールを実行します。 

 



 

 

A 809 Campus Plaza, 199 Worldcup-ro, Yeongtong-gu, Suwon-si, Gyeonggi-do, Republic of Korea  
T +82.31.548.1521 / M admin@solidit.co.kr / H http://www.solidit.co.kr / F https://www.facebook.com/SmartSOLIDIT 

 

242 

ii. PropertyManager に 3D スケッチ変換が行える環境が表示されます。 

 
 

iii. 3D スケッチに変換するスケッチを選択します。フライアウトツールを通して選択するか、モデ

ルビューのスケッチを選択します。 

 3D スケッチ変換対象のスケッチを複数選択して指定することができます。 

 
 

iv. スケッチ参照維持のオプションを利用して選択した原本スケッチとの拘束条件を維持すること

ができます。 

 スケッチ参照維持を使用する場合、「エッジに」拘束条件が接続され、完全定義のス

ケッチで作成されます。 

 スケッチ参照維持を使用しない場合、不完全定義の状態でスケッチが作成されます。 
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v. スケッチマージのオプションを利用して複数選択したスケッチを一つの 3D スケッチで作成でき

ます。 

 スケッチマージオプションの未使用の場合、選択したスケッチの数ほど個別 3D スケ

ッチが作成されます。 

 
 

vi. 3D スケッチに変換するためにすべての情報を入力したら、上の OK ボタンを押して 3D スケッチ

を作成します。 

 
 

vii. 下のように選択したスケッチが 3D スケッチに変換されていることを確認できます。                      

[原本スケッチ] 

 
 
[3D スケッチ変換 – スケッチ参照維持の未適用] 

不完全定義の状態 

[3D スケッチ変換 – スケッチ参照維持の適用] 

完全定義の状態 
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[3D スケッチ変換 – スケッチマージの未適用] 

 

[3D スケッチ変換 – スケッチマージの適用] 

 

`  
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5. 一括穴の作成 
 

座標を入力して好きな面に複数の穴を簡単に作成する機能です。 

 
SpeedWorks タブで一括穴の作成をクリックして実行します。 

 

A. 初期画面および UI 説明 

 

 

① 対象面の選択：穴を追加する面を選択します。 

② 座標基準：基準になる座標系を選択します。 

③ 入力座標の単位系：読み込む座標の数値単位を設定

するエリアです。 

④ ファイル選択：2D 座標が含まれたテキストファイ

ルを選択します。 

 

 

B. 位置入力の情報構成 
 

i. 一括穴の作成する面を指定するために「対象面の選択」項目が活性化されている状態でモデル

の面を選択します。 

[対象面の選択前] [対象面の選択後] 
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ii. 穴の配置位置情報の基準を座標系で使用します。「座標基準」項目が活性化されている状態で

基準座標系を選択します。 

 座標系が存在しない場合、SpeedWorks の「パラメータ座標系」ツールを利用して座標

系を作成することができます。 

[座標系の選択前] [座標系の選択後] 

  

 

iii. 穴の配置位置の単位系を設定します。現在保有しているデータの単位系基準で選択します。 
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iv. 「ファイル選択」を通して座標系データファイルを読み込みます。「2D 座標ファイル読み込

み」パネルを通して座標系データを開きます。 

 座標系データは txt ファイルに対応しています。 

 
 

v. 座標系データを選択して読み込むと、次のように座標系情報リストと読み込んだデータの数を

確認できます。 

[読み込んだ座標の位置データ] [座標位置の数量] 

 

 

 

vi. 位置入力にずべての情報を入力したら、上の OK ボタンを選択して穴の作成を行います。 
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vii. 穴の作成の位置情報入力が完了したら、下のようなメッセージと一緒に穴仕様の設定画面が開

きます。 

[穴仕様の入力パネル活性] [穴仕様の入力メッセージ] 

 

 

 

viii. 作成する穴の仕様情報を入力後、上の OK ボタンを選択して穴仕様の情報を適用します。 

 既存 SOLIDWORKS 穴ウィザード機能に似ています。 
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ix. 次のように一括穴の作成が完了していることを確認できます。 

[一括穴の作成前] [一括穴の作成後] 
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6. ブースター 
 

SOLIDWORKSの速度および性能を向上させるオプションを一括設定することができます。 

 
 

A. ブースター活性／非活性 
i. ブースターツールは選択して活性／非活性することができます。 

[速度向上の活性化状態] [速度向上の非活性化状態] 

  
 

ii. ブースターツールが活性化されたらされたら、ブースターオプションで設定したオプションを

基準に適用します。 

[ブースターのオプション状態] [ブースターが適用されたオプション状態] 

 

 

 

iii. ブースターツールを非活性化する場合、デフォルトオプション状態に戻します。 
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B. ブースターオプション変更 
i. SpeedWorks タブで「SpeedWorks オプション」をクリックして実行します。 

 
 

ii. SpeedWorks オプションの「ブースターオプション」を選択します。 

 
 

iii. 下のように「ブースターオプション」パネルが開きます。 

 オプション項目は SOLIDWORKS オプションの設定から抜粋した項目です。 

 
 

iv. ブースターツールに適用するオプションを設定します。 
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v. ブースターの前のデフォルト SOLIDWORKS オプション設定に戻す時は「元に戻す」ボタンを押

して戻すことができます。 

 
 

[「元に戻す」適用後の状態] 

 
 

vi. 速度向上を最適化したい場合、「最適速度の一括設定」を通して速度向上に最適化した設定で

自動選択することができます。 

 
 

[最適速度の一括設定の適用後の状態] 
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vii. 適用ボタンを選択してブースターオプションを設定します。 

 
 

viii. オプション設定の確認ボタンを選択してブースターオプションを変更します。 
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V. 図面作成 
 

1. 穴間隔寸法 
 

図面ビューに穴の距離の寸法を一括入力できる機能です。穴が多い時の繰り返し作業を減らし、ヒュー

マンエラーを防ぎます。 

 
図面ファイルを実行している状態で、SpeedWorks タブの穴間隔寸法をクリックして実行します。 

 

A. 実行の初期画面 UI 説明 

 

i. OK／キャンセル：図面に寸法を入力したり、作業をキ

ャンセルします。 
ii. 対象穴（円形スケッチ）を選択：選択した穴のリスト

を表示します。 
iii. 水平間隔の寸法を挿入：水平寸法が表示されるスポッ

トを設定します。 
iv. 垂直間隔の寸法を挿入：垂直寸法が表示されるスポッ

トを設定します。 
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B. 穴間隔寸法の一括入力 
 

i. 穴間隔寸法を実行すると寸法を入力する穴を選択する状態になります。図面で穴に該当する丸

いエッジをクリックすると、対象穴の選択のパネルに選択した穴がエッジで表示されます。 

 
 

ii. 寸法を表す方向を選択します。水平で配置された穴の間隔は「水平間隔の寸法を挿入」で設定

します。寸法パネルをオフセットする方向と距離を入力します。垂直で配置された穴の間隔も

「垂直間隔の寸法を挿入」と同様に左右を選択してオフセットする距離を入力します。 

 
 

iii. OK ボタン（チェック）をクリックすると図面上に穴間隔の寸法が入力されます。 
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2. 高級レイヤー設定 
 

高級レイヤー設定は SOLIDWORKS のレイヤーマネージャーより便利にレイヤーを追加、修正、削除する機

能です。（この機能は 2018 バージョン以上でのみ使用できます。） 
 

 
SOLIDWORKS の図面ファイルを実行し、SOLIDWORKS タブで高級レイヤー設定をクリックして機能を実行し

ます。 
 

A. 高級レイヤー設定の初期実行画面および UI 説明 
 

 
i. 既存レイヤー 

① 更新：高級レイヤー設定を実行したまま SOLIDWORKS でレイヤー内容を変更する際、更新ボ

タンをクリックして変更された内容を機能にアップデートします。 

② レイヤーマージ：複数のレイヤーを一つにマージする機能です。 

③ 選択されたレイヤー削除：SOLIDWORKS ではできない複数のレイヤーを一度に削除する機能

です。 

④ すべて削除：現在 SOLIDWORKS に存在するすべてのレイヤーを削除します。 

 

ii. 追加するレイヤー 

 

① アノテートレイヤーの追加：アノテートのタイプによってレイヤーを作成し、図面に存在

するアノテートアイテムを指定したレイヤーに一括変更します。 

② 参照モデル色のレイヤー追加：設計規格、可視的なエッジのオプションで設定された基本

線の色を部品オリジナル色を反映し、部品のレイヤーを作成して該当部品の線の要素を部

品レイヤーに変更します。 

B. レイヤー編集 
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現在 SOLIDWORKS 図面の Sample ファイルに TESTLayer というレイヤーを作成した状態です。高級

レイヤー設定を実行すると TESTLayer のレイヤーを確認できます。高級レイヤー設定でレイヤーの

情報を編集すると、SOLIDWORKS でも変更事項がすぐ適用されます。 

 

 
 

i. 高級レイヤー設定でレイヤー名を TEST、説明欄に TEST レイヤーを追加してレイヤー色をオレ

ンジ、線のスタイルは点線に変更しました。 

 
 

ii. SOLIDWORKS でも高級レイヤー設定で変更した通りにレイヤー名、説明、色、線のスタイルが変

更されていることを確認できます。別途のボタンを押さなくてもレイヤーを修正するとすぐ 

SOLIDWORKS に適用されます。 
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C. レイヤーマージ 
 

複数のレイヤーを一つのレイヤーにマージする機能です。 
 

i. 現在 SOLIDWORKS では三種類色のレイヤーが存在します。この三つのレイヤーをマージします。 

 

 

 

ii. 高級レイヤー設定を実行します。機能を実行すると次のようなパネルになります。 

 
 

iii. Shift か Control キーを利用してマージするレイヤーをすべて選択します。その後、レイヤーマ

ージをクリックします。 

 
 

iv. レイヤーマージをクリックすると選択したレイヤーが表示され、残りのレイヤーを移動する代

表レイヤーを選択して OK ボタンを押します。 
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v. OK ボタンをクリックすると選択されていないレイヤーは代表レイヤーに統合されます。 

 

 

 

D. レイヤー削除 
 

一度に複数のレイヤーを選択して消したりすべてのレイヤーを削除することができます。 

 
 

現在 SOLIDWORKS のサンプルファイルにはレイヤー1~5 まで 5 つのレイヤーがあります。 

 
 

i. 高級レイヤー設定を実行すると 5 つのレイヤーが見えます。5 つのレイヤー中、削除したいレイ

ヤーを選択します。Ctrl か Shift キーを利用して複数選択することもできます。レイヤー1 と

レイヤー3 を削除してみます。レイヤー1 を選択して Control キーを押したままレイヤー3 をク

リックします。レイヤー1 と 3 が青色に表示されました。選択されたレイヤー削除ボタンをクリ

ックします。 
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ii. レイヤー1 と 3 が正常に削除されました。 SOLIDWORKS でも正常に反映されました。 

 

 

  

iii. すべて削除ボタンですべてのレイヤーを簡単に削除することもできます。レイヤー2、4、5 が残

っている状態ですべて削除ボタンをクリックします。 

 
 

iv. すべてのレイヤーが削除されました。 

 
 

E. アノテートアイテムレイヤー追加（アノテートアイテムレイヤー管理） 
 

図面に複数のアノテートアイテムが存在する時、同一アノテートタイプを一つのレイヤーに一括変

更できる機能です。 
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i. 現在図面には注記、寸法、部品番号、中心線など多様なアノテートアイテムが作成されていま

す。高級レイヤー設定を利用してアノテートアイテム別にレイヤー作成します。該当のアノテ

ートアイテムをチェックすると編集が活性化されます。レイヤー色を変更したい時は、色をク

リックして好きな色に変更できます。 

  
 

ii. レイヤー作成を視覚的に確認するためにレイヤーを各々異なる色に設定して作成ボタンをクリ

ックします。レイヤー名はアノテートアイテムになっていますが、修正できます。 

  
 

iii. 次のように設定した色でレイヤーが作成され、図面に存在する各アノテートアイテムは指定し

た色に変わります。 
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F. 参照モデル色のレイヤー 
 

黒色で構成された図面に原本モデルの色を適用するレイヤーを作成します。レイヤー名は部品名を

基準に作成されます。 
 

i. 現在図面のアセンブリモデルです。Feature Managerをはじめとする Display Manager がある

空間の右側に ‘>’ 矢印があります。この矢印をクリックすると部品指定の色とアセンブリ指

定の色を確認することができます。 

 

 

ii. 該当の部分で左側上の三角形はアセンブリ指定の色、右側下の三角形は部品指定の色です。こ

れはレイヤーを作成する時に基準になる色です。もしアセンブリ指定の色がなければ、部品色

でレイヤーを作成します。 

  

 

iii. アセンブリ指定の色でレイヤーを作成すると次のようになります。 
 参照モデルの色でできたレイヤーはレイヤーマージで他のレイヤーに移動されません。 
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3. 穴個数の区切り記号 
 

穴のプロパティ表示機能で穴個数の次に x以外に他の記号を使用できるように編集する機能です。 
 

 
SpeedWorks タブで穴個数の区切り記号を押して機能を実行します。 
 

A. 初期画面および UI 説明 

 
i. 区切り記号 

穴のプロパティ表示機能で X の代わりに使用する数量を表す記号を入力します。 

ii. 個数の区切り記号の前後空白を除去 

穴のプロパティ表示機能で強制的に入る区切り記号の間の空白を削除する機能です。 

 

B. 区切り記号の変更 
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i. 既存の穴のプロパティ表示機能では、すべての規格で穴個数が X で表示されます。 

 
 

ii. 穴個数の区切り記号を実行すると、穴のプロパティ表示機能の入力状態と同様に穴の選択モー

ドに転換します。デフォルトの区切り記号は–(ハイフン)が設定されています。 

  
 

iii. 好きな穴のエッジを押すと、設定した区切り記号で穴のプロパティ表示機能が入ることを確認

できます。好きな位置にもう一度クリックすると、該当位置に穴のプロパティが入力されま

す。 

 
 

iv. 区切り記号を変更して他の穴のエッジを押すと、変更されたまま入力されます。 

v. 該当機能で入力されたアノテートアイテムは穴のプロパティ表示機能と同様なタイプを持ちま

す。なので、原本モデルで穴の数が変更されると自動アップデートされます。 
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4. エッジの深度非表示 
 

図面でビュー方向に対して一定深さの以下にある図面のエレメントを見えないように処理する

機能です。複雑なジオメトリの図面で見せたい部分のみ表現することができます。 
 

 
SpeedWorksタブでエッジの深度非表示を押して実行します。 
 

A. 初期画面および UI説明 

 

 

① 図面ビュー選択 

スケッチ要素を隠す対象ビューを選択するパネルです。図面ビ

ューは一つのみ選択できます。 

 

② 下部基準の深さ 

選択した図面ビューに置かれているエッジの中に一番最上位に

置かれている高さを基準に指定した深さ未満に存在するスケッ

チ要素を隠します。深度数値は図面が参照している原本

SOLIDWORKS 3D ファイルの数値と同様です。 

 

③ その他の非表示対象 

深度基準で隠すスケッチ要素以外に非表示する要素を選択しま

す。 

中心線とねじ山の非表示はアセンブリ図面では対応していませ

ん。 
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B. エッジの深度非表示 
 

i. エッジの深度非表示を実行します。エッジの深度非表示が実行されたら、図面ビュー選択の状

態です。スケッチを隠すビューを選択すると図面ビュー選択パネルに選択したビューが表示さ

れます。ビューは一度に一つのみ選択できます。 

 

 

 
 

ii. スケッチを隠す深度を指定します。ビュー方向の最上部エッジが基準になります。該当のエッ

ジから指定する深度より下部にある部分を非表示処理します。中心表示、中心線そしてねじ山

などを一緒に非表示することができます。 

 
 

iii. すべての設定が完了し、OK ボタンをクリックすると選択したビューの深度より下部にある線は

非表示になりました。 
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5. スケッチ中心線 
 

図面で寸法入力に有用なスケッチ中心線を簡単に追加できる機能です。 
 

 
SpeedWorksタブでスケッチ中心線をクリックして機能を実行します。 
 

A. 初期画面および UI説明 
 

 
① 中心線の延長長さ 

中心線の基本大きさは選択された線や面が含まれる回転面の高さと同じ長さで作成されま

す。中心線の自動作成機能で中心線を追加すると、ユーザーが指定した長さだけ延長され

た長さで挿入することができます。基本値はオプション > ドキュメントプロパティ > 中

心線／中心マーク > 中心線の延長で定義された値が表示されます。（ここで指定した値

は作成される中心線のみ適用され、オプションの値を変化させません。） 

 

② 固定拘束の追加 

作成されたスケッチ線に固定拘束を追加することができます。 

 

③ レイヤー 

中心線を描くレイヤーの名前を指定します。既存レイヤーがない場合、新しく作成し、あ

る場合は該当レイヤーに中心線が追加されます。機能が完了した後には既存レイヤーに復

元されます。中心線はすべてレイヤーに描かれるため、レイヤー表示設定で簡単に表示／

非表示設定ができます。 
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B. 中心線を自動作成する 
 

i. スケッチ中心線を実行すると、画面の左側に PropertyManager パネルが作成されます。この 

PropertyManager を開いている状態で中心線を挿入するスケッチをクリックするとスケッチ中

心線が図面ビューに作成されます。（SOLIDWORKS の基本スケッチ中心線の長さは既存スケッチ

に合わせて作成されます。）しかし、この機能では中心線の長さを延長して作成してさらに目

立つ長さで作成することができます。 

 
 

ii. チェックボタンを押していない状態で、中心線を入力する円や回転面を選択すると該当のスケ

ッチ中心線が挿入されます。3D ジオメトリ図面の場合も中心線の挿入ができます。面を分析し

て該当の回転面の原点を挿入するため、断面図のスケッチや部分スケッチのみ表現されている

スケッチで使用すると SOLIDWORKS の基本方式よりさらに簡単に中心線を挿入することができ

ます。 
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6. 3D 中心マーク 
 

図面ビューで等角投影ビューなど 3次元に置かれているビューで円形エッジに中心マークを追

加する機能です。 
 

 
SpeedWorksタブで 3D中心マークを押して機能を実行します。 
 

A. 初期画面および UI説明 
 

 
i. 対象の円形エッジ 

① 中心マークの対象になる円や円弧エッジを選択します。 

 

ii. オプション – 中心線の延長長さ 

① 中心マーク線の延長長さを選択された半径サイズ比の比率で設定します。 

② 0 より大きくて 200％以下比率で入力できます。 
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iii. オプション – 固定拘束追加 

① 入力される中心マークは 3D 参照モデルのスケッチや図面スケッチに作成され、この作成

されたスケッチ線に固定拘束を追加するかどうか設定します。 

 

iv. 作成タイプ – 参照モデルに追加 

① 参照モデルに追加オプションが選択されると参照された部品やアセンブリモデルでスケッ

チで中心マークが作成されます。 

② 参照モデルに作成されたスケッチは自動で非表示され、図面では表示で設定されます。 

③ 作成された中心マークを利用して寸法を入力する場合には必ず「参照モデルに追加」タイ

プで中心マークを作成しなければなりません。 

 

v. 作成タイプ - 図面スケッチに追加 

① 該当の図面ビューにスケッチタイプで中心マークが追加されます。 

② このオプションが選択されるとレイヤー選択が表示され、作成されるスケッチ面がこのレ

イヤーで追加されます。 

（作業が完了したら自動で以前のレイヤーに戻ります。） 

 

B. 3D中心マークを作成する（参照モデルに追加） 
 

i. 等角投影の一つの 3 次元の図面ビューで円形線を選択してオプションを選択します。 
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ii. 参照モデルに追加のオプションの場合、参照された部品やアセンブリモデルビューに転換する

過程があるため、多少時間がかかります。 

 
 

C. 3D中心マークを作成する（図面スケッチに追加） 
 

i. 図面スケッチに追加機能は寸法に活用できませんが、見る専用で迅速に追加する際に有用で

す。 

 
 

ii. このオプションが選択されると下にレイヤー名の入力テキストパネルが開きます。 

 
 

iii. ユーザーが好きなレイヤー名で変更入力でき、入力されたレイヤー名を持つ既存レイヤーが存

在する際は該当レイヤーで追加され、ない場合は新しくレイヤーを作成して追加します。 

 
iv. 作業が完了すると以前のレイヤーに自動変更されます。 
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7. フォント変換 
図面上に存在するテキストを文字タイプによって好きなフォントに変換する機能です。 

 
 

A. 実行初期画面および UI説明 

 
i. フォント選択：対象に適用するフォントを選択します。 

ii. アノテートアイテム：アノテートアイテムに該当するオプションを一括選択・選択解除したり

個別選択して適用対象を選択することができます。 

iii. その他：アノテートアイテム以外にもビューテキスト、テーブル（ex: BOM テーブル）、ブロ

ック、シートフォーマットなど様々な文字が選択できます。 

iv. フォント検討：現在の対象ファイルのドキュメントプロパティに設定されたフォントを確認で

きます。 
 フォントが個別で指定された場合、該当の機能で確認できません。 

v. 状態文字：現在進行中の状態が表示されます。 

vi. 進行状態：作業進行率が表示されます。 

vii. OK：指定した項目に選択したフォントを適用します。 

viii. 閉じる：フォント指定をキャンセルし、図面のフォント変換パネルを終了します。 

 

B. ツール使用 

i. フォント変換する図面を実行している状態で、SpeedWorks タブで図面のフォント変換を実行し

ます。 
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ii. 該当ツールを実行すると図面のフォント変換パネルが開きます。 

 
 

iii. フォント選択のコンボボックスを選択すると現在の PC にインストールされたフォントが開きま

す。 
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iv. フォントを選択すると右側の例文に選択したフォントが適用されることを確認できます。 

 

 
 

v. 変更する対象のテキストタイプを選択します。「アノテートアイテム」「その他」をチェック

すると該当の下位カテゴリー項目を一括選択・選択解除ができます。 

 
 

vi. 「フォント検討」をクリックすると現在活性化された図面ファイルのドキュメントに指定され

たフォントを確認できます。 
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vii. フォント検討パネルを閉じてすべての準備が終わったら、OK ボタンを押してフォントを変換し

ます。 

 
 

viii. 作業にかかる時間は処理する量と種類によって異なります。기록 

[フォント変更前] [フォント変更後] 
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8. 皿穴の深さ寸法 
穴のプロパティ表示で作成した、皿穴の深さの値を角度ではなく穴の深さで表示することができま

す。 

 

 
 

A. 実行初期画面および UI説明 

 

 
 

i. 対象寸法: 深さ寸法を変更する皿穴の穴のプロパティ表示を指定します。 
◆ すべての寸法: 現在活性化中のシートに挿入されているすべての皿穴の穴のプロパティ表

示を対象に指定します。 

◆ 選択された寸法: 選択した皿穴の穴のプロパティ表示を対象に指定します。 

ii. オプション: 皿穴の深さ寸法の適用方式を設定することができます。 
• 深さ表示のテキスト: 深さ表示の前に入力するテキストを指定します。 

• スペースを追加: 深さ表示のテキストと深さの値の間にスペースを追加します。 

• ねじすさまを含める: 深さを計算する際、ねじすさまを合算して算出します。 

• X マークを削除: 既存の皿穴の穴のプロパティ表示のⅹを除去します。 

• 深さを強制挿入: 参照切れの穴のプロパティ表示に皿穴の深さの値を強制的に付与しま

す。 

 

B. ツール使用 
i. 皿穴の深さ寸法のツールを選択します。 
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ii. 下のように皿穴の深さ寸法のツールが表れます。 

 
 

iii. 対象寸法のオプションを選択します。 
 すべての寸法を選択する場合、現在活性化されたシートのすべての穴のプロパティ表示が対象

で選択されます。 

 
 

iv. 対象寸法を選択した場合、図面から皿穴の穴のプロパティ表示を選択します。 
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v. オプションから皿穴の深さの表示方法を設定することができます。 

① 深さ表示のテキストのオプションで、深さの値に好きなテキストを挿入できます。 

スペース追加のオプション使用 スペース追加のオプション未使用 

  
 

② ねじすさまを含めるのオプションで、ねじすさまの長さを合算して皿穴の深さを挿入

できます。 

ねじすさまを含めるのオプション使用 ねじすさまを含めるのオプション未使用 

  
 

③ X マークを削除のオプションで、既存ⅹマークを維持または削除を選択できます。 

X マークを削除のオプション使用 X マークを削除のオプション未使用 

  
 

④ 深さ強制挿入のオプションで、参照切れの穴のプロパティ表示に強制的に皿穴の深さ

を挿入できます。 

 

 

 

vi. OK ボタンを選択して皿穴の深さ寸法の変換を行います。 
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vii. 下のように、皿穴のプロパティ値が角度から深さの値に表示されることを確認することができ

ます。 

 皿穴の深さ寸法の変換に成功すると、変換された寸法の数量を確認することができます。 
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9. 公差マネージャー 
複数の寸法に設定した公差を一括で挿入し、寸法に指定した公差を一括で除去することができま

す。 

 
 

A. 公差挿入モード 
i. 公差挿入モードのツールを選択します。 

 公差挿入モードのツールは、切り替えタイプとしてツールを選択して活性化・非活性化にする

ことができます。 

[公差挿入モードの非活性状態] 

 
[公差挿入モードの活性状態] 

 
 

ii. 公差を挿入する寸法を選択します。 

 複数の寸法をドラグして公差を挿入することができます。 

[寸法を 1 個選択] [寸法をドラグしてマルチ選択] 

  
 

  



 

 

A 809 Campus Plaza, 199 Worldcup-ro, Yeongtong-gu, Suwon-si, Gyeonggi-do, Republic of Korea  
T +82.31.548.1521 / M admin@solidit.co.kr / H http://www.solidit.co.kr / F https://www.facebook.com/SmartSOLIDIT 

281 

iii. 次のように選択した寸法に公差が挿入されていることを確認できます。 

 公差挿入モードが活性状態のまま、寸法を選択すると、公差を連続挿入することができます。 

 公差を挿入する際、適用される公差のタイプおよび値は公差設定で指定した公差を基準としま

す。 

[寸法を 1 個選択 – 公差挿入の前] [寸法を 1 個選択 – 公差挿入の後] 

  

[寸法ドラグしてマルチ選択– 公差挿入の前] [寸法ドラグしてマルチ選択– 公差挿入の後] 

 
 

 

 

B. 公差除去モード 
i. 公差除去モードのツールを選択します。 

 公差除去モードのツールは、切り替えタイプとしてツールを選択して活性化・非活性化にする

ことができます 

[公差除去モードの非活性状態] 

 
[公差除去モードの活性状態] 
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ii. 公差を除去する寸法を選択します。 

 複数の寸法をドラグして公差を除去することができます。 

[寸法を 1 個選択] [寸法をドラグしてマルチ選択] 

  
 

 

iii. 公差除去の対象寸法が選択されると、下のようなウィンドウが表示されます。公差を除去する

寸法の数を確認することができます。 

 
 

iv. 「はい」ボタンをクリックして公差除去を行います。 

 「今後、このメッセージを表示しない」のチェックボックスを選択して「はい」ボタンをクリ

ックすると、今後公差除去の際に該当のウィンドウは表示されません。 
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v. 次のように選択した寸法に公差が除去されていることを確認できます。 

 公差除去モードが活性状態のまま、寸法を選択すると、公差を連続除去することができます。 

. 
[寸法を 1 個選択 – 公差除去の前] [寸法を 1 個選択 – 公差除去の後] 

  
[寸法ドラグしてマルチ選択– 公差除去の前] [寸法ドラグしてマルチ選択– 公差除去の後] 
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C. 公差設定 
i. 公差設定のツールを選択します。 

 
 

ii. 下のように公差設定のツールが表れます。 

 公差設定で指定した公差は公差挿入の際に使用されます。 

 
 

① タイプ: 公差挿入に使用する公差タイプを指定します。 

② 精度: 公差挿入に使用する公差の精度を指定します。デフォルトはドキュメントタイ

プです。 

③ 公差の値: 公差挿入に使用する公差の値を指定します。公差タイプによって公差値の

入力項目が異なります。 

④ ディテールオプション: 公差挿入に追加オプションを指定します。公差のタイプによ

ってディテールオプションの項目が異なります。 

⑤ OK: 設定した公差の設定情報を保存し、ウィンドウを閉じます。 

⑥ キャンセル: 設定情報を保存せず、ウィンドウを閉じます。 
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iii. 公差設定のツールは、公差のタイプによって異なる UI が表示されます。 

 精度はすべてのタイプに同じく設定できるオプションです。その他のオプションは公差のタイ

プによって異なります。 

[デフォルト] [上下寸法許容差] [リミット] 

 

  
[対称] [ミニマム] [マックス] 

 

  

[はめあい公差] 

 
 

iv. タイプツールにて公差挿入に使用する公差を選択します。 
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v. 精度ツールにて公差挿入に適用する精度を選択します。 

 
 

vi. 公差の値およびディテールオプションにて挿入する公差を構成します。 

 
 

vii. OK ボタンを選択し、公差設定の作業を完了します。 
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VI. ファイル管理 
 

1. 部品名変更 
  

部品名を変更して既存の参照関係を維持します。部品に参照された図面を自動探索して図面名も部品名

と同様に自動変更します。 

 
SpeedWorks タブで部品名変更をクリックして部品名変更を実行します。 

 

A. 実行の初期画面 UI 説明 

 
i. 選択した部品名 

① 名前を変更する部品を選択すると選択した部品が表示されます。 

 

ii. オプション設定 

① 同一部品一括修正：同一部品が現在ドキュメントにマルチで使用される場合に一括で置き

換えるオプションです。（このオプションは部品名変更で非活性化されません。部品分離

機能でのみ非活性化できます。）部品名変更では、既存ファイル名を変更するため、同一

ファイルパスを使用する部品は一緒に名前が変更されます。 

② 同一名の図面のみ検索：参照された図面をすべて検索するか、名前を基準に同一名のみ検

索するか選択します。 

③ 変更前図面ファイルを再作成：関連している図面があり、部品ファイルのみ変更された状

態で図面ファイルが内部的に再作成されていない場合、このオプションを利用し、アップ

デートを行わないと正常に図面ファイルが一緒に修正されません。 

④ 完了後、通知を表示：部品分離が完成され、作成される案内通知を表示するかどうか選択

します。 

 

iii. 選択初期化 

① 選択したファイルの選択状態を解除します。 



 

 

A 809 Campus Plaza, 199 Worldcup-ro, Yeongtong-gu, Suwon-si, Gyeonggi-do, Republic of Korea  
T +82.31.548.1521 / M admin@solidit.co.kr / H http://www.solidit.co.kr / F https://www.facebook.com/SmartSOLIDIT 

288 

B. 部品選択 
 

名前を変更する部品を選択します。 
 

i. 部品名変更を実行している状態で SOLIDWORKS－Feature Manager デザインツリーで名前を変更

する部品を選択するか、モデルの面を選択します。 

（機能実行の前に面や部品を選択して行うと自動で埋まれます。） 

 

ii. 名前を変更する部品を選択すると部品名変更機能に選択したファイル名と重複使用数量および

参照図面の数量が表示されます。 

 
 

C. オプション設定 
 

i. 同一部品の一括修正：同一部品が複数のファイルで使用された場合、他のファイルにも変更事

項を適用します。 

 

ii. 同一名の図面のみ検索：選択した部品の図面が存在する場合、参照図面の名前も一緒に変更し

ます。同一名の場合のみ変更するかどうか選択します。 

 

iii. 完了後、通知を表示：チェック時、作業が完了すると既存部品名  新規部品名を表すウィン

ドウが開きます。 

 

D. 部品名変更 
 

i. オプションを設定して確認をクリックすると新しい名前を入力するパネルが開きます。 

変更する名前を入力して確認ボタンを押すと部品名が変更されます。 
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2. 部品分離 
 

アセンブリに参照されたファイルをコピーで保存および置換を一括適用前回のプロジェクトで使用した

ファイルを設計変更して他のプロジェクトに再活用する際にとても有用な機能です。 

 
SpeedWorks タブで部品分離をクリックして実行します。 

 

A. 実行の初期画面 UI 説明 
 

 
i. 選択した部品名 

① 名前を変更する部品を選択すると選択した部品が表示されます。 

 

ii. オプション設定 

① 同一部品の一括修正：同一部品が複数回使用された時に他部品の置換もすべて変更するか

どうか選択するオプションです。 

② 同一名の図面のみ検索：参照された図面をすべて検索するか、名前を基準に同一名のみ検

索するか選択します。 

③ 変更前図面ファイルを再作成：関連している図面があり、部品ファイルのみ変更された状

態で図面ファイルが内部的に再作成されていない場合、このオプションを利用し、アップ

デートを行わないと正常に図面ファイルが一緒に修正されません。 

④ 完了後、通知を表示：部品分離が完成され、作成される案内通知を表示するかどうか選択

します。 

⑤ 選択初期化：選択した部品の選択状態を解除します。 

  



 

 

A 809 Campus Plaza, 199 Worldcup-ro, Yeongtong-gu, Suwon-si, Gyeonggi-do, Republic of Korea  
T +82.31.548.1521 / M admin@solidit.co.kr / H http://www.solidit.co.kr / F https://www.facebook.com/SmartSOLIDIT 

290 

B. 部品選択 
 

ii. オプションを設定して確認ボタンを押すと新しい名前を入力するするパネルが開きます。 

（機能実行の前に面や部品を選択して行うと自動で埋まれます。） 

 

iii. 変更する名前を入力して確認ボタンを押すと部品名が変更されます。 

 
 

C. オプション設定 
 

i. 同一部品の一括修正：同一部品が複数のファイルで使用された場合、他のファイルにも変更事

項を適用します。 

 

ii. 同一名の図面のみ検索：選択した部品の図面が存在する場合、参照図面の名前も一緒に変更し

ます。同一名の場合のみ変更するかどうか選択します。 

 

iii. 完了後、通知を表示：チェック時、作業が完了すると既存部品名  新規部品名を表すウィン

ドウが開きます。 

 

D. 部品分離 
 

i. 部品を選択してオプションを設定し、確認ボタンを押すと次のようなファイルを名前を付けて

保存するウィンドウが開きます。 

 

ii. ファイル名を修正して保存すると該当の部品で部品がコピーされます。 

 

iii. 分離されたファイルは原本ファイルと参照関係が一緒にコピーされるため、部品の置換ができ

ます。 
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3. 一括名前の変更 
 

部品ファイルやアセンブリファイルの名前を一括編集できる機能です。 
 

 
SpeedWorksタブで一括名前の変更を選択します。 

 
A.初期画面および UI説明 

 

 
i. 選択したファイルリスト 

ファイル追加やフォルダ追加で選択されたファイルの情報が表示されます。 
ii. ファイルリストから除去 

選択除去：ファイルリストから選択された行を削除します。 
すべて除去：ファイルリストのすべてを削除します。 

iii. ファイルリスト追加 
ファイル追加：ファイルを個別選択してリストに追加します。 
フォルダ追加：フォルダを指定してフォルダ内部のファイルを一度に追加します。 

iv. ファイル選択 
部品：編集対象で部品ファイルを一括管理します。 
アセンブリ：編集対象でアセンブリファイルを一括管理します。 

v. ワード編集 
ワード追加：ファイル名に新しいワードを追加します。 
ワード除去：ファイル名に行数を基準にワードを削除します。 
ワード変更：特定のワードを他のワードに変更します。 

vi. 変更オプション 
変更履歴作成：原本ファイル名と変更されたファイル名を記載したテキストファイルを作

成します。 
同一名の図面を一緒に適用：ファイルと同一パスに同一名の図面ファイルがあれば、一緒

にコピーして参照関係を再設定します。 
vii. コピー保存場所：一括名前の変更は原本をコピーしてそのコピーの名前を変更します。該

当のコピーを保存する場所を指定します。 
viii. 進行状態：現在進行中の状態を表示します。 

ix. 変更適用：ファイル名の編集が完了したら、実際にファイル名を変更します。 
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x. 閉じる：一括名前の変更を終了します。 
 

B. ファイルを追加する 
 

i. ファイル追加をクリックしてサンプルファイルを追加します。アセンブリファイルと部

品ファイルのみ追加できます。 
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ii. フォルダで複数ファイルを一度に追加します。フォルダ追加を押してファイルが入っているフ

ォルダを選択します。 

 

 
 

C. ファイル名の編集・変更 
 

i. 編集していない状態では、現在名と変更名が同様に表示されます。 
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ii. ワード追加ボタンを押してワードの前後に‘test’というワードを入力して OK ボタンをクリッ

クします。変更名を確認すると、すべてのファイル名の前後に test が追加されていることを確

認できます。 

  
 

iii. 編集適用対象を部品ファイルに限ってファイル名を編集することができます。フォルダ追加の

下にあるアセンブリアイコンをクリックするとファイルリストですべてのアセンブリファイル

の選択がコントロールできます。ワード編集のボタンと変更適用はチェックされたファイルに

限って適用されます。 
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iv. ワード除去をクリックして部品ファイルの後に test 文字を削除してみます。後ろから 4 文字

を消していくため、最後から 4 文字を消すように設定します。OK ボタンを押すと部品ファイル

のみ後ろから test ワードが消えていることを確認できます。 

 

 
 

v. 続いて test アセン 1 ファイルから「アセン」というワードを「部品」に変更するワード変更機

能を使用してみます。部品アイコンを押してすべての項目をチェック解除して test アセン

1.SLDPRT ファイルのみ選択したままワード変更ボタンを押します。 
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vi. コピー保存場所の右側に … ボタンを押してコピーを保存する場所を指定します。 

 
 

 
vii. 変更前に変更履歴作成をチェックしてファイル名がどのように変更されているか確認できるフ

ァイルを作成します。「同一名の図面を一緒に適用」はリストに追加されたファイルと同一パ

スに同一名の図面があったら、該当の図面ファイルも一緒に名前を変更して参照関係を作る作

業です。 

 
 

viii. すべての項目をチェックして変更適用ボタンをクリックするとファイル名が変更され、指定し

たフォルダにコピーされます。リストになかった図面ファイルも一緒に名前が変更され、コピ

ーされていることを確認できます。変更履歴ファイルも正常に作成されました。 
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4. フォルダクリーナ 
 

選択されたファイルと参照関係のないファイルを新しいフォルダを作成して移動させる機能で

す。 
 

 
SpeedWorks タブでフォルダクリーナをクリックして実行します。 
 

A. 初期画面および UI 説明 
 

 
B. ファイル選択 

 

i. アセンブリファイル 

① 選択したアセンブリまたは実行中のアセンブリファイルが表示されます。 

 

ii. ファイルパス 

① 選択したファイルのパスで、対象フォルダが作成されるパスです。 

 

iii. 移動されるフォルダ名 

① 使用しないファイルを移動するフォルダ名を指定できます。 

② フォルダ名を指定しない場合、「他のファイル」という名前で作成されます。 

③ 該当の特殊文字は含めません。( \, /, : , *, ?, <, >)  
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C. 移動除外をする拡張子 
 

一番多く使われても SOLIDWORKS との参照関係を基準に整理対象を決定するため、拡張子を基準に移

動させないファイルのフォーマットを選択します。 
 

i. PDF, DXF/DWG, JPG/PNG ファイルをチェックボックスにて移動させないことができます。 

 

ii. その他- 頻繁に使われる拡張子外にも別途除外する拡張子を指定したい場合、直接拡張子を入

力して除外することができます。;(セミコロン)を利用すると複数の拡張子を入力することがで

きます。 

 

D. 項目確認 

 
 

i. 移動されるフォルダパス 

① 移動対象で指定されたファイルを移す新しいフォルダの作成パスの位置を表します。 

 

ii. 移動されるファイルリスト 

① 設定した条件に合う移動されるファイルリストが現れます。 

② 移動しないファイルがリストにあれば、チェック解除して移動しないようにすることがで

きます。 
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5. 現在のファイル探索 
 

現在実行中の SOLIDWORKS ファイルの場所を Windows エクスプローラを通してフォルダを開きま

す。 
 

 
 

A. SOLIDWORKSで開いているファイルが存在するフォルダを開きます。 
 

i. SOLIDWORKS を実行し、SpeedWorks タブにある現在のファイル探索をクリックします。 
 

ii. 現在開いているドキュメントの場所が Windows エクスプローラから開き、対象ファイルが選択

されます。 
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6. 指定場所にコピー保存 
 

現在開いている SOLIDWORKS ファイルと図面ファイルをコピーした後、モデルと図面の参照を

接続します。 
 

 
 

A. 実行の初期画面および UI 説明 
 

 
i. 指定保存場所：コピー保存するフォルダの場所を設定します。 

ii. コピー保存のファイル名：コピーするファイル名を指定します。図面を含めてコピーする際、

図面ファイル名も同様に入力されます。 

iii. 図面を含めてコピー：現在のモデルファイルに参照されたファイルを一緒にコピーし、モデル

と図面の参照を自動接続します。 

iv. 状態表示：作業状態を表示します。 

v. プログレスバー：作業進行状態を表示します。 

vi. 保存：設定した情報を基準にモデルファイルまたは図面と一緒にコピーを行います。 

vii. 閉じる：コピーを行わず、ツールを閉じます。 

 
B. ツール使用 

 

i. コピーするモデルが開いている状態で、SpeedWorks タブにある指定場所にコピー保存のツール

を選択します。 
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ii. 指定場所にコピー保存のパネルが開き、現在のファイルをコピーで保存する場所を設定しま

す。 
 最後に使用した保存場所が基本的に指定保存場所に表示されます。 

 
 

iii. コピーで保存するファイル名を入力します。 

 図面を含めてコピー保存の際、図面ファイルも入力されたファイル名と同様に設定されます。 

（例：ABC.sldprt で保存時、ABC.sldprt で図面ファイルを保存） 

 
 

iv. 現在のドキュメントに参照された図面ファイルを一緒にコピー保存する場合、「図面を含めて

コピー」を選択します。 

 

[図面を含めてコピー未選択] 

 
[図面を含めてコピー選択] 

 
v. すべての設定が完了したら、保存ボタンを押してコピー保存を行います。 
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vi. 図面を含めてコピーを行う場合、現在のドキュメントに参照された図面を探索する作業が追加

で行われます。 

 
 

vii. 次のように設定した場所を基準にモデルと図面ファイルがコピー保存されました。 

 
 

viii. 図面を含めてコピーで行った場合、コピー図面とコピーモデルの参照が接続していることを確

認できます。 
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7. マルチボディ分離 

現在開いている部品ドキュメントのマルチボディを個別ボディに保存し、オプションによって

個別部品で保存されたボディをアセンブリで自動作成します。一般ソリッドボディ・カットリ

ストボディ両方とも個別部品で保存できます。 
 

 
 

A. 実行の初期画面および UI 説明 
 

 
i. 現在のファイルと同一パスに保存：個別部品で保存されるボディの保存パスを現在開いている

部品ドキュメントのパスと同様に保存します。 

ii. 指定フォルダ保存：個別部品で保存されるボディの保存パス指定して保存します。 

iii. アセンブリ自動作成：個別部品で保存されたボディを原本部品に配置された場所と同様に新規

アセンブリファイルの部品で挿入・配置して作成します。 

iv. 状態表示：作業状態を表示します。 

v. プログレスバー：作業進行状態を表示します。 

vi. 適用：マルチボディを個別部品で保存作業を行います。 

vii. 閉じる：マルチ部品の分離作業をせず、ツールを閉じます。 

 

B. ツール使用 
 

i. マルチボディ分離を行う部品モデルが開いている状態で、SpeedWorks タブにあるマルチボディ

分離のツールを選択します。 
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ii. マルチボディ分離のパネルが開き、保存オプションを通して個別部品で分離するボディの保存

パスオプションを選択します。 
 指定フォルダ保存オプションを選択しないと下の保存パス編集ができません。 

[現在のファイルと同一パスに保存] [指定フォルダ保存] 

  
 

iii. アセンブリ自動作成オプションにて個別部品で保存後、新規アセンブリで作成することができ

ます。部品に配置された位置基盤の部品が挿入されます。 
 アセンブリ自動作成を使用しない場合、個別部品でのみ保存されます。 

 
 

iv. 保存オプションとアセンブリ自動作成オプションを選択後、適用ボタンを押してマルチボディ

分離を行います。 
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v. マルチボディ分離の進行状態を下のプログレスバーと状態表示で確認することができます。 

 分離するボディ数によって時間が多少かかります。 

 
 

vi. 分離された部品ファイル名は原本部品名とボディ名の組み合わせで自動付与されます。 

 ボディ名が重複する場合、ファイル名の次に番号が追加されます。 

[保存されたボディの部品リスト] 

 
 

[カットリストのツリーと保存されたボディの部品比較] 
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vii. アセンブリ自動作成をチェックして作業を行ったら、新規アセンブリドキュメントにボディで

保存された部品ファイルが自動挿入・配置されます。 

[原本部品ファイル] [アセンブリ自動作成の成果物] 
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8. ツリー整理 

現在開いているアセンブリのツリーを自動で一括整理します。昇順／降順でツリーを特定条件

に合わせて並べ替え、ツリー項目のタイプに合わせてフォルダを一括整理することができま

す。 
 

 
 

A. ツリー整理のツール実行 
 

i. ツリー整理をするアセンブリモデルが開いている状態で、SpeedWorks タブにあるツリー整理ツ

ールを選択します。 

 
 

ii. ツリー整理のツールパネルが開き、整理ツールを選択して好きなツリー整理作業を選択して行

います。 

 
 

B. ツリー並べ替えのツール使用 
 

i. 整理ツール項目でツリー並べ替えを選択します。 
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ii. 下のようにツリー並べ替えツールがパネルに現れます。 

 
① ツリー並べ替え：アセンブリのツリー並べ替えツールを表示します。 

② 名前(昇順)：部品の名前を基準にアセンブリツリーを昇順並べ替えします。 

③ 体積(昇順)：部品の体積を基準にアセンブリツリーを昇順並べ替えします。 

④ 質量(昇順)：部品の質量を基準にアセンブリツリーを昇順並べ替えします。 

⑤ プロパティ(昇順)：指定したプロパティを基準にアセンブリツリーを昇順並べ替えし

ます。 

⑥ 名前(降順)：部品の名前を基準にアセンブリツリーを降順並べ替えします。 

⑦ 体積(降順)：部品の体積を基準にアセンブリツリーを降順並べ替えします。 

⑧ 質量(降順)：部品の質量を基準にアセンブリツリーを降順並べ替えします。 

⑨ プロパティ(降順)：指定したプロパティを基準にアセンブリツリーを降順並べ替えし

ます。 

⑩ 並べ替え順位：昇順・降順並べ替え時、部品の並べ替え優先順位をファイルタイプを

基準に指定できます。 

⑪ 下位アセンブリと一緒に適用：下位のアセンブリが存在する際、下位アセンブリ内の

部品を並べ替えできます。 

⑫ 閉じる：ツリー整理ツールを閉じます。 
 

iii. 昇順並べ替えと降順並べ替えには同一並べ替えのタイプが存在します。 
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iv. 並べ替えの基準項目にマウスのカーソルを置くと並べ替え基準の説明を確認することができま

す。 

 
 

v. 並べ替え順位を指定してツリーの並べ替え順位を指定することができます。 

 
 

[並べ替え順位の選択タイ

プ] 
[名前の昇順並べ替えの結果] 
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vi. 下位アセンブリと一緒に適用を選択する場合、下位アセンブリの内部部品も一緒に並べ替える

ことができます。 

 
 

vii. 並べ替えたい項目を選択します。 

 
① 選択時すぐに並べ替えされるツール：名前、体積、質量 

② 並べ替え基準の指定が必要なツール：プロパティ 

[プロパティ並べ替えの基準定義] 

 

a. プロパティタイプを右側のボタンにてユ

ーザー定義プロパティまたはコンフィギ

ュレーション特有プロパティに変更する

ことができます。 

b. 並べ替えるプロパティ対象の名前を入力

します。 

c. 適用ボタンを選択して並べ替え作業を行

います。 

 

viii. 並べ替えの前、現在のアセンブリツリーの情報を自動分析します。 

 
 

ix. ツリー分析が完了したら、並べ替え作業が行われます。 
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x. 次のように並べ替え作業が完了していることを確認できます。 
[ツリー並べ替えの前] [ツリー並べ替えの後 – 名前昇順] 

  
 

C. ツリー並べ替えのツール使用 
 

i. 整理ツール項目でフォルダで整理選択します。 

 
 

ii. 下のようにフォルダで整理ツールがパネルに現れます。 

1 

① フォルダで整理：アセンブリの部品フォルダで整理ツールを表示します。 

② ToolBox: ToolBox 部品をフォルダで整理します。 

③ 溶接：カットリスト部品をフォルダで整理します。 

④ 抑制：機能抑制された部品をフォルダで整理します。 

⑤ 非表示：非表示状態の部品をフォルダで整理します。 

⑥ フィーチャー：アセンブリフィーチャーをフォルダで整理します。 

⑦ プロパティ：指定したプロパティ名と値を基準に部品をフォルダで整理します。 

⑧ 文字：指定した文字が名前に含まれた部品をフォルダで整理します。 

⑨ パス：指定したパスの場所と同一部品をフォルダで整理します。 

⑩ 整理対象：フォルダで整理する部品のタイプに合わせて整理対象を選択することがで

きます。 

⑪ 下位アセンブリと一緒に適用：下位アセンブリが存在する時、下位アセンブリ内の部

品をフォルダで整理できます。 
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⑫ 閉じる：ツリー整理ツールを閉じます。 

 

iii. フォルダ整理基準項目にマウスのカーソル置くと整理基準の説明を確認することができます。 

 
 

iv. 整理対象を指定してフォルダで整理するファイルタイプを選択できます。 

 
 

[整理対象の選択タイプ] [機能抑制部品の整理結果] 
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v. 下位アセンブリと一緒に適用を選択する場合、下位アセンブリの内部部品もフォルダで整理で

きます。 

 
 

vi. 整理したいタイプを選択します。 

 
① 選択時すぐにフォルダ整理されるツール：Toolbox、カットリスト、抑制、非表示、フ

ィーチャー 

② 整理基準指定が必要なツール：プロパティ、文字、パス 

[プロパティ整理基準の定義] 

 

a. プロパティタイプを右側のボタン

にてユーザー定義プロパティまた

はコンフィギュレーション特有プ

ロパティに変更することができま

す。 

b. フォルダで整理するプロパティ対

象の名前を入力します。 

c. フォルダで整理するプロパティ対

象を入力します。 

d. 適用ボタンを選択してフォルダ整

理作業を行います。 

[文字整理の基準定義] 

 

a. ファイル名に含まれた文字の項目

に整理基準の文字を入力します。 

b. 適用ボタンを選択してフォルダ整

理作業を行います。 

 
[パス整理の基準定義] 
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a. ファイル場所の項目に整理基準の

パスを入力します。 

b. 適用ボタンを選択してフォルダ整

理作業を行います。 

 

vii. フォルダで整理前、現在のアセンブリツリーの情報を自動分析します。 

 
 

viii. ツリー分析が完了したら、フォルダで整理作業が行われます。 

 
ix. フォルダ名は整理タイプ名で自動付与されます。 

    

    
 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

x. 次のようにフォルダで整理作業が完了していることを確認できます。 
[フォルダの整理前] [フォルダ整理後 – 機能抑制の部品] 
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9. Component Drawing List 

Searching assembly component list in batches. The referenced drawing list of each 

component can be exported as text or excel file. In addition, you can check the files for which 

drawings are not created among the current components, so you can prevent drawing 

omissions in advance. 
 

 
 

A. Initial Display & UI 

 

 
i. Assembly File: The assembly path for finding drawing is displayed. 

ii. Open Assembly File: Select and Open target assembly file to find component drawing list. 

iii. Target Directory List: The directory list for searching drawing file. 

iv. Add Target Directory: Add drawing locations to search. 

v. Search Drawing: Searching drawing file based on specified assembly and target directory list. 

vi. Drawing List: The assembly component drawing list, which is the drawing search result, is 

displayed. 

vii. Component List Without Drawing: List of components without referenced drawings. 

viii. Excel Export: Export drawing list and component list without drawing as Excel. 

ix. Text Export: Export drawing list and component list without drawing as Text. 

x. Close: Close the component drawing list function. 
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B. Using tool 
 

i. Select Component Drawing List in SpeedWorks tab. 

 
 

ii. The component drawing list tool screen appears as follows. 

 If you run the component drawing list tool with the assembly open, the components analysis 

operation is performed automatically. 

 
 

iii. Click ... button to select an assembly file for drawing searching. 
 If you run the Component Drawing List tool with an assembly open, the assembly file path 

value is automatically entered. 

 
 

iv. After specifying the assembly file path, the assembly component analysis operation is 

performed automatically. 
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v. The directory where assembly components are located is automatically added to the target 

directory list. 
 Users can delete the target directory list by clicking the Delete key or right-clicking. 

 
 

vi. The Add Target Directory button let users specify where to search the drawing. 

 
 

vii. When all set, select Search Drawing button to find component drawing. 

 
 

viii. When the search is completed, the drawing list and the components list without drawings are 

automatically updated as shown below. 
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ix. Users can right-click the drawing found in the drawing list to open the drawing file or check it 

through the explorer. 
[Open Drawing] [Open Folder] 

  
 

x. Users can right-click a component in the component list without a drawing to open the 

drawing file or check it through the explore. 
[Open Component] [Open Folder] 

  
 

xi. Users can output the searched drawing list to Excel or to a text file. 

 
 

xii. After setting the file saving path, if users proceed to save, the file is automatically created. 
[Export as Excel File] [Export as Text File] 

  
[Result of Excel Export] [Result of Text Export] 
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VII. ファイルオプション 
1. SpeedWorks オプション 
 

SpeedWorksのオプションを設定します。 

 
SpeedWorks タブで’SpeedWorks’オプションを押して実行します。 

 

A. 初期画面および UI説明 
 

 
i. 言語設定 

 

① SpeedWorks の言語を設定します。基本的に SOLIDWORKS で使用中の言語を認識して設定し

ま す 。 2020 年 ま で は 韓 国 語 の み 対 応 し ま す 。 

2021 年以降、多様な言語に対応する予定です。 
 

ii. SOLIDWORKS 実行時、最近使用したタブを表示 

 

② SOLIDWORKS を実行すると常に最後のタブである SpeedWorks が活性化されている状態です。

該当オプションを活性化すると、SOLIDWORKS ドキュメントの種類によってユーザーが最後

に使用したタブが活性化されたまま SOLIDWORKS が実行されます。 
 

iii. グラフィックのアップデートを非活性化 

 

③ プロセスが行われる過程をアップデートしないため、より迅速に機能を動作することがで

きます。 
iv. ブースター·オプション 

④ ブースターオプションを設定するボタンです。 
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B. ライセンス認証 
 

i. 無料版 

ライセンスコードを入力しないと無料版で実行されます。 

無料版で制約される機能はプログラム構成の章に書かれています。  

 

ii. 有料版 

ライセンスコードを登録すると有料版で使用できます。 

 
 

ライセンスコードの発行方法はツータイプで、一般的に SOLIDWORKS ライセンスの連動方法で

コードがもらえます。 

 

① SOLIDWORKS ライセンスコードの連動方法 

a. リーセラーまたは(株)SolidIT にて SOLIDWORKS ライセンスの連動発行された 42 行の

コードを上の画像①に入力し、②「ライセンスコード登録」ボタンをクリックすると

認証が完了します。 

 

② SOLIDWORKS ライセンスの非連動指定されたコンピューターのライセンスコードの方法(必

要時のみ使用) 

a. オンラインライセンスを使用する場合や上の方法ではない指定されたコンピューター

でのみ実行されるライセンスが必要な場合、SOLIDWORKS ライセンスの非連動で認証で

きます。 

 

③ 「コンピューター情報確認」ボタンをクリックします。 

a. クリックすると下のようにコンピューターの情報が入っている SPWINF ファイルが作

成されたことを通知するメッセージが現れます。 
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OK ボタンを押すと Windowsエクスプローラが下のように開き、作成されたファイルが自動選択されま

す。 

 
 

b. このファイルを SpeedWorks を購入したリーセラーや(株)SolidIT にメールを送付され

るとライセンスコードを発行いたします。 

 

c. 発行されたライセンスコードを画像①に入力して②「ライセンスコード登録」ボタン

をクリックすると認証が完了します。 

 
iii. トライアル 

機能制約のない有料版が体験できる機能を提供します。 

この ④「30 日トライアルスタート」ボタンをクリックすると 30 日間のトライアルが始まりま

す。 

 

 
 

※ トライアル使用済みのコンピューターや有料版のライセンスが活性化されているコンピュ

ーターはこのボタンが見えません。 
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2. SpeedWorks 情報 
 

SpeedWorksのバージョン情報と問い合わせのボタンがあります。 
 

 
SpeedWorks タブの右側の情報ボタンを押して実行します。 
 

 
SpeedWorks を使用中に不便や改善点があればカスタマイズ機能の問い合わせに意見をお願い致します。

さらに良いプログラムになれるようにユーザーの意見を反映して持続的なアップグレードに尽力いた

します。ありがとうございます。 

 

 

 

 


